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午前１０時００分開会 

○長沢興祐委員長 これより予算特別委員会を開会

いたします。 

  第５号議案の予算総則第１条中、歳出第４款産

業経済費、歳出第６款土木費から歳出第１０款予

備費、第２条債務負担行為から第４条歳出予算の

流用並びに修正案、第６号議案、第７号議案、第

８号議案の全部について及び第５３号議案一般会

計補正予算の予算総則第１条中、歳出第４款産業

経済費、歳出第６款土木費についても併せて質疑

を行います。 

  本日から審査区分が変わりますので、委員の皆

様どうぞよろしくお願いいたします。 

  最初に、共産党から質疑があります。西の原委

員。 

○西の原ゆま委員 日本共産党の西の原ゆまです。

よろしくお願いします。 

  教育費の負担軽減について質問します。 

  お隣の葛飾区は、修学旅行と移動教室の無償化、

副教材費の無償化を掲げ、新年度から実施となり

ます。昨年９月に、葛飾区の区長記者会見にて発

表した修学旅行費無償化ですが、葛飾区に聞き取

りをすると、毎年積立てていくことが、家庭の負

担は大きいのは事実ですと。学務課が学校に聞き

取りを行うと、直接保護者から経済的な余裕がな

いために修学旅行に行かせられないという声はな

いが、教職員たちは学年で１名から２名くらいい

るというふうに認識していることを教えてくれま

した。 

  １２月１６日ＡＥＲＡオンライン記事によると、

葛飾区が無償化に踏み出した二つの理由は、保護

者負担が決して小さくないこと。学校単位のため、

個人のばらつきがないこととして挙げています。

葛飾区長は、取組によって、各家庭が子育てしや

すくなり、葛飾に住んでみようと思う方が増えて

ほしいと述べています。そういう記事でした。 

  足立区も葛飾区同様に、保護者負担の大きい修

学旅行費の無償していくことは可能だと、予算修

正案でも２億１，０００万円の予算で実現できる

と示しています。足立区も実施の表明をされてい

ますが、他区が新年度予算で発表しています。区

は選ばれるわけとしているのであれば、一刻も早

く実施すべきです。 

  予算特別委員会の中で、教材費と修学旅行費は、

学校側の御協力をいただければ、早急に準備でき

ると思いますと答弁がありました。皆さん、新年

度から無償化を期待しています。４月から中学３

年生になる生徒たちの修学旅行費無償化を是非実

施していただきたいですが、いかがですか。 

○政策経営部長 先日お答弁したとおり、今、西の

原委員もおっしゃったように、学校の協力があれ

ば早急にできると思いますので、その部分につき

ましては、なるべく早急に手続の方に入りたいと

いうふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 ということは、４月から中学校

３年生になる生徒たちも無償になるということを

考えていただきたいということであっていますか。 

○政策経営部長 もちろん、それは議会の方の御承

認も必要ですが、そういった形で調整できるよう

に、今作業進めているところでございます。 

○西の原ゆま委員 移動教室についても、葛飾区は

小学校５年生、林間学校８，８００円、小学校６

年生、林間学校２，８００円、中学校２年生移動

教室３，０００円分が保護者負担となっているた

め、その部分を無償化することが決まりました。

計４，９００万円としています。 

  足立区では、小５国立施設４，０４０円、小６

日光３，４６０円、中１魚沼教室３，９６０円の

保護者負担分があります。ふだんの学校から離れ

て自然に囲まれた場所で、学校のクラスメートと
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教員と共に学ぶこと、特に都会に住んでいる足立

の子どもたちにとってかけがえのない体験の機会

であります。そして大事な教育活動の一環です。 

  この間、区長は制服と教材費と修学旅行のこと

は表明していますが、移動教室の無償化は考えて

いないのでしょうか。是非、移動教室の無償化も

行ってほしいと思いますが、どうですか。 

○教育長 西の原委員御発言の移動教室のことも含

めて、いろいろと学校間でいろいろ差もありまし

て、なかなか詰めに時間も掛かっておりますけれ

ども、そういったことも含めて、どこまでを保護

者の方々の負担の軽減ができるかというところを、

今、検討中でございますので、早急に議会の方に

は、その検討結果についてはお諮りしたいという

ふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 荒川区や墨田区も修学旅行費と

共に移動教室の無償化に踏み出しています。近隣

区が踏み出すのに、足立区がやらないで、子育て

しやすいわけとなるのでしょうか。実施に踏み出

すことを求めて、次に移ります。 

  副教材費の無償化について聞きます。 

  既に副教材費の無償化を、昨年度から実施して

いる品川区に聞き取りをしたところ、対象の用具

は、書道用具、絵の具、学習ドリル、業者テスト、

裁縫セット、お道具箱、鍵盤ハーモニカでした。

補助額を聞くと、学年別で補助額を決めていると

のことでした。これは、学年によって使う学用品

が異なるため、学年ごとに掛かる学用品をそれぞ

れ学校に問い合わせ、その上限を学校に支給して

いることが分かりました。 

  例えば、小学校１年生は２万４，０００円まで、

小学校２年生は１万１，０００円まで、小学校３

年生は１万４，０００円までという感じです。一

番安い学年で１万１，０００円、高い学年で３万

９，０００円としているそうです。平均して約２

万円が毎年、学用品として保護者負担があること

が分かりました。 

  品川区は、各学校に問い合わせ、各学年で掛か

る学用品の保護者負担がどれくらいなのかを調査

し、更にそれを無償化にするのは、保護者にとっ

て助かる大事な政策だと感じました。 

  葛飾区は、全ての学校で共通に使っている地図

帳や算数ドリル、漢字ドリル、ドリル代と業者テ

スト、音楽の歌集などを想定しているとのことで

した。 

  一方で足立区は、彫刻刀と算数セットが学校の

備品扱いに改善されましたが、鍵盤ハーモニカや、

そして葛飾区、荒川区同様に、学習ドリル、地図

帳、業者テストなどの学用品は無償化を図るべき

ではないですか。 

○教育長 先ほどの答弁と同様になってしまいます

けれども、この副教材についても、学年ごとに、

学校ごとに大分差がありまして、今その調整をさ

せていただいています。ですので、これも含めて、

どこまでを保護者負担を軽減していくかというと

ころを現在検討中ですので、これも含めて、早急

に案をお示ししていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○西の原ゆま委員 是非検討を進めていただければ

と思います。 

  次に移ります。給付型奨学金について質問しま

す。 

  さきの代表質問で、給付型奨学金の枠の拡大を

求めたのに対し、区は限られた予算の中で、支援

対象の拡大に向けて、応募状況等を見ながら柔軟

に対応したいと答弁しています。 

  私たちがここで拡充してほしいのは、枠を拡充

してほしいという質問です。少しでも多くの学生

たちを支援してほしい。また、大学の学費値上げ

で、更に負担を増やそうとしています。これだけ
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高い学費を背負わされている区内在住者の若者た

ちを本気で応援しようという構えで、４０人程度

ではなく、もっと募集の枠を拡充することはでき

ます。そういう視点での拡充を求めていますが、

いかがですか。 

○学務課長 私たちも応援したいという思いで、定

員４０人のところを柔軟に対応ということでやら

せていただいております。最近、医学部の子も増

えてきましたので、全額給付という高額な給付に

もなりますし、やはり限られた人数という形でや

らせていただきたいというふうに考えております。 

○西の原ゆま委員 ４０人程度というと、やっぱり

４８人とか４７人になってしまいます。もっと募

集の枠を拡充をしていただくことを求めたいと思

います。 

  育英審議会の委員として、私も２年間携わって

きました。先ほどのようにおっしゃられていたよ

うに、応募生は、医学部や薬学部、そして英語に

関わる仕事に就きたいという方。教師になりたい、

看護師になりたい、スクールカウンセラーになり

たいという方たちでした。 

  私は、その場での面接を見たわけではありませ

んが、面接官のコメントをよく読むと、よくまと

まっていて、中には家庭の問題、経済的に余裕が

ない実態が拝見できました。 

  足立区の１８歳から２１歳の人口は２万４，８

５３人です。そのうち今年度は２０６名の方が応

募要件を満たし、応募生として小論文と面接を受

けましたが、そのうちたったの５分の１しか救済

することができない制度になっています。 

  審議会の資料で出されている順位表を見ても、

４０位くらいから６０位くらいの生徒たちは僅差

で並んでいます。そこから更に見ていくと、１０

０位くらいの生徒まで、本当に受け入れてほしい

と切に思う資料でした。全額給付の奨学金の制度

の拡充を求めて、次に移ります。 

  不登校の子どもが増え続ける、コロナ禍の令和

元年度１．５倍の令和５年に、不登校生徒１，５

３２名と過去最大の数となりました。中学生９６

０名、小学生５７２名です。小学校低学年の不登

校も増えています。 

  令和７年度に、不登校に関する調査というのを

行うということですが、子どもたちが不登校にな

る原因をつかんで、不登校の子どもたちを減らし

ていくことができる調査に是非してほしいと思い

ます。いかがですか。 

○教育相談課長 西の原委員おっしゃるとおり、子

どもたちが、どういったことを考えて不登校にな

っているのかというところを突き止めていけたら

いいかと考えております。 

○西の原ゆま委員 そこで、毎年区が実施している

長期欠席児童・生徒状況等に関する実態調査につ

いてのところで、無気力、不安の項目があります

が、不登校の理由、無気力、不安、個人の問題に

押し付ける聞き方は違うと思います。 

  学校が原因で不登校になっているのに、児童・

生徒の無気力、不安とくくり、子どもたちに原因

がある、自己責任を押し付けるのは、大人や教師

からの見方です。無気力、不安で否定してしまう

のでは、子どもたちを取り巻く本当の原因究明が

できません。そうではなくて、子どもたちの目線

で声を聞いて、子どもたちの気持ちが分かる調査

にしてほしいです。 

  是非、今年度実施する調査では、不登校に至っ

た要因、何が楽しくなかったのか、学校がこうだ

ったら楽しいのにと思えるような質問なども入れ

て調査もしていただきたいですが、いかがですか。 

○教育相談課長 今、西の原委員のおっしゃるとお

り、そのようなことも踏まえて設問を考えていき

たいと考えております。 
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○西の原ゆま委員 子どもたちのＳＯＳに気が付け

るようになるには、教員が児童・生徒一人一人を

理解して支援するための教育相談の知識、技能向

上を図るため、ほぼ全ての教員が対象に、今、教

育相談研修を実施しています。教員研修を行って

いるとありました。Ａコース、Ｂコースあったの

ですけれども、４３名しか受けていませんでした。 

  足立区内には２，９００人近くの教員が働いて

います。身近な先生が教育相談の知識を身に付け

ること、学校で毎日顔を合わせている子どもたち

の理解を深めることにもつながります。子どもた

ちにとって、相談してみようと思える大人が学校

に増えることは、安心して学校に通えることにも

つながります。 

  今、先生たちが多忙でなかなか相談したくても

できないという子どもが多いように伺いますが、

初任、若手の先生も子どもに直接相談をされたと

き、どのように接するのがいいのか自信がない教

員もいますので、今、教員たちにも、教育相談の

専門家からの研修は求められていると思いますが、

いかがですか。 

○教育相談課長 教員研修につきましては、こちら

の方から各学校に希望者を募って開催しているも

のでございます。毎年、定員自体は２０人程度で

行っておりますが、希望が多かった場合にも柔軟

に対応するようにしておりますので、今後とも続

けていきたいと考えております。 

○西の原ゆま委員 ４３人でとても少ないんですけ

れども、そこを増やしていただきたいと思ってい

て、私も教育相談について、足立で初任者になっ

たので、初任者研修の中で１回ぐらいしかやって

きていないなという記憶があります。 

  大学病院の小児科の小児精神科だった医師の方

が講師だったんですけれども、そのお医者さんの

子どもに対する見方、考え方に本当に愛情たっぷ

りの声掛け、診断に尊敬をしました。自分の見方

がこんなにも乏しいのかと思い知らされて、生徒

のことをもっと知りたい、おおらかな気持ちを持

って相談に乗っていきたいと前向きに考えられる

研修でした。 

  教育相談の専門家にとって当たり前ということ

でも、学校の教員にとっては目からうろこである

ことは大いにあると思います。学校は、週２回か

ら３回、スクールカウンセラーの先生がいます。

職員会議の中とかで、スクールカウンセラーの先

生が講師になって、先生たちが教育相談の勉強が

できるような場をつくることもできると思います

が、いかがですか。 

○教育相談課長 今、西の原委員のおっしゃってい

ただいたような御意見も踏まえて、今後検討して

いきたいと考えております。 

○西の原ゆま委員 是非お願いします。 

  次に移ります。知り合いのママさんから、先日、

小学校入学説明会に参加してきたそうです。そこ

で説明されたのが、筆記用具や防災頭巾のカバー

などは無地指定と説明されたそうです。足立区中

で、このような指定があるのですか。 

○教育指導課長 まず結論から申し上げますと、そ

のような事実はございません。 

○西の原ゆま委員 入学説明会で、なぜ無地にしな

ければいけないのか、その場での説明はなかった

そうです。そのママさんは知人がいるので聞いた

ら、１０年前から集中力が下がるからという理由

で無地指定を推奨されてきたと話してくれました。 

  もともと小学校１年生の子どもたちは、集中力

がないのが当たり前で、１年間掛けて教室の過ご

し方、クラスメートの関わり方を学びます。 

  このお子さんには上のお兄さんがいるんですけ

れども、そのお兄さんが使っていたチェック柄の

防災頭巾も使っていいか聞いたんですけれども、
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学校側は基本は無地ですと言われたそうです。そ

こまでして無地にこだわる必要があるのでしょう

か。ここまで無地指定にこだわるのであれば、経

済状況は家庭によって違うので、それこそ学用品

の無償化にしてほしいという声でした。納得する

理由が説明できないのは、おかしいと思いますが

どうですか。 

○教育指導課長 今、西の原委員御指摘の件につき

ましては、私も大変遺憾に感じております。とい

いますのは、本年度４月当初から、学校には新１

年生、新入生保護者会で配付する資料、また保護

者に用意させるもの、しっかりと見直しを図るよ

うに、我々校長会等で指示を出してきました。そ

ういった中で、そういうお声が保護者の方から西

の原委員のお耳に入ったところ、大変遺憾ですの

で、その辺は引き続き学校には指導してまいりま

す。 

○西の原ゆま委員 是非、この声は、今回の小学校

入学説明会の中で説明された、そういったことで

す。その内容も、説明資料も私も頂いて、しっか

りと見ていますが、無地指定になっていました。 

  今は、ランドセルでも自由に様々な色があって、

デザインも選べて、そしてランドセルでなくても

いい、そういうことができているのに、画一的に

学用品、防災頭巾のカバー、その他のものを無地

に強制させるべきではありません。是非、先ほど

も区教委から対応するというふうに言っています

けれども、指導や対応を要望したいと思います。 

  次に移ります。 

  中学校１年生、２年生の英語スピーキングテス

トが今年度始まりました。担任の先生が試験監督

としている問題であって、ずさんだということが

出されていますので、区教育委員会に声を届けて

いきたいと思います。 

  第４回定例会の文書質問にて、英語スピーキン

グテストについて、今年も機器の不具合で再受験

になった子どもが何人いたのか聞いたところ、足

立区の中学生は２２名だと答弁がありました。再

受験日となった日は、受験希望者の説明会、都立

高校の説明会があったり、都立高校入試向けの模

擬テストがあり、再受験によってそういった機会

が一方的に奪われることに、そういった怒りの声

が届けられました。区教育委員会に、受験生や保

護者の声は届いていますか。 

○学力定着推進課長 区教育委員会の方には、直接

保護者や生徒からそういった声は届いておりませ

ん。 

○西の原ゆま委員 私が聞いただけでも、今年も機

器の不具合、そしてこれだけの実態があるのに、

それを実態をつかもうとしていない、子どもたち

の立場に立っていないことの表れだと思います。 

  足立区は、１２月に文書質問した英スピについ

て、受験することができなかった全ての生徒につ

いて試験が行われ、公平性、公正性は保たれてい

ると回答しますが、今回、入試改革を考える会な

ど４団体がグーグルフォームでアンケートを調査

したところ、１８６件寄せられ、６割が受験生、

３割が保護者で、ＥＳＡＴ－Ｊの実態が寄せられ

ました。 

  ずさんだったのは、タブレットの不具合だけで

はありません。試験監督の進行が不適切だったと

寄せられています。ヘッドセットを付ける前に、

始めと言ったため、慌ててみんなでスタートをし

ました。スタートがずれ、極端に早い人、遅い人

がいた。ほかの会場では、ヘッドセットを付けて

いるため、手で始めの合図をすると事前に３回ほ

ど説明していたのに、実際は口頭で合図をしてし

まい、一斉のスタートが切れずに、ぐだぐだに始

まったと言っていました。 

  受験生は、スタートの仕方は学校で教わってい
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るので分かっていても、試験監督が分かっていな

かったのです。都立入試では、都立高校の教師が

試験監督であります。英語スピーキングテストは、

試験監督のアルバイト募集が、試験当日まで掛け

られていた、人手不足の事実、試験監督がマニュ

アルを理解していないと受験生が分かるぐらいの

不慣れさで、不安になるくらいだったと言ってい

ました。 

  この実態を見ても、公平性、公正性が保たれて

いるテストだと言い切れますか、あまりにもずさ

んなテストだと思いませんか。 

○長沢興祐委員長 時間がないので、学力定着推進

課長、簡明にお願いします。 

○学力定着推進課長 私もそういった声をお聞きし

ているので、先日ある学校に見てまいりました。

試験時間と同じぐらい丁寧に説明をしておりまし

たので、同じようにやっていただくのであれば、

公平性は保てると思っております。 

○西の原ゆま委員 続きは、あしたやります。あり

がとうございました。 

○長沢興祐委員長 続いて、自民党から質疑があり

ます。吉岡委員。 

○吉岡茂委員 おはようございます。過日初日に、

私、六町の駐輪場に関する質問させていただき、

そのときに、ちょっと若干私も言葉が足らなかっ

た部分もあったりして、共産党の委員も、私の質

問の前に共産党の委員さんの質問に、委員長が款

が違うよということで指摘し、それを静止をした

と。その後、款の違う私の質問には止めなかった

ではないかというような御抗議をいただいたとい

うことにつきましては、やや私が発言したかった

意図と違うふうに捉えてしまった。これは、もう

正に私の誤解を招くような言葉足らずが原因だっ

ただろうという意味を込めて、委員長また委員の

皆さん、そして区議会事務局に御迷惑をお掛けし

てしまったんだなということは率直におわび申し

上げたいと思います。 

  実際、私自分で言いましたけれども、あの３分

は、やっぱり慌てたり、最後どこをどういうふう

に、皆さんに、職員の皆さんに伝えたいかという

ところが、バーッと頭の中で考える、そんな時間

帯でもありますので、本当に気を付けなければい

けないなと改めて感じて、それを踏まえた上で改

めて、六町の自転車駐輪場、今回、六町に限らず

なんですけれども、一般論として、駐輪場に関す

ることを、ちょっと区の考え方を聞かせてもらう

ようにいたします。 

  まず、自転車駐輪場、自転車駐車場に使用料を

支払わずに無断で駐輪することというのは、どう

考えても合法とは言えないと、もちろん私は思っ

ているんですけれども、これは合法であるわけも

なく、違反行為であると受け止めてよろしいです

か。 

○交通対策課長 吉岡委員のおっしゃるとおり違反

行為と認識しております。 

○吉岡茂委員 そうすると、仮に違反行為だとする

と、どのような罪名になるんですかね。 

○交通対策課長 窃盗とか、そういうちょっと認識

が分からないのですけれども、そういうことでし

ょうかね。 

○吉岡茂委員 お金を払わないでやってしまう。恐

らくこの辺は、恐らく多分防犯関係は、総務費の

方の質問になってしまうんだと、ぎりぎりのとこ

ろなんですよね。これ場合に、ちょっと調べてみ

たら、ケース・バイ・ケースです。 

  例えば、駐車場においての運営の仕方によって

判断があったりしてというような、いわゆる本当

にケース・バイ・ケースだということで、一概に

どのような罪名になるとかということは、はっき

りとは言えない状況にあるんだそうです。違法に
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ならない事例があるとすれば、どのようなことが

あると考えられるかについては、答えられますか。 

○交通対策課長 どんなことが考えられるかという。 

○吉岡茂委員 どういうことでしょうね。例えば、

自転車駐輪場管理している人と個人的に例えば、

仲よくなっていて、いいよいいよこっち止めなよ

とか、ここ停めちゃいなよみたいな話があるかも

しれないね。例えば、そういうこと。 

  要するに、ルールとしては、支払って自転車駐

輪、自転車止めなければいけないのは当たり前。

でも、ちょっと顔見知りになりました。親しくな

りました。だったら、ここのスペースちょっと空

いているから、この場所、じゃあ止めちゃいなよ

と、こういうようなことを言っています。 

○交通対策課長 そういう、なあなあの関係は、区

の駐輪場では一切やっておりませんが、もしかし

たら民間では管理人さんと利用者さんであるかも

しれません。 

○吉岡茂委員 恐らくそういうことなんだと思いま

す。私の中では、無断で駐輪している自転車とい

うのは、私の中では、放置自転車として扱われて

いるのかなというふうに考えているんですけれど

も、その辺はどうどういうふうに扱っているんで

すかね。 

○交通対策課長 区の方の考え方とは、放置自転車

というのは、公共の場だとか、皆さんが通行して

いるようなところ、そこに悪い影響を起こすよう

なものを放置自転車として、それを撤去だとか、

放置禁止エリアにあるものは撤去だとか、指導し

ております。 

○吉岡茂委員 そうすると、駐輪場として存在して

いるところに無断で自転車駐輪したとしても、そ

れは、放置自転車にはならないよと、こういう理

解の仕方でよろしいですかね。 

○交通対策課長 例えば民間の駐輪場の中とか、そ

ういうとこでしたら放置自転車扱いとはなりませ

ん。 

○吉岡茂委員 分かりました。やっぱり極めて微妙

な判断というか、が必要なんだろうなというふう

に感じております。だからこそ、これから質問す

ることの問題が出てくるのかなというふうに思っ

ているんですけれども。 

  実際に、放置している、ここはこの間、質問し

たいと思います。放置されている自転車が障がい

となって、自転車を移動させた際に、利用者が自

分の自転車、正規に停めている自転車出すのに、

その無断駐輪の自転車を移動させたときにけがを

負ってしまったとき、それは、若干公営なのか、

民営なのかによって、若干その対応の仕方違うん

だと思うんですけれども。その責任はどこに、例

えば、大きなけがをして病院に掛かったりとかと

いう、そういう場合はどこに責任が掛かってくる

んでしょう。 

○交通対策課長 その状況によって、はっきりした

ことは言えませんが、もしそういう不正駐輪で、

本来止めてはいけないところに止めた人が原因で、

ほかの利用者さんに影響したとしたら、悪いとこ

ろに止めた人が責任を問われる可能性があるかと

思います。 

○都市建設部長 もう一つの考え方がございまして、

施設管理者である区が、きちんと管理をしていな

かったということも問われかねませんので、それ

については、責任は区にあると考えられます。 

○吉岡茂委員 そういうことになるんでしょうね。 

  ちょっと重なる質問かもしれませんけれども、

駐輪場の利用者が明らかに使用料が支払われてい

ない自転車と遭遇した際、無理に自分で移動させ

て、その違法自転車を移動させてけがをして、ト

ラブルになってしまうことを防ぐために、どのよ

うな方法で利用者がいればいいの、どういうよう
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なスタンスでいればいいのか。 

○都市建設部長 基本的には、仮に移動しますと、

個人間でまたトラブルになってはいけませんので、

これはあくまでも施設管理者、当然常駐している

管理者であったり、ましては、たまたまいなけれ

ば、区に御連絡いただいて、その旨言っていただ

いて、直接手は下さないことが肝要かと思います。 

○吉岡茂委員 そういうことなんだと思います。こ

れもちょっと今の質問と重なるかもしれないけれ

ども、区営の自転車駐輪場であれば、無断駐輪自

転車を撤去する様々なことを速やかに対応可能か

と思います。民間の駐輪場に対して、区がどのよ

うな対応、あるいは指導ができるのかというふう

に聞きたかったのですが。 

  もうちょっと申し上げると、実際に、昨日これ

確認した話ですけれども、その利用者が、駐輪場

にいらっしゃる担当の係の人に、この自転車無断

駐輪ではないんですかと、これおかしいよねとい

うことで、直接その駐輪場にいらっしゃる方にお

願いをすると、どういうふうにされるか、分かり

ます。 

○都市建設部長 今の吉岡委員の御質問、民営の駐

輪場ということでお答えさせていただきますが、

当然民間だからという言い方ではないのですが、

基本的には、駐輪場を借りる、貸すという関係に

なりますので、当然のことながら、貸している側

からすれば、要は、運営している運営側からすれ

ば、きちんと対応するべきだと思いますが、それ

は、もしかすると個人間の話だから勝手にやって

くださいというふうな対応をされることもあるか

もしれません。 

○副区長 調べたんですけれども。駐車場で、民間

のところに勝手に止めて料金を支払わない場合は、

威力業務妨害罪に適用するということですので、

その方には訴えてもらって、警察に届け出るとい

うことになると思います。 

○吉岡茂委員 ありがとうございます。そうなれば

一番いいんでしょうけれども、実際、今どういう

ふうにしているかというと、民間の駐輪場の担当

の方が、赤のコーンを引っ張り出してきて、そこ

に、いわゆる立入禁止みたいなテープを貼ってそ

れで済ませてしまう。それを訴えた側は、それで

も何となく物足りないという気持ちも、もやもや

したものが残るだろうし、たまたまそこに、違法

駐輪をしていた人が帰ってきてしまったとする。

そうすると、実際にそこでトラブルが起きたんだ

ということなんですね。 

  ですから、そのようなトラブルにつながってし

まうがために、さっき申し上げたようなけんかだ

とか、けがするようなことにつながってくるので

はないかなというふうに、私は心配しているんで

すね。そのことを言いたいわけなんですよ。 

  ですから、あと料金の未払自転車だとか、放置

自転車に関してについて、そういう駐輪場内で起

きたことを含めて、警察との連携なんてのは、な

んか取決めだとか、締結されていることなんかあ

るのでしょうか。 

○都市建設部長 当然事故等があれば、当然警察に

通報するということありますが、もしかして今の

吉岡委員のお話ですと、いわゆる民々のトラブル

に関しては、吉岡委員御承知のとおり、民事不介

入が原則ですので、そこの点は、所轄の警察とも

こういうトラブルがあったときにはどのように対

応していくか、少し内部で調整する必要性がある

かと思います。 

○吉岡茂委員 駐輪場は、六町に限ったことではあ

りません。区内全域に駐輪場あるんですけれども、

そういった案件で、区への相談等は今までなかっ

たですかね。 

○交通対策課長 そういった案件では、特にトラブ
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ルで来たことはございません。 

○副区長 ロック式の駐輪場で、ちゃんと入れてい

なくて、無料で置いているような状況があるとい

うことを苦情で受けたことはありますので、そう

いった実態はないことはないと思います。 

○吉岡茂委員 様々な駐輪場で同様なことが起きて

も、何の不思議もないことでありますので、その

辺については、しっかりと検討していただきたい

なあというふうに思います。そのことが、区民が

安心して地域の駐輪場を、ルールを守った上で利

用できるという、まず大きな条件だと思いますの

で、その辺については再考していただきたい。 

  それから、あとここは完全、明らかにここは款

が違ってしまうところだから答えなくていいけれ

ども、区が把握している犯罪認知件数は報告あり

ますよね、我々議会の方にも。そうすると、例え

ばこの中で、今質問してきたこの駐輪場で起きて

いる中で、仮に違法だと言われている案件が一つ

か二つがありましたね。そうすると、区が把握し

ている犯罪認知件数のカウントの中に、この数字

というのは反映されているか、いないか。これと

いうのは恐らく、警察の判断による数字を区の方

に伝えてきているので、多分これは、警察の判断

によるものなんだろうなと思うのですが、その辺

についてはどうです。 

○都市建設部長 駐輪場の中の犯罪ということでお

答えさせていただきますが、当然、例えば今のと

ころ、駐輪場内で自転車が盗まれたということは、

私ども細かくは把握していませんが、万が一、利

用している方が、自転車が盗まれたということで、

警察届ければ、当然窃盗ということで１件カウン

トされると思います。 

○吉岡茂委員 分かりました。その件は、また、し

っかりと改めてお聞きしたいなと思いますけれど

も、くどいようですが、トラブルになって不幸な

けが、余計なけがをしたりだとか、事故につなが

ることだけは何とか防いであげたいなと。 

  恐らく若い人から、若いといったって、私より

ちょっと若いぐらいだから50歳頭ぐらいなのかの

人からの話で、やっぱりそこでけがして帰って、

女房、子どもに説明ができないと、要するに地域

の問題としても恥ずかしいということ言っていま

した。 

  それから、交通対策課長その初日の質問のとき

にわざわざ控室に来て、場所どこでしょうか、指

導するにも必要な情報なのでということだったの

ですが、場所を確認いたしましたら、六町駅のＡ

３出口のやや西側にある鉄塔の根本にある２か所

の駐輪場、いつ行ってもこのコーンが置いてあっ

て、テープで対応してあると。つまりそれだけ自

転車の無断駐車が多いということになりますので、

できれば是非御覧になって確認をしていただきた

いというふうに思います。 

  次に、質問移ります。 

  ＰａｙＰａｙへの商品券事業、これ款合ってい

ますよね。 

○長沢興祐委員長 産業経済費で質問お願いします。 

○吉岡茂委員 私、ふだん自分で食料品の買物だと

か行くことはめったにありません。大体そういっ

たのは家内がやってくれていることです。そんな

状況なので、今まで例えばＰａｙＰａｙですとか、

プレミアム付き商品券と言われても、そんなのや

っているよなというぐらいの程度で、それ以上あ

まり深く考えたことがなかったんですね。 

  実は、そんな前ではないんだよね。まだ３週間、

２週間ぐらい前なのかな。たまたまちょっと食事

に行った先で、私がお世話になっている地域の女

性の皆さんがお集まりになっておられて、そこで

ＰａｙＰａｙの話をしているんですよ。何だろう

なと思って、何ですかそれ、何かありましたとい
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う話を聞いたら、ＰａｙＰａｙが、そこで聞かれ

たのは、吉岡君、ＰａｙＰａｙは、毎年なんか暮

れにやっているやつよねというから、いやたしか

そういうふうに私記憶しています。ただあまりに

詳しくないんですけれどもと言ったら、それがど

うも来年１月からになってしまうらしいのねと、

その説明聞いたのは、産業経済部長がうちの会派

に説明に来て、来られたその直後ぐらい。何日も

たっていないんですよ。すごいなと思ったのは、

奥様方の情報の収集能力と言いますか、どこから

そんな話、我々ですらつい数日前に執行機関の方

から説明を受けている話、それが、もう知ってい

るわけですよ、盛り上がってしまっているんです

ね。盛り上がってしまっているのはいいんだけれ

ども。 

  そこで困ってしまうのが、要するに私が不勉強

である。その辺に詳しく、あんまり不勉強だって

事がばれちゃうのまず困る。困るし、あとまず私

がおふくろさんと呼んでいる、親しくされている

方、その方の自慢は、区長が私の名前を覚えてく

れているのよねという、それが口癖の私のおふく

ろ代わりの人がいるんですけれども、その方に言

われたのが、あんた分かっていないかも、分から

ないかもしれないけれども、年末年始というのは、

お金すごい掛かるだよと、わざわざそんなことを

言うんです。年末は本当にお金掛かって大変なん

だと言われたので、幾ら俺だってそれぐらい分か

るよというふうに本当に思わず出かかったんだけ

れども、ここはでもしっかり聞いて、何をその方

おっしゃりたいのか聞こうと思って、そこはぐっ

とこらえました。 

  そしたら、何て言ってたんだっけな。そうそう、

実際に言われたのは、さっき言ったように、今ま

では何か１１月頃からＰａｙＰａｙが使えていた

というふうにおっしゃっています。それを来年の

１月に変更するというふうに聞いたけれども、何

でそんなことするのということだったのですが、

改めてちょっと本当に不勉強で恥ずかしい、恥ず

かしいけれども、あえて自分のためにも、そうい

うふうに疑問に感じている皆さんのためにも、あ

えて恥を忍んでお聞きしますけれども、その理由

をもう一度教えてください。 

○産業振興課長 今度新たな手法としてＰａｙＰａ

ｙ商品券を導入しようと考えてございますが、こ

の実施時期、商連の方で発行しているデジタル商

品券の使用期限が１２月末までとなってございま

す。 

  新しい手法の導入に当たって商連さんの方に御

相談したところ、できれば実施時期は重ならない

ようにしていただきたいという御要望いただきま

して、年明けの１月、３月ということで考えてご

ざいます。 

○吉岡茂委員 そういうことなんですね。次に聞こ

うと思ったことがそこなんですよ。そのプレミア

ム付き商品券と同じことでよろしいですか。今、

産業振興課長がおっしゃったものというのは。 

○産業振興課長 おっしゃるとおりです。 

○吉岡茂委員 いや同じことを言っていましたね。

それで１２月までなんですって。で、一番言いた

いのは、要は、まず、ごめんなさい一番言いたい

こと言ってしまうとつながらなくなってしまうの

で。きちっと言われたとおりのこと言えば、プレ

ミアム付き商品券の利用期限が１２月末となって

いるため、ＰａｙＰａｙキャンペーンというと重

複してしまうんだと。そうすると値引きの恩恵を

フルで受けにくいというような状況が生じるんだ

というふうにおっしゃっていました。 

  できることであれば、プレミアム付き商品券と

ＰａｙＰａｙキャンペーンが重ならない方が、私

たちはうれしいんだけれども、それは足立区の方
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に言ってもらえるというふうに聞かれて、言うの

はいいですけれども、どういう答えになるか分か

りませんというふうに今とどめているんですけれ

ども、どうですか。 

○産業振興課長 重なった方がよろしいという御意

見ということでよろしいですか。 

  お店の方からも、できれば１２月の末あたりに

やっていただいた方がありがたいという声も一部

聞いてございます。どの程度重なっても大丈夫な

のかどうかというところは、ちょっともう少しこ

れから検討させていただければと思ってございま

す。 

○吉岡茂委員 なるほど、そういうことなんですね。 

  あと、そのプレミアム付き商品券は、使う店舗

が少ないというようなことも併せて言っていたん

ですけれども、その店舗数というのはそんなに少

ないものなのですか。 

○産業振興課長 キャッシュレスキャンペーンが７，

０００店舗以上あるのに比べて、商連に加盟の店

舗というところで６００店程度になっています。 

○吉岡茂委員 そうすると１割を切ってしまってい

るということになりますね。そうすると、少なく

感じても仕方がないのかなという気はいたします

ね。 

  そうすると、それからＰａｙＰａｙとプレミア

ム付き商品券を併用するのが不便なんだよねと言

うふうにおっしゃる方がいたんですけれども、そ

の辺、私ちょっと使ったことがないので、よくお

っしゃっている意味すら理解できなかったんです

が、区は何のことをおっしゃっているんだと思い

です。 

○産業振興課長 すみません、ちょっとどのように

不便なのかは、ちょっと私も分かりかねるところ

でございますが、いろいろなアプリを開いて使わ

なければいけないというのは、ちょっと面倒に感

じられるのではないかなと思います。 

○吉岡茂委員 違う、何か現金を使う、要するに差

額みたい、例えば商品券、紙媒体でのときに、お

釣りの分を現金で払わなければいけないとかとい

うようなことを言っていたんですけれども、恐ら

くそういうことだと思うんですね。 

  それは、実際、普通の例えばデパートなんかの

商品券使っても、例えば５万円のうち商品券を持

っていて４万８，０００円だとすれば４万８，０

００円は商品券使えて、２，０００円は現金で払

わなければいけないと、こういうようなことと同

じことということでいいわけですか。 

○産業振興課長 紙の商品券の扱いのお話かと思い

ますが、紙の場合はお釣りが出ないとか、そうい

った制限があるかと思います。 

○吉岡茂委員 それぐらいのことは、では我慢する

ように私からもちょっと言ってみます。 

  それで、一番強く言って、いろいろな話とにか

く聞かされるんですよ、聞かされる中で、皆さん

おっしゃるのは１２月は出費が本当に増えるんだ

と、そういった傾向にあるので、使い勝手がよく

て利用可能店舗がすごく多いＰａｙＰａｙキャン

ペーンは１２月に適しているのではないかという

ようなことを多くの人が言っていました。したが

って、それらの話を総合しますと、ＰａｙＰａｙ

の実施時期を令和８年の１月からではなくて、そ

れを１か月程度前倒しをしてやったらどうかとい

う要望が多いように私は感じました。 

  ですので、あらましの記載どおりに、１月から

やる気でいらっしゃるのかどうなのか。私が、今

申し上げたように、そういった強い区民の要望が

あるとすれば、１月ということを今予定している

ものを１２月に前倒しする。そういった考えは、

区としてはお持ちなのかどうか確認させてくださ

い。 
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○産業経済部長 今、吉岡委員の方からそのような

まち場の声が多数あるというお話を聞きました。

また、商連さんの方は、重ならない方がいいとい

うふうなお話をいただいておりますけれども、一

部商業者の方々に関していえば、やっぱりこの１

２月年末のところでやっていただいた方がいいと

いうふうなお声もありました。まだ実施時期先で

すので、様々な声を聞きまして、この前倒しにつ

いても、商連さんの中でもちょっと調整をしなが

ら考えていきたいというふうに思っています。 

○吉岡茂委員 そうですね。何かそんなこと言って

いましたし、それから逆にプレミアム付き商品券

の使用できる期間を少し延ばしたらどうなんだと

いうことを言う人もいたのを思い出しました。 

  ですから、１２月末まで、その商品券は使える

期限を１２月末に区切らずに、そちらを３月に延

ばして、それでＰａｙＰａｙを１２月から使えた

方が、私たちうれしいのよねみたいなことを言っ

ていたのも事実です。 

  ですから、せっかくこうやって区民になじんで

きて、何だろう楽しみにしてくれているわけです

から、そういう意味では、この事業は、私はいい

事業だというふうに判断しますし、私からも区民

の１人として、１２月からの実施を強く要望した

いと思います。これは答弁結構でございます。 

  次に、あと時間あと８分か、少し飛ばしていき

ます。 

  次に、落ち葉によるハートマーク写真展の開催

についてということをテーマにしたいと思います。 

  実は、昨年の１２月なんですけれども、私、控

室の方に私を訪ねてこられて、ちょっと手紙こん

な形で、もちろん口頭でも話をさせていただくの

ですが、こんなメモと一緒に尋ねてくださいまし

た。 

  御自身としては、御自身の名前を★★花咲じい

さんの★★という方なんだと思います。★★と名

のる方が私のところに来て、大体早朝４時から朝

７時半ぐらいまで、都立東綾瀬公園を個人のボラ

ンティア活動として公園清掃を行っているんだそ

うです。これ、手紙そのまま読んでしまうと、時

間が本当に足りませんので。それで、その時に感

じたのは、あまりに落ち葉の多さがすごくて、何

かこの落ち葉活用できることはないのかというこ

とで、思い付いたのが、アート感覚で落ち葉を用

いた写真を撮ったそうです。ちょっと遠くの方、

本当に見にくいと思うので申し訳ない、区長、こ

ういうような、これ落ち葉なんだそうです。こう

いう落ち葉をきれいにかき集めて、色分けをしな

がら、こうやって写真を撮って、よく撮れている

写真は額にしているというような方なんだそうで

す。 

  現在は、こういったものが２５０点ほど集まっ

たそうです。できることであれば結論言ってしま

いますと、できることであれば、区の庁舎ホール

たった１日だけでもいいから、写真展をやらせて

もらえないかという要望なんです。 

  この方、８８歳に４月になられるということで、

その記念に自分の始めた夢である、その展覧会を

開催したいんだと、こういう強い要望を持って、

私のところに来られた、相談に来られたわけです

ね。 

  どうなんだろう、そのことについては、私も、

あまり詳しくありませんし、よく分からないとい

うような、やり取りをさせていただいて、実はこ

うして我々自民党では、今日質問することについ

ては、その前日あるいは昨日みたいに中日がある

日は、その前の日に、大体こんなことを質問する

よということを内々で、何か質問が重ならないよ

うに打合せするんですね。そのときに、大変心強

いうちの委員のメンバーがおられまして、落ち葉
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アートに関心を持っている方がいました。その方

の作品これです。 

  後ろの方、大変見にくいかと思います。前の方、

これハート、落ち葉を使ったハートで、これ誰が

撮った写真だか分かります。これ実は、区の写真

部の写真展にも出展されている写真なのですが、

誰の作品だか分かりますか。分からない。そうす

るとヒントね。当ててもらわないと立場もあるか

ら、ヒントなんですけれども、ここに、写真を撮

った方の足がここに写っているんですよ。かなり

足でかい。さあどなたでしょう。今日、この場に

いますね。分かった方いらっしゃいますか。 

○都市建設部長 ちょっと失礼。鹿浜委員ではない

かなと思うのですが。 

○吉岡茂委員 そのとおり。私も、この写真いただ

いたときに、一目で、この落ち葉を見る前に、こ

れ鹿浜、写真撮ったでしょうってすぐ分かっちゃ

った。 

  こういうような形で、本当にほっこりとする。

何となく、ほっとするような写真なんですね、こ

ういう趣味を鹿浜昭委員もお持ちなんだというこ

とがもっと意外だったので、これ本当に御本人撮

ったのかなと思ったら、ここに本人の足が写って

いるわけだから、これは確かに御本人が撮った、

これを区の写真展に出展している。それを誰も知

らない。ということは皆さん、区議会議員の写真

展見ていないということになってしまうんだけれ

ども、そういうことで、是非今年の暮れも、区議

会の写真展行われると思いますので、是非いい作

品いっぱい出ています。御覧になっていただきた

いなというふうに思っております。 

  そういう意味では、決して悪い趣味ではないと

思いますし、それから、この方、もう長く、こう

いう要するに落ち葉を集めて、１か所に集めて、

こういうデザインをして自分で写真を撮っておら

れる、あえてお名前は差し控えさせていただきま

すけれども、こういった人たちにも応援してもら

っているんだよという一覧表をいただきました。

そうそうたるメンバーで差し支えのない方だけ、

団体だけ言いますと、例えば、足立の地域包括セ

ンター、あるいは★★ですとか、公園管理センタ

ー、それから地域の医療機関何件か、それから寺

院の住職、それから大手保険会社店、あるいは大

手の自動車販売店、ディーラーさんですね、こう

いった方々も、こちらのこの活動にすごい理解を

示していらっしゃいます。 

  そして、例えば、これは足立よみうりですね。

足立よみうりに取り上げられていたり、これもま

た別な記事ですけれども、足立よみうりに取り上

げられております。 

  作品も、額に入っているのは１枚だけだったで

すけれども、こういう形で、これもどうぞという

ことで私プレゼントしていただきました。是非、

関心のある方いらっしゃいましたら、控室の方に

しばらく保管しておきますので、できれば見に来

てほしいなというふうに思います。 

  時間も大分迫ってまいりましたので、もうちょ

っといきますけれども、ただ私、今も実際公園の

落ち葉は、公園を管理してくださっている指定管

理の皆さんが清掃して処分してくれているという

ふうに想像しますし、★★に聞いても、今はそう

なんだと。でも★★、これもうちょっと何とか工

夫できないですかね。それを今度、指定管理の皆

さんに落ち葉の処分をしてもらうのではなくて、

デザインして使われた皆さんが自ら処理すること

は何か考えられませんかというふうに聞いたら、

なかなか個人の力では難しいというようなお返事

が返ってまいりました。確かにそうでしょう。な

かなか難しいし、どこにどういうふうに手付けた

らいいか分からない。 
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  そこでやはり、おとといの打合せの中で、我が

党の岡田委員から、ちょっとした情報、今日傍聴

されていますけれども、伊藤のぶゆき議員の知っ

ている人か何かが、個人でやられているのか、そ

れとも企業でやられているのか分かりませんけれ

ども、落ち葉を集めて堆肥に変えて、それを再利

用してくだされる方がいらっしゃるという話を聞

いたのですが、その辺区の方は何か分かっている

方いらっしゃいますか。 

○西部道路公園維持課長 落ち葉の堆肥の取扱いに

ついては、以前のこの委員会でも御説明させてい

ただいたことがあると思いますが、放射能の関係

で規制があること、それから廃掃法の関係で、直

接関わりのない方が、むやみに移動することがで

きないなどの制限がございます。そういったこと

があって、過去はそういうことをやっていたので

すが、現在は取りやめているといったような状況

です。 

○吉岡茂委員 放射能のこと言われてしまうと、な

かなかこれはデリケートな部分なので強くは言え

ませんけれども、やはり何かしらそういう形でで

きれば、もっときっと協力してくださる。理解を

示してくださる人も増えるかもしれませんねと、

そんなやり取りがあったわけです。 

  最後の最後の手段で、どうしましょうかねと私

なりに考えたんですが、そこで、足立区議会には

幸いなことで写真部があります。そこの写真部長

も今日おいでの白石委員が部長をされておられま

すので、白石委員にお願いをし、写真部の役員の

皆様にも御相談申し上げ、期間の１日例えば片付

けとか設営のどちらでもいい。１日だけでも何日

もって言ってるのではないですよ。１日だけ８８

歳になるその米寿です。それで、自分自身のお祝

いのためにも、是非展覧会をやって１人でも多く

の方にこういうことをやっている。そして、多く

の公園でそういう場面ができたら、落ち葉アート

も広がるだろうと、こういうふうに言っているん

ですけれども、白石委員、後で御相談してもいい

でしょうか。いいですね。それは、後でしっかり

と内々の中で進めさせていただきます。 

  個人のいろいろとプロフィールも送られてきた

りしております。是非すばらしい足立区のために

も挨拶活動、朝の挨拶活動なんかやっていて、ど

れぐらいの人と挨拶を交わして、今まで交わして

きただとか、そういったことで、そういったこと

も含めて、こういった報道機関にも取り上げられ

ている方です。その辺について、私、お願いを今

回しているんですけれども、いかがでしょうか。 

○副区長 ちょっと調べさせていただいて、どうい

うことができるか検討させていただきます。 

○吉岡茂委員 鹿浜委員の作品ももう一度、日の目

を浴びさせてあげたいなと本当に思いますし、是

非前向きな形で御検討いただきたいなと思います。 

  やや時間オーバーしましたけども変わります。 

○長沢興祐委員長 岡田委員。 

○岡田将和委員 足立区議会自由民主党の岡田将和

でございます。 

  予算決算特別委員会でいいますと、１年半前の

２０２３年１０月の決算特別委員会ぶりでござい

ます。初めての予算特別委員会でございます。一

昨日は力が入り過ぎてしまいました。大変失礼い

たしました。また、大変デリケートな質疑で答え

にくい質疑に対して、真摯に御答弁いただきまし

た。副区長、部長、課長、誠にありがとうござい

ました。 

  こうして、区長をはじめ、部長級、課長級のリ

ーダーと約１００名の皆さんと一堂に会す機会は、

この予算特別委員会、決算特別委員会しかないわ

けでございます。そんな中で、ＹｏｕＴｕｂｅを

御覧になられた方から、あらかじめ質問通告して
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いるのですとか、どういう形になっているのとい

う質問ございました。この予算特別委員会は、フ

リーハンドでございます。特に事前に通告せずに、

キャッチボールをさせていただいているような会

議でございます。 

  あらかじめ事前に質問を通告する定例会、先月

行われた第１回定例会の本会議場の再質問の件な

んですけれども、事前通告した質問に対する答弁

と再質問の答弁が全く同じなら再質問する意味が

ないと思うのですが、質問の答弁と再質問の答弁

は一緒でなければ駄目なのでしょうか。再質問受

けられた部長の方いらっしゃいますでしょうか。 

○区議会事務局長 私からお答えさせていただきま

す。 

  通告をして答弁をするという流れでございます

ので、通告がない質問に対しては、お答えはしな

いということなので、答弁漏れならまたあれです

けれども、同じ質問されても同じ答えにならざる

を得ないということでございます。 

○長沢興祐委員長 岡田委員、款がずれないように

お願いします。 

○岡田将和委員 部長に聞きたかったのですが、ま

たこれは改めてやります。 

  ２０２５年は、千住宿開宿４００周年記念でご

ざいます。 

  予算のあらまし３８ページを御覧いただきます

と、サブタイトルに記念事業終了後も何度も訪れ

たくなるまちとあります。かねてより我が党の杉

本ゆう議員が御発言いただいておりますが、いよ

いよ足立区にも観光課を設置するタイミングに来

たのではないでしょうか。いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 観光のイベント運営につ

きましては、やはり自由度の高い協会の運営が有

効だというふうに考えております。企画について

は、シティプロモーション課ですとか産業振興課、

協議をしながら進めてまいりたいというふうに考

えております。 

○岡田将和委員 予算説明書１２４ページ、４番、

産業経済費、足立区観光交流協会助成事業７億２，

９００万円余、２年前の２０２３年の決算特別委

員会での我が党のかねだ正議員より、民間の活力

をよりいただきながら、官民連携して観光施策を

盛り上げていくために、観光交流協会の会長は、

民間の方にやっていただいた方がいいのではない

かと提案がございました。その後、進捗はいかが

でしょうか。 

○観光交流協会事務局長 かねだ議員の御意見のと

おり、ほかの観光交流協会会長は民間の方を登用

されているところもございます。一方で、足立区

観光交流協会の事業費につきましては、ほぼ区か

らの補助金をいただいておりまして、財政援助団

体としての運営、しっかりと管理いただくために

副区長を会長とさせていただいております。 

○岡田将和委員 特別区２３区の観光協会を確認い

たしました。会長や理事長が、区の職員を務める

協会は一つもありませんでした。全て民間の方が

代表理事なり理事長、会長を務められております。 

  今年１月１２日から１８日まで、姉妹都市提携

４０周年を記念して、オーストラリアベルモント

市からロバート市長をはじめとするベルモント使

節団の皆様がお見えになりました。 

  ベルモント市から来られた２６名の皆様をお迎

えしてのウエルカムパーティー、私も参加させて

いただきました。そしてお見送りするフェアエル

パーティー２回ございましたが、ともに、台東区

浅草ビューホテルで行われましたけれども、なぜ

足立区で行わなかったのでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 ウエルカムパーティーに

つきましては、参加者当初１００名を想定をして

おりました。またベルモント市の使節団の方々、
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浅草ビューホテルに宿泊をするということもござ

いましたし、並びに中には歩行が不自由な方もい

らしたため、施設の移動に配慮してビューホテル

の方を選定をさせていただきました。 

○岡田将和委員 先ほど、区の税金がかなり入って

いる観光交流協会を行っている事業ですので、や

はり足立区内事業者さんにとってプラスになるよ

うに考えていただけなかったのかなあと感じまし

た。民間の方の視点が少し足りないのではないか

なというふうに感じてしまいました。 

  そもそも観光協会とは、営利を目的する民間企

業と官の中間的な存在として、足立区の広域的な

観光事業を推進する目的で設立される団体とござ

います。民間の方に御協力をいただきながら、寄

附をたくさん頂いて、観光資源を発掘したり、ガ

イドツアーですとか、いろいろな事業をするべき

なのではないでしょうか。いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 観光交流協会、先ほど協

会の運営につきましては、理事、評議員さんは民

間の方登用させていただきましてお話を伺ってい

るところでございます。 

  岡田委員おっしゃるとおり、民間の活力を活用

しながら、イベントを盛り上げていくというとこ

ろでは、区民まつり、光の祭典等々について連絡

協議会ですとか、出店者の方々いろいろ御協力い

ただいて進めているところでございます。 

○岡田将和委員 区の事業でやる、観光課を設立し

てその中で、足立の花火ですとか、しょうぶまつ

りですとか、千本桜まつりというのはできないで

しょうか。 

○観光交流協会事務局長 繰り返しの答弁になりま

すけれども、やはり大きな土台イベントになりま

すと、イベント運営の中で柔軟に対応するところ

がございますので、区のいわゆる契約業務ですと

か、そういったスピード感のある契約、そういっ

たところには協会の運営がやはり有効かというふ

うに考えております。 

○岡田将和委員 柔軟に事務を取り扱うのが足立区

観光交流協会ということですね。 

  昨年の６月に行われた第２回定例会において、

私としぶや竜一副幹事長の方から、観光大使や親

善大使、観光フェローなどを採用して、区内外へ

ＰＲすることを提案しました。柔軟に御検討は進

んでいますでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 観光大使につきましては、

繰り返しの答弁になりましたけれども、やはり区

の顔として、一時的な評判だけではなくて、将来

にわたってふさわしい方かどうか慎重な見極めも

必要かと考えております。 

  一方で、区の出身のスポーツ選手など活躍した

際には、まずイベント等でスポットで出演してい

ただくなど、区のイメージアップを図る活用方法

を検討してまいりたいと考えております。 

○岡田将和委員 確かに区の顔として、リスクがあ

るのではないかということでしたが、足立区が行

っている全ての事業にリスクはあると思うんです

けれども、おとといの話も一つ、リスクの一つだ

と思いますし、そのリスクをいかに軽減して柔軟

に足立区観光交流協会という民間と官が一緒にな

った団体が検討するべきではないのでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 協会運営並びにそういっ

たところにつきましては、しっかりと柔軟に検討

してまいりたいと思いますし、岡田委員お発言の

観光大使等々につきましても、引き続き、どうい

ったことができるか検討してまいりたいと思いま

す。 

○副区長 まず区の顔の話ですけれども、観光交流

協会として選定する場合と、区として選定する場

合があると思うんですけれども、やっぱり区の顔

となりますと協会ではなくて、やっぱり区の顔と
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して選定を、もしするとすればですよ、になって

しまうのかなと思いますので、やっぱり区のイメ

ージを固定化しないような形で、今は考えており

ます。 

  それと観光課を設置して、行政としてやる場合

は、お金を使うのに、いろいろ予算措置とか議会

の議決とかそういうのは必要で、スピード感がど

うしても出ませんので、今は協会を通じてスピー

ド感のある出費しやすいような状況で行っており

ます。 

○岡田将和委員 今、足立区観光交流協会代表理事

を務めていらっしゃる工藤副区長から御答弁いた

だきました。ありがとうございます。 

  足立区と同じ一般財団法人である渋谷区観光協

会は、渋谷区観光交流協会として観光大使や観光

フェローをつくっております。足立区でつくるの

か、観光交流協会でつくるのか、よく御検討いた

だきたいと思います。 

  続いて、観光庁が行っている観光地域づくり法

人ＤＭＯ登録制度、これは、観光地域づくり法人

とは、地域の稼ぐ力を引き出すとともに、地域へ

の誇りと愛着を醸成する地域経営の姿勢に立った

観光地域づくりの司令塔として、多様な関係者と

協働しながら、明確なコンセプトに基づいた観光

地域づくりを実現するための戦略を策定する法人

とあります。 

  この登録ＤＭＯ、東京都２３区で唯一登録され

ているのが一般社団法人墨田区観光協会です。足

立区もＤＭＯ登録を目指してみるのはいかがでし

ょうか。 

○観光交流協会事務局長 岡田委員おっしゃるとお

りＤＭＯにつきましては、自治体と地域の宿泊施

設、また交通関係事業者ですとか、お土産など集

まる商業施設が連携した取組が必要となります。 

  足立区観光交流協会としてＤＭＯに申請するこ

とで、宿泊施設ですとか飲食店、そういったとこ

ろと、地域の観光資源の活用につながるチャンス

はあるというふうに考えております。 

  一方で、墨田区の方にもお話伺いましたけれど

も、それに伴う協会の運営負担ですとか、それか

ら地域のステークホルダーの方たちに御参画いた

だく調整の難しさが存在するというふうにお話伺

っております。メリット、デメリットいろいろ考

慮しまして、ＤＭＯの申請につきましては研究を

してまいりたいと考えております。 

○岡田将和委員 御検討のほどよろしくお願いした

いと思います。 

  趣旨としては、やはり足立区内の地域事業者の

大変な御苦労を耳にしております。やはり足立区

もそうですし、足立区観光交流協会が行っている

事業が地域経済にとってプラスになるように、地

域の稼ぐ力を向上できるような、このＤＭＯとい

う方向性は、足立区観光交流協会として取り入れ

た方がよろしいのではないかなと思って聞かせて

いただきました。 

  墨田区の観光協会は、会員数は、正会員と賛助

会員数を合わせて１，０７０会員でございます。

会費収入は６２０万円。足立区観光交流協会はい

かがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 足立区の観光交流協会の

会員につきましては、令和６年度１６０口御協賛

頂いておりまして、２４０万円余の収入となって

おります。 

○岡田将和委員 ２３区の観光交流協会を見て感じ

たことは、隣の葛飾区観光交流協会、クラウドフ

ァンディングを利用して、職員寮の部屋に国内外

のアーティストに描いていただいた部屋を外国人

向けにゲストハウスとして運営する柴又や、北区

観光交流協会は、エレファントカシマシと連携し

たＪＲ赤羽駅の離発着音、いろいろな取組を周り
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の区がやっております。 

  競争力として、足立区観光交流協会もしっかり

地域と連携して、稼ぐ力を身に付けていただくよ

うな方向性をお願いしたいというふうに私は考え

ております。 

  こちらは、先ほどからお話しさせていただいて

おります一般社団法人墨田区観光協会が上の円グ

ラフ、下のグラフが一般財団法人足立区観光交流

協会の円グラフでございます。 

  令和５年度、令和５年４月１日から令和６年３

月３１日の収入の構成比をグラフに表してみまし

た。足立区と墨田区は、人口ですとか予算規模も

違うと思います。 

  青色の部分御注目いただきたい。こちら事業収

入となっております。墨田区観光協会は４７％が

事業収入、足立区は１０％が事業収入、そして赤、

墨田区観光協会は２７％が墨田区の補助金収入、

足立区は８９％が足立区の補助金収入となってお

ります。上にある黄色い２３％は、墨田区から受

託金収入というふうになっております。 

  この比率を御覧いただいて分かるように、足立

区観光交流協会は９割も足立区の補助金が入って

おります。令和５年度は、足立区からの補助金は

３億９，３７３万円でございましたが、令和７年

度予算特別委員会で質疑させていただいておりま

す。７億２，９００万円余がここに当たるという

認識でよろしいでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 岡田委員御発言のとおり

でございます。 

○岡田将和委員 墨田区観光交流協会は、確かに東

京スカイツリーがあったり、浅草が近かったりし

ます。お土産品、墨田区ならではのお土産品を企

画開発して事業収入を増やしているように、グラ

フからは見てとれます。 

  やはり足立区ならではのお土産品というのが私

は少ないように感じます。足立区観光交流協会と

しても、この青い事業収入を増やして、足立区の

皆さんの大切な税金である、この赤い区からの補

助金を少なくしていくような努力が必要かと思い

ますがいかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 自主財源の収入につきま

しては、花火の入場料ですとか、昨年、上げさせ

ていただきまして努力しているところでございま

すけれども、またそういったところも含めまして、

今後検討してまいりたいと思います。 

○岡田将和委員 ７億２，９００万円が足立区観光

交流協会に補助されて、私も足立の花火大好きで

すし、綾瀬のしょうぶまつり大変楽しみにしてお

ります。 

  やはりＤＭＯ、先ほど申し上げましたけれども、

足立区内にある観光資源の磨き上げ、それを皆さ

んと力を合わせてやっていかなければならないと

思います。 

  足立区綾瀬には、東京武道館があります。足立

区内には、相撲部屋も三つあります。武道ツーリ

ズム、相撲部屋に朝稽古を見て、ちゃんこを食べ

させていただいたり、東京武道館、土日祝日には

たくさんの武道家が集まるすばらしい施設です。

平日の午前中ですとか、例えば、空き利用が少な

い時間帯に、観光客の方にお越しいただいて、日

本の侍スピリッツを体験できる、そういう武道ツ

ーリズムですとか。 

  フィルムコミッション２０２３年８月のエリア

デザインで伝えさせていただきました。ＹｏｕＴ

ｕｂｅこっから、どれだけうまくいかなくても、

天才じゃなくても、こっから始めようという強い

決意と情熱あふれる応援歌、これを撮影しに、ロ

ケ地を撮影しに全国から若い方が集まってきてい

ます。過去のことは仕方ありませんが、こっから

皆さんと足立区をよくしていきたいと思いますの
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で、引き続きよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○長沢興祐委員長 引き続き、公明党から質疑があ

ります。佐々木委員。 

○佐々木まさひこ委員 まだちょっと調子悪いです

ね。皆様こんにちは。公明党の佐々木まさひこで

ございます。 

  ３月１日土曜日に、こころの健康フェスティバ

ルに参加をいたしまして、そのまま公明党の控室

で、今回の予算特別委員会の準備をしておりまし

た。どうも体が熱くてだるいと、おかしいなと、

一応原稿のめどがついたので、家に帰って体温を

計りましたら３９度４分もありました。その日は、

そのままポカリスエット飲みながら寝て、発熱し

てすぐに検査をしても疑陰性になる可能性がある

ので、翌朝インフルエンザと、それからコロナの

同時に検査できるキット１個持っていましたので

検査をしましたら、いわゆるＣＯＶＩＤという欄

コロナという欄と、Ｆｌｕ、インフルエンザとい

う欄と二つあるんですけれども、ＣＯＶＩＤとい

う欄にくっきりと線が現れてておりまして、イン

フルエンザかなという淡い期待を持っていたんで

すけれども、よりによってコロナかと、この大事

なときにというふうに、非常にがっくりいたしま

した。 

  が、その時点で区議会事務局長に御連絡を差し

上げまして、５類だから出てきてもいいけれども、

誰からも文句言われないのは、発熱から５日間経

過してからですよということで、その御指示に従

いまして、初日、２日と欠席をさせていただきま

して大変申し訳ございませんでした。ただ、２日

間の議論の様子は全部確認をし、誰がどういう御

発言をしたのかは確認した上でやらせていただき

ますので、よろしくお願いします。 

  オンライン診療申し込んだら、診療は１５時半

過ぎということで、重症化リスクありとのことで、

抗ウイルス薬のモルヌピラビルというのを処方し

てもらったんですけれども、日曜日ということも

あって、受け取りできる薬局が千代田区に限られ

てしまいまして、家内はそのとき不在で、３９度

４分もありながら千代田区まで行くのは嫌だった

ものですから、翌朝取りに行くことにしていたん

ですけれども、朝の時点でもかなり熱は下がって

しまいました。やっぱり、ワクチンを打っている

と、比較的軽症で済むんだなということを実感し

た次第でございまして、結局、薬はもらいません

でした。 

  このモルヌピラビルという薬、保険が利いても

約３万円の自己負担のある非常に高い薬でござい

ます。そこで、国民健康保険特別会計に絡んでお

伺いをいたしますが、昨年からインフルエンザが

猛威を振るっておりますことは分かっております

けれども、区内の新型コロナ感染者の数の推移と

いうのはどうなっておりますでしょうか。 

○国民健康保険課長 ちょっと数の推移まで追い掛

けられないんですけれども、今お尋ねのありまし

た、国民健康保険における令和６年１２月分のコ

ロナに関する患者数と支出額をお答えしたいと存

じます。患者数については６，３３７人、医療費

につきましては約３億円という状況でございます。 

○佐々木まさひこ委員 厚生労働省が発表している

死亡診断書を用いたコロナの関連死亡数の分析、

これ令和５年度分はまだ５類移行期ですけれども、

死亡原因の一覧、直接死因とその原因に新型コロ

ナ感染症の記載のある人だけでも全国で２万１，

７２０人というふうにありました。これを見ると、

まだまだ高齢者や持病をお持ちの方には新型コロ

ナ、侮ることができない病気だというふうに感じ

ます。 

  今、新型コロナの感染者１２月分を調べていた
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だきました。インフルの方はいかがですか。 

○国民健康保険課長 同じく令和６年１２月分でご

ざいますけれども、インフルエンザの場合は患者

数は６，５５２人、医療費につきましては約２億

円という状況でございます。 

○佐々木まさひこ委員 １２月単月だけで、新型コ

ロナの感染者は６，３３７人。医療費としては約

３億円掛かっている。インフルエンザも同じぐら

いの人数で６，５５２人かかっていて、２億円の

医療費が掛かっております。 

  １２月の国民健康保険の医療費は全体で４３億

円。コロナはそのうちの７．１％、インフルエン

ザは４．６％を占めているということになります。

これにはあと高齢医療なんかもありますから、区

財政に占める影響というのはもっともっとあると

いういうことですよね。 

  インフルエンザは、ワクチン接種助成を今年度

も拡充をいたしますし、コロナのワクチン接種を

推進しなければならないというふうに思います。 

  また今回私は、調剤薬局でコロナとインフルの

同時検査キットを購入してあったわけですけれど

も、３９度４分もある中、外に出ないですみまし

たけれども、コロナのときには実施しましたけれ

ども、来年度も今年度も仮に同じような感染症の

流行の兆しが見えたときには、足立区薬剤師会で

の会員薬局で、検査キット購入補助なんかも、コ

ロナのときにありましたけれども、そういう補助

も実施すべきかなというふうには考えますが、民

生費ですので質問はいたしません。 

  私も発熱で３万円を超える支出は痛いなあとい

うふうに感じます。できれば高齢者とか、持病を

持っている方には償還払いでも結構ですので、多

少でも補助してあげるのはいかがでございましょ

うか。 

○国民健康保険課長 今、新型コロナにつきまして

は、５類になったということで、かつてありまし

た傷病手当金等もございません。いろいろな問題

が生じているということは機会があれば、東京都

を通じ国に申し上げたいと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 またインフルエンザの感染

拡大は、保育園、小・中学校で子どもが感染し、

家族内感染で流行が拡大するというケース、コロ

ナでも同じですけれども、多かったように思いま

す。学校におけるこのような感染症対策は、コロ

ナ５類以降、どのようになっているか教えていた

だけますでしょうか。 

○学務課長 インフルエンザにつきましては、令和

５年流行しましたが、最近落ち着いております。

ただ引き続き、手洗い、うがいなどの基本的な感

染対策を学校に周知しておりますので、これは継

続してまいりたいと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 いわゆる加湿とか、そうい

ったこと、あと空気清浄とかそういった対策とい

うのはしていないのでしょうか。 

○学務課長 手洗い、うがいに加えまして、今、窓

を開けたりというようなことも、空気の入替えな

どもやっていただいている学校もあるようです。 

○佐々木まさひこ委員 コロナのときには、加湿し

ていたりとか、してあったような気もしますけれ

どもね。大分そこら辺のところは、緩くなってし

まっているんだろうなというふうには思いますけ

れども、分かりました。 

  それでは、教育の款に移らせていただきます。 

  公明党から緊急要望もさせていただきました。

小・中学校の入学時に必要な制服代、教材費、修

学旅行費などの保護者負担の大幅な縮減に向けた

区独自の補助制度を早期に実現するための準備を

進めると、さきの本会議で御答弁がございました。

来年度からの実施に向けて、具体的な準備状況、

スケジュール等、分かる範囲でお答えいただけれ
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ばというふうに思います。教育長いかがでしょう

か。 

○教育長 現時点で、制服代ですとか、学用品です

とか、様々そういうふうに上げながら、学校間の

調整を進めておりまして、間もなくまとめられる

という状況でございますけれども、また改めて、

まとめた結果につきましては、議会に御説明をし

たいと思っておりますけれども、できる限りこの

第１回定例会中に提案できればというふうなこと

で、今努力しておりますので、何とぞよろしくお

願いいたします。 

○佐々木まさひこ委員 それで、この第１回定例会

で議会中に議案が通れば、新年度から実施できる

のか、できないのか分かりませんけれども、なる

べく早くまとめていただければというふうに思い

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

  次に、不登校対策について伺います。 

  不登校に対する実態調査分析委託に２，２６７

万４，０００円が計上されておりますけれども、

不登校の増加は、令和４年度で１６６人前年度比、

令和５年度で３２９人前年度比、令和６年度はど

ういう傾向になっておりますでしょうか。 

○教育相談課長 今現在の状況ですけれども、昨年

に比べて若干少なくなっているような傾向がござ

います。 

○佐々木まさひこ委員 昨年が多いですからね。昨

年が多いですから、若干というのであれば、ちょ

っとなという気はしますけれども。 

  この新規急増、本当に新たに不登校になられる

子どもが増えてきている原因、今これからケース

調査するわけですけれども、今の時点ではどのよ

うな原因を考えておられますか。 

○教育相談課長 要因ですけれども、小学校の場合

ですが、原因が明確でないということがとても多

くて、あとは学校に行く気力がない、あとは家庭

環境によるものなどが挙げられております。多様

化している状況ですので、単純に要因の区分を区

分けをすることは困難ではありますけれども、令

和７年度の実態調査で、その辺把握できたらよい

かと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 確かに報告にあるとおり、

不登校の低年齢化も大きく進んでいるように思い

ます。この調査は、どのように進めて成果をどの

ように分析していくのか、解決策などの提示なん

かも受けることができるのでしょうか。 

○教育相談課長 実際には、令和７年度に実施を考

えておりますけれども、速報値をもらった時点で、

あとは、その分析について学識経験者の御意見も

踏まえて、施策に反映させていきたいと考えてお

ります。 

○佐々木まさひこ委員 次に、学校教育充実事務で、

部活動指導の外部委託試行事業、いわゆる部活の

地域移行についてお伺いいたします。 

  令和７年度から８年度に掛けて、中学校１校で

部活動指導民間会社に外部委託するモデル事業を

実施して、教育教員の負担軽減と生徒の学校生活

の充実を図る、推進するということでございます

けれども、これはどこの中学校で、どのような部

活動、そして民間会社というのはどのような会社

で行っていく予定なのでしょうか。 

○教育指導課長 今、考えておりますのは、この後

文教委員会で御報告をさせていただきましてと思

っておりますが、新田地区の中学校で、今考えて

いるところでございます。 

  部活動につきましては、サッカー部を考えてお

ります。 

  入っていただく民間クラブにつきましては、今、

Ｊリーグを目指している、またＪリーグのＪＦＬ

もう１個下のカテゴリーのプロサッカーチームを、

今想定しているところでございます。 
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○佐々木まさひこ委員 プロサッカーリーグの、い

わゆる方々から教えてもらえるというのは、非常

に部活動やっている生徒たちにとってはいいのか

もしれませんけれども、ただこれ結構予算が結構

な金額なんですよね。７００万円近かったような

気がしますけれども、どうなのかなという。 

  ２０２０年の文科省の部活動改革ということで

提言がなされていますけれども、これも段階的な

地域移行を実施する方向性で国としても大きくか

じを切っています。 

  ただ地域移行の受皿となる適切な団体が、そう

簡単には見付からないことが最大のネックであろ

うことは容易に想像がつきますが、区は、今後も

これは民間の会社がメインとなって地域以降を進

めるという理解、今ちょっとモデルでやるだけで

すからあれですけれども、どんな方向性でしょう

か。 

○教育指導課長 方向性としましては、３５校全て

の部活動に、生徒が部活動の活動が恒常的また日

常的にしっかりと担保される、そのような地域移

行を進めていくことが第一義だと考えております。 

  それを進めていく上で、プロチームが、様々な

競技団体のプロチームがどれだけ参加していただ

けるか。またそのときに掛かってくるのが予算の

問題です。今回のモデル一つ取っても大変な金額、

税金を使わせていただきますので、その予算面も

考えながら、今後方向性を考えていかなければな

らないと思っています。 

  その際に、今、他区がやっていますような地域

総合型地域スポーツクラブだったり、地域の人材

などを活用した、そういった広いところも視野に

入れながらやっていかなければいけないなと思っ

ております。 

  繰り返しになりますが、一番大切にしていきた

いのは、足立区の中学生１万５，０００人の生徒

さんが、しっかりと自分の部活動の活動日、しっ

かりと活動できるような、そういう指導体制を整

えていきたいと思っております。 

○佐々木まさひこ委員 そうですね。子どもたちが、

本当に楽しく部活動ができ、子どもたちの活動が

大きく伸びていく。そういう形で進めていってい

ただければというふうに思いますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

  次に、小学校運営管理事務で、千寿常東小で水

泳指導事業の業務委託、これもモデル実施となっ

ていますけれども、これも全国的には数年に１回

程度プール事故が発生していますけれども、心血

管系の原因が多い印象ですが、学校現場では、プ

ール近辺にＡＥＤは持ってきているんですよね。 

○教育指導課長 現在は、どの学校もＡＥＤをプー

ルのそばに置いておくように指示してあります。 

○佐々木まさひこ委員 いずれにせよ、この事業も

業務委託することによって、教員の負担軽減と児

童の、生徒の安全性の向上に資する取組してほし

いと思いますが、それはモデルでやって、今後展

開をしていくという理解でよろしいのですか。 

○教育指導課長 展開というところにおきましては、

まだこれから検討が必要かなと思っております。

といいますのも、今回常東小学校でやらせていた

だきますのは、すぐそばに民間のプールがあると

いう、そこが一番大きなところでございますので、

これは６７校また１０２校に広げていくには、ハ

ードルが高いかなと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 分かりました。 

  では次に、ＰａｙＰａｙ商品券事業について伺

います。先ほど、吉岡委員からも非常に現場のお

声を聞いて質問がございましたけれども、私の方

からも質問をさせていただきたいと思います。 

  これは、本人確認必要ということで、運転免許

証、マイナンバーカードを事前確認とするとして
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いますが、これは基本的にはスマホで行うという

理解でよろしいですか。 

○産業振興課長 スマホで読み取り機能があるもの

につきましては、スマホでマイナンバーカード若

しくは免許証を読み込んでいただくというような

方法を取る予定でございます。 

○佐々木まさひこ委員 プレミアム率は２０％５，

０００円が６，０００円ですね。商店街振興組合

の商品券事業は、デジタルの場合は２５％に上げ

てはいますけれども、使えるお店が極端に少ない

という欠点というか、利用者にとっては不便さが

ありますし、発行総額がそもそも３億７，０００

万円と、ＰａｙＰａｙ商品券は４８億円というこ

とで大幅に違う。 

  先ほど、吉岡委員も力説されてましたけれども、

実施時期が、令和７年９月から１２月と令和８年

１月から３月と、年末商戦には使えないのはどう

なのかなというのが、このＰａｙＰａｙ商品券事

業、非常に危惧するところでは思います。 

  キャッシュレス還元事業のときには、大体年末

商戦でずっと使えてきましたので、これは多分、

区民にとっては使いづらいと言われる最大の要因

になるだろうというふうに思いますが、いかがな

んですかね。検討は、先ほどされるようなことを

おっしゃっておりましたけれども。 

○副区長 同様の意見をやっぱり商工会ですとか、

商業団体の方からいただいております。商連の方

とはダブらないようにというお話をしていますけ

れども、期限が１２月末ですので、もう１２月中

旬ぐらいには、ほぼ使い終わっているかなという

状況も実態も踏まえて、もう少し前倒しできるか

どうか、そこら辺調整させていただきたいと思い

ます。 

○佐々木まさひこ委員 では、どうぞよろしくお願

いします。 

  それから使用期限１月から３月、ちょっともし

１２月をまず早めに始めていただいたにせよ、３

万円まで買えます。３月の３１日で、デジタル商

品券の期限としては使えなくなってしまうという

理解でよろしいですか。 

○産業振興課長 日程ですけれども、３月１０日ま

でを予定してございます。 

○佐々木まさひこ委員 ３月１０日で使用期限。も

うかなり使いづらいですよね。そうしますと、私

もデジタル商品券買ったことありますけれども、

あの時点では、かなり昔ですけれども、使えると

ころが限られて、商店街の方ですよ。使いづらく

て、無理やりいろいろ買った、消費したという思

いがありますけれども、この使用期限についても

もうちょっと柔軟にしていただかないと使いづら

いと思うのですが、これを３月１０日にするのは、

多分、区の側の都合ですよね。違います。 

○産業経済部長 おっしゃるとおりでございます。

３月１０日までに商品券を使用いたしまして、そ

れのどれくらい使われたかという数値をもって、

年度末、年度内に精算処理的なことをしないとい

けませんので、それぐらいの期間がどうしても必

要だということで、それぐらいの期間に設定をし

ております。 

○佐々木まさひこ委員 それではあまりに利用者の

側に立っていない。紙はそうかもしれませんけれ

ども、デジタルですと、そういった利用の反映と

かというのはデジタル的に簡単に処理できると思

うんですけれども、そこらへんどうなんですか。 

○産業経済部長 その点どれくらい期間を短くでき

るのか、もう少し事業者の方と話を詰めていきた

いというふうに思います。 

○佐々木まさひこ委員 よろしく。区民の皆様が本

当に使いやすいように、是非、目配り、気配りし

ていただきたいというふうに思いますので、よろ
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しくお願いを申し上げます。 

  それから令和５年第４回定例会の一般質問で、

幾つか地域課題についてお伺いをいたしました。

神明二丁目から六木三丁目の延長７２０ｍの区間

について、幅員８ｍを１６ｍの拡幅する予定のい

わゆる都道補助２６１号線拡幅工事が行われてお

りますけれども、かなり買収工事も進んで９４％

土地収用、土地取得が済んでいるということでご

ざいましたけれども、特にあそこネックになって

いるのがビバホーム足立神明店前あたりでござい

ます。 

  匠橋方面から工事着手を早めて、ビバホーム足

立神明店前まで先に拡張して、その前の横断歩道

に信号機を早期に設置できるよう、東京都に要望

すべきというふうに質問し、東京都に要望してま

いりますとの御答弁でございましたけれども、そ

の結果は、どのような形になっておりますでしょ

うか。 

○事業調整担当課長 佐々木委員の方から御質問い

ただきまして、令和７年１月に、東京都の第六建

設事務所と打合せする場がございましたので、そ

の場において議会から要望があることをお伝えし

ました。 

  結果、匠橋付近の先行整備につきましては、神

明一丁目から葛西用水までの全体の施工計画に影

響することになるので、今後詳細を検討していく

というお話でございました。 

  また今、佐々木委員の方からお話ありましたと

おり、ビバホーム前の歩道の空間の整備、改善に

つきましては、都の方で事業用地の暫定的な工事

として、一部歩道空間を整備して段差解消もして

いくということで、北側区道含めて２ｍから３ｍ、

南側は２ｍから２．５ｍ暫定な形でございますけ

れども、歩行者が安全に通行できるようにしてい

くということで、工期令和７年２月から６月末を

予定した形で暫定的に広げるということを計画し

てございます。 

  信号機の設置につきましては、やはり警察の方

との協議が重要になりますので、一定区間の離れ

がないと、信号設置できないというのが警察の見

解でございますので、現状は難しいのではないか

という見通しをいただきました。 

○佐々木まさひこ委員 歩道空間の整備については、

私どもの方で東京都の方に都議会議員を通じて上

げて、具体的な工事が今進むようになっていると

ころでございますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

  時間がなくなってきました。北綾瀬駅前交通広

場、環七横断歩道前１３ｍから５ｍに短くなるこ

とで、非常に危険ではないかということで申し上

げました。実際に５ｍにして、誘導員を配置する

にせよ、本当に危険な状況が続くとしたら、変更

も検討しなければならないと思いますが、いかが

でございますか。 

○道路整備課長 佐々木委員御発言の状態は、今後

工事進みますと、おおむね４月下旬頃から状況生

じてきます。佐々木委員御発言の誘導員等の配置

で、安全確保に努めてまいりますが、その後、状

況を確認して課題が出るようであれば、何らかの

対応を、警察の方とも連携して課題の解決に努め

てまいりたいと思っております。 

  ありがとうございました。それでは小泉委員に

変わります。 

○長沢興祐委員長 小泉委員。 

○小泉ひろし委員 公明党の小泉ひろしです。引き

続きお願いします。私が終わりますとランチタイ

ムですので、よろしくお願い申し上げます。 

  ＩＣＴ教育について、まず最初に伺います。 

  文部科学省のＤＸリーディングプロジェクト、

足立区は令和６年度モデル校、小中５校選出して
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取り組んでまいりました。そして、公開授業とい

うか発表会を１１月から２月に掛けて今年度行い

ました。 

  全国から足立区内もそうですけれども、全国か

ら教員の方々が注目して発表来られたと思うので

すが、とにかく教員がＩＣＴに触れる機会を意図

的に提供するために、活用アイデアを広げていく

というか、足立区としての前進になったと思うの

ですが、公開授業もやりましたけれども、今まで

足立区が取り組んできた成果と、また課題につい

て伺いたいと思います。 

○教育政策課長 今年モデル校５校やっていただき

ました。成果報告会をやりましたが、各回１００

名程度又はそれ以上の大幅に超えるような参加も

ありまして、効果的な活用事例ですとか、校内の

取組の推進体制、区内外に大きく広げることがで

きたということが１点目です。 

  また５校のうち長くやっている２校については、

単なる活用から効果的な活用ということに段階進

んでいます。子どもたちを見ていますと、しっか

り自分で考える、考えたことをしっかりとタブレ

ットに言語化して書いていくということが徹底さ

れておりますし、また他者の考え方を参考にしな

がら、自分の考えを深めることができますので、

今までで言うとペンが止まるといったことがない

ような状態になっています。なので、学びの質が

高まっているという実感。 

  また３点目としましては、特に活用に課題のあ

りました中学校が今年２校モデルやっていただき

ましたけれども、校内で統一した考えで活用進め

た結果、２月の授業公開を行った六月中では、全

教科に公開してもらいました。かなり１年目で高

いハードルを越えたと思っておりまして、他の中

学校に火をつけていると、そのような成果を感じ

ています。 

  課題としましては、活用する場面を設定する必

要があると、小泉委員もおっしゃっておりました

けれども、やはりモデル校のようなきっかけがな

いと、特に中学校は受験を考慮した事業ですとか、

部活動があったりという隙間時間がない中で使う

きっかけがないので、このモデル校やったという

ことがきっかけづくりとして非常に大きかったと

思っております。 

  また、そういったことも含めまして、来年度中

学校６ブロックあるんですけれども、ブロック１

個以上、輪番制でモデルやってもらうということ

で考えています。 

  課題の二つ目としては、単なる活用ではなくて、

教科の目標だとか、資質能力の育成にどう近づけ

ていくか、また足立区は足立スタンダードという

授業の進め方の基盤がありますけれども、それと

ＩＣＴをどう融合図っていくか、このあたりが課

題というふうに捉えておりますし、来年度のモデ

ル校のミッションだと考えております。 

○小泉ひろし委員 予算等については、事前にちょ

っと問合せしたので、ちょっと今回はしっかりと

取り組んでいただきたいと思います。 

  私も、発表５校のうちに、実際最初から最後ま

で拝聴させていただきました。時間的に厳しかっ

たんですけれども、地元の興本扇学園と西新井小。

たまたまですけれども、生成ＡＩ活用指定校にも

なっている学校でございます。 

  我が党の今議会の代表質問で、大竹さよこ議員

もオンライン英会話のこととか、こういうことに

も触れておりましたけれども、それぞれ様々な使

い方しましたけれども、西新井小学校においては、

正しく英語の授業をやっておりまして、台湾の学

校との交流、どうやってこの足立区をＰＲするか

とか、そういうことを取り組んでおりました。 

  それで感じたことですけれども、活用方法は工
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夫次第だなと。先生にとっても、各児童・生徒の

理解状況の、また進捗状況も確認できるなと、い

いところは感じられました。 

  このあらましの４１ページには、このモデル校

拡大のため、先ほど答弁ありましたけれども、今

後１３校選出していくということですけれども、

目的としては、このＩＣＴを活用できる教員を育

成し、また先ほどもありましたけれども、子ども

の主体性ある授業を目指していくという、この辺

をしっかりと取り組んでいきたいということでよ

ろしいのでしょうか。 

○教育政策課長 その辺りしっかりと取り組んでい

きたいと考えております。 

○小泉ひろし委員 他者の考えを参考にしながら、

自分の考えを深めて、また広げて学ぶ、児童・生

徒主体の授業へ転換を目指すという部分では、公

開授業も見ていましたけれども、従来は、先生の

教えるというか、知識もお話しする時間がほとん

どというか長かったんですけれども。これからは、

それはある程度切り上げて、短くして、自分たち

で学び合ったり、調べたり、深く掘り下げていく

というような、ある意味で教育の仕方の転換点と

もなるんだなというふうに気がいたしました。 

  また予算のあらましにも書いてありましたが、

ＤＸアドバイザー２名配置するということですが、

役割の主な目的、役割はいかがでしょうか。簡明

にお願いします。 

○教育政策課長 ＩＣＴ支援は、教員を直接支援す

るものですが、このＤＸアドバイザーにつきまし

ては、校長がどうリーダーシップを発揮してＩＣ

Ｔ活用、旗を振っていくかということで、ＩＣＴ

を活用する学校の校長経験者を任用していきたい

と考えております。 

○小泉ひろし委員 よろしくお願いします。 

  時間も限られるので、次、産業関連にうつりま

す。 

  今議会の我が党の代表質問の中では、農地保全

のことを取り上げました。今回の予算書のあらま

しの６２ページにも、物価高騰等の社会情勢鑑み

ございますけれども、施設等設置機械設備等購入

費などの経営環境を支援する補助金申請、これが

ありますけれども、代表質問では、事業名が農業

生産者組織等育成事業費補助金ということでござ

いましたが、拡張事業の中で、この施設と物価高

騰対策の予算が、令和６年度当初予算が２，００

０万円だったものを、今回２，２００万円拡充し

て、当初予算４，４００万円となっているかと思

います。 

  この予算なんですけれども、私も地域には農業

者がいますので、いろいろなお話をさせていただ

くのですが、ある方は、プレハブの直売所を造っ

て農業を続けようと思っているんだということで

区に申請しましたと、こういう話もいただきまし

た。 

  いろいろな使い方があって、そういうエアコン

だとか、そういうことにも使えるとか、いろいろ

な方法があるかと思うので、ビニールハウスの関

係ですね。区も、その使い道については見直しを

図ったと思うのですが、一方で、いろいろなお話

をする中で、肥料だとか種、これが非常に値上が

りが大きい、こういうことで困っていると、こう

いうお話もいただきました。 

  ですから、既存の補助金制度については、施設

や機械設備が頭にくるというか、金額も大きいで

すから、そういうところに何か大きいもの補助金

使ってということだと思うのですが、こういう小

さなことかもしれないんですけれども、何という

か、より申請しやすいというか、支援しやすいよ

うな、対応できる簡単な取組を検討できないかと

思うのですが、いかがでしょうか。 
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○産業振興課長 上限額が２００万円ということで、

皆さん大きな設備投資に御利用いただいてござい

ますが、メニューの中には、現状でも肥料や資材

等も含まれてございます。ただやはり少額で小回

りが利くもので、現在の補助金が２年に１回しか

申請できないというところがございますので、毎

年できるようなものにできないかというようなこ

とを、農家さんの方たちからも御意見をいただい

てございます。今後、制度の内容について検討を

進めさせていただければと思っております。 

○小泉ひろし委員 使い勝手の違いかもしれません

が、本当にそういう物価高、資材高騰という部分

は、そういうところにも押し寄せている。本当に

農地を保全という部分でも、産業経済部とか産業

振興課の方では、区民農園の目標達成だとか、頑

張っていらっしゃるんだけれども、よろしくお願

いしたいと思います。 

  次に、一応土木関係で、まず西新井西口のまち

づくりの進捗について伺いたいのですが、やはり

私も、東武スカイツリーラインというと、もう西

新井駅を使っていますし、もう日常的に通るとこ

ろですし、やっぱり私の近隣の方が通勤通学使っ

ていますから聞かれるんですね。 

  なかなか難しいのは分かっていますが、西口の

交通広場も含めた再開発というのは、私議員のも

う２２年前になりましたけれども、最初から公約

ではないんですけれども、そこに掲げて取り組ん

でいかに時間も掛かるし、都市計画の変更だとか

経て大変だということは分かっているのですが、

やっぱり利用者からは聞かれます。 

  駅ビルは解体されたままで、駅前が寂しい状況

が続いております。本当に利用者から進捗に使わ

れることが多いわけで、やはり皆さんにとっても

関心事の一つで、駅周辺のまちづくりの進捗状況

と今後の展望について伺いたいと思います。 

○中部地区まちづくり担当課長 交通広場につきま

しては、現在事業中でございまして、事業協力者

の方に対しましては、個々の事情をお伺いしまし

て、御理解を得られるように粘り強く交渉を続け

ております。 

○小泉ひろし委員 西口については、南街区の市街

地再開発事業の任意の準備組合が立ち上がり、区

と協議していると伺いました。皆さんも、今光景

がだんだん変わってきて関心持っているんですけ

れども。再開発によって、どのような効果がある

と考えているんでしょうか。 

○中部地区まちづくり担当課長 事業を行うことに

よりまして、無接道家屋を含む木造密集の解消で

ありますとか、駅前の顔づくり、西新井地区の活

性化などまちづくりに貢献できる事業であると考

えております。 

○小泉ひろし委員 非常に時間も掛かることですけ

れども、地域の駅利用者のためにもそうですし、

区民のためにも頑張っていただきたいなというか、

粘り強く進めていただきたいなというふうに思い

ます。 

  ところで、西口の交通広場というのは、東武の

用地ですので、いろいろな意味で、ちょっと失礼

かもしれないですけれども、公平的な利用ができ

ないと。バス停についても東武バス以外は遠いと

ころになりますし、区としても直接、関わってい

けないのですが、この度予算の中に用地購入のと

ころが盛り込まれているかと思うんです。これは

長い交渉だとか、そういうものを経て、そういう

タイミングにやってきたのかなと思うんですね。 

  区のものになれば、交通安全対策だとか、いろ

いろな利用者のための施策としての、やりやすく

なるかと思うんですね。勝手にいじらないでよと

言われなくなってくるのではないかなと思う。そ

ういう意味では、チャンスを逃してはいけないな
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というふうに思うんです。またこれ、もっと先で

もいいのではないかという考え方もあるかと思う

のですが、これ値上がりとかしてしまうのではな

いですか。いかがですかね。 

○道路整備課長 西口交通広場事業認可取って以降、

毎年、土地の価格改定しておりますが、やはり

年々３％、４％ずつぐらい値上がりしてきている

のが現状です。 

○小泉ひろし委員 年々３％、４％ぐらい値上げし

ていくということ、いつかは、購入しなければい

けない。それからチャンスというのは、交渉事と

いうのは、時を逃したら嫌だよと言うかもしれな

い。そういう部分で、やっぱりトータル的に、し

っかりと判断していくべきだなという、私は思い

ます。 

  次に、先ほどちょっと、ＩＣＴの絡みで興本扇

学園のこと触れたのですが、今回の予算の中にも

興本小学校の改築に向けて、小学校の拡張用地の

取得について約２，７００平米だと思いますが、

予算が組まれております。一言で速やかに進めて

ほしいのですが、いかがでしょうか。 

○学校施設管理課長 １月の文教委員会でも御報告

させていただきましたとおり、こちらにつきまし

ては計上させていただく予算でお認めいただきま

したら、速やかに土地の購入の方を進めさせてい

ただきたいというふうに考えてございます。 

○小泉ひろし委員 またこれを改築に向けて、様々

な課題があると思うのですが、都営住宅の建て替

えによる創出用地と小学校の間にあるあまり利用

されていないというか４ｍの区道、この★★につ

いて、これやっぱり地域の皆様にも理解を得た上

で進んでいかなければいけないと思いますが、ど

のように進めていくのでしょうか。 

○学校施設管理課長 予定としましては、令和７年

度から８年度に掛けまして、開かれですとか、ほ

か地域の皆様に丁寧に御説明をして御理解いただ

きたいというふうに考えてございます。 

○小泉ひろし委員 よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  次に、道路関係なんですけれども、地域柄、も

うしょっちゅう苦情というか要望されるのが、や

はり工事を進めている都市計画道路補助１３６号

線ですとか、１３８号線絡みのことでございます。 

  最初に１３６号線の扇一丁目から本木一丁目間、

８４０ｍなのですが、昨年の４月１日付では、用

地取得率９８％という、たしか建設委員会からの

報告があったかと思うのですが、暫定開放されて

いるけれども、本当に交通安全上の課題が多くて、

公園維持課ですか、道路維持課の方に本当にいろ

いろな要望をしております。 

  子どもたちの通学路にもなっていることで、特

に本木北町付近から本木新道に出るあたりは、本

当にごく短い区間だけれども、もっと急いでくれ

と、安全確保してくれということは、もう頻繁に

言われるわけですけれども、この辺についての進

捗というか、なかなか東京都言ってくれないと思

うのですが、一言で今状況どうなのでしょうか。 

○事業調整担当課長 以前から小泉委員からも御指

摘のとおり危険な場所だとは認識しておりますの

で、看板等を設置しておりますけれども、用地の

取得率については、今年度末で完了する見込みが

見えてきたというお話を聞いております。 

○小泉ひろし委員 用地取得が、今年度終わったと

しても、いろいろ工事があるかと思うのですが、

引き続き、道路が開放されるまでは、安全対策非

常に重要ですので、区民からもたくさん苦情です

とか、対策をということで寄せられています。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  次に、都市計画道路１３８の都施行側の方、ま

ず確認したいと思います。興野一丁目から本木二
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丁目１００号線、本木新道から１００号線の間の

ことです。これは、東京都の優先整備路線になっ

ていますが、この進捗状況は見る限り、ずーんと

できているように見えるのですが、この辺は、い

かがでしょうか。 

○事業調整担当課長 こちらの事業取得率は、令和

６年４月１日現在で９９％ということで、最新の

用地取得率については、来年の６月ぐらいには新

たなものが発表されるというふうに聞いておりま

す。 

○小泉ひろし委員 西側については、次回、一言で

も触れようかと思いますが、この辺も、消防団の

分団本部の建設もいつできるんだというのは、消

防団の皆様から心配を受けていますし、道路工事

が整備が終わるまで待たないでというような、今

動きになっているかと思いますが、よろしくお願

いしたいと思うんですね。 

  この辺も、やはり都市計画道路が、特に足立区

の南西地域は、まだまだ時間掛かるわけですけれ

ども、区道と交差する部分については、本当に安

全対策、事前にある程度考えておかないと、本当

に交通安全の問題は、これからもたくさん来るか

と思いますので、本当は、区の方へ直接言ってよ

と言いたいんですけれども、一応受け止めていま

すので、よろしくお願い申し上げまして、終わり

ます。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 この際、審査の都合により暫時

休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

午後零時０２分休憩 

午後１時００分再開 

○長沢興祐委員長 休憩前に引き続き、委員会を再

開いたします。長谷川委員。 

○長谷川たかこ委員 よろしくお願いいたします。 

  それでは、不登校支援の拡充について質疑をさ

せていただきます。 

  足立区の不登校者数は、小中学生合わせて１，

５３２名となっております。これらの児童・生徒

に対する学習面でのサポートを手厚くすることが

必要です。足立区の家庭教師派遣は、欠席日数が

１２０日以上の子どもたちが対象です。必要な子

どもたちに支援が確実に行き届く施策として、欠

席日数は３０日以上にするなどし、欠席日数を下

げることを要望いたします。まず条件緩和を求め

ますが、区の見解を伺います。 

○教育相談課長 現在は、家庭学習支援事業につき

まして、欠席日数が１２０日以上という長期化し

ているお子さんを対象にしております。ただ、６

０日以上欠席してるお子さんですと、その後１２

０日以上になるケースが大変ございますので、来

年度令和７年度からは６０日以上ということを目

安に進めていきたいと考えております。 

○長谷川たかこ委員 ありがとうございます。是非、

そちらの方進めていただきたいと思います。 

  次に、家庭教師派遣を利用している保護者の皆

様から今回ヒアリングをしました。学校になじめ

ない子どもたちは、通塾も難しい状況です。保護

者より、今ある支援をより充実した制度にするた

め、利用回数を増やしてほしいと複数要望が出ま

した。以下不登校の保護者様からの御要望です。 

  現在、家庭教師派遣は週に１回の利用、つまり

月４回の利用が上限とされています。ただでさえ

学習の遅れがある子どもたちが月４回の利用では、

学習の遅れを取り戻すことはできませんし、そも

そも学習の定着も望めません。また現状の家庭教

師派遣のルールでは、保護者が在宅であることが

条件であり、通勤を伴う共働き世帯は利用できま

せん。家庭教師も自宅派遣だけでなく、対面が苦

手な児童・生徒のために、オンラインによる家庭

教師も導入していただきたいですと、家庭教師派
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遣を利用されている保護者たちから要望が出まし

た。 

  更に利用する際の状況についてお聞きしました。

委託先のスタッフと家庭教師お二人との面談が最

初にあり、委託先の会社からは週１回しか使えな

いオンラインの話は全くないそうです。ほかの保

護者からも同様のお話でした。保護者の皆様は、

令和４年度、令和５年度の家庭教師派遣を利用し

た保護者です。 

  昨日、執行機関よりお話を伺いました。 

  家庭教師派遣の委託先には、令和５年度では３，

３００万円、令和四、五年度、合計３，３００万

円、令和６年度では２，２００万円委託料が支払

われていました。令和７年では４，１００万円余

もの予算計上がされています。 

  契約内数は、内容は月８回分の授業で週に換算

すると、週２回受けられるようにしているそうで

す。更にはオンライン授業も可能である契約をし

ているとお聞きしました。この委託内容は、令和

４年度から変わりがないそうです。しかし、私が

ヒアリングをした複数の保護者からは、週に１回、

最大月４回しか授業は受けられないと、最初の面

談の時点で、家庭教師派遣会社当時のキズキから

言われており、オンライン授業が受けられること

など全く言われていないと御主張されています。 

  複数の保護者に詳細を更にお聞きしました。ス

クールソーシャルワーカーが自宅訪問してきたと

き、キズキの支援事業説明として、足立区げんき

先生御利用に係る同意書を持参され、説明資料に

アンダーラインを引きながら重要箇所を説明して

くれたそうです。その際、週１回にアンダーライ

ンを引き、週１回を前提として話が進んだそうで

す。 

  昨夜、保護者が再度この同意書を確認したとこ

ろ、同意書には米印があり、最大月８回実施する

ことができますと書いてありますが、説明では全

く触れられていなかったそうです。したがって保

護者は週１回しか選択の余地がないと思い込まれ

ていたそうです。その後、委託先のキズキの会社

スタッフが、初回訪問に来た際には、週１回の利

用が前提で話が進み、オンラインについては、資

料に記載がないように、全く説明もなかったそう

です。 

  そもそも、キズキ同意書の説明資料１ページの

場所の記載欄には、御自宅に講師が訪問し授業を

実施します。ただしやむを得ない事情がある場合、

区の公共施設を使用することができると書かれて

いるため、オンライン対応はないことが大前提と

なっています。 

  足立区が行っている家庭教師派遣は、委託先事

業者は、令和四、五年度はキズキで、令和６年度

はトライです。令和７年度については、入札はこ

れからと執行機関よりお聞きしております。まず、

今年度の委託先の会社トライの実施状況の把握が

必要です。 

  現在、区の執行機関が利用している保護者にア

ンケートを取っているとのことですが、週に２こ

まの月８こま、そしてオンラインを希望する御家

庭に確実になされているかの確認を行うことをま

ず求めます。区の見解を伺います。 

○教育相談課長 まず家庭教師派遣の実施状況につ

きましては、毎月、事業者の方から報告をいただ

いております。その中で、月８回実施されている

という生徒さんもいらっしゃいます。なので、ま

たオンラインにつきましては、コーディネーター

の説明のときに、利用者、家庭の事情などを聞き

ながら、利用者の希望を聞いて把握しているとこ

ろでございます。４回しか説明がなかったという

お話ですけれども、お子さんによってはいきなり

月８回できますよというお話をしてしまうと、引
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いてしまう場合もありますので、お子さんの状況

に応じながら、個別に対応しているような状況で

ございます。毎月、保護者の方と事業者とで要望

を聞く面談も行っておりますので、そこで御家庭

の要望も詳しく聞いていきたいと考えております。 

○長谷川たかこ委員 家庭教師派遣の支援事業では、

令和４年度は対象者２５名、令和５年度は５０名

でした。事業利用者数は多くありません。令和四、

五年度の利用者の保護者に大至急、過去の実施状

況の調査をすべきです。適切な事業が行われて否

かを大至急調査し、来年度の委託事業者が適切な

事業を行うようにしないといけません。過去の実

施状況の調査をすべきと強く要望いたします。教

育長の見解を伺います。 

○教育長 過去の利用状況については、先ほどちょ

っと所管にも確認しましたけれども、答弁申し上

げたとおり、利用回数については把握していると

いうことですので。ただ、その状況については、

またその資料をしっかり確認させていただいて、

実績についてはチェックしていきたいと思ってお

ります。 

○長谷川たかこ委員 足立区の調査結果で、もし適

切な事業が、委託先会社で令和四、五年度にされ

ていなくて、例えば足立区が委託した半分の事業

しか、もししていないのであれば、今後その足立

区の入札には一切この事業所を入れるべきではな

いと思います。またお金の返還請求をすべきだと

思います。 

  このことについては、個々に子どもにうんぬん

かんぬんと、鈴木教育相談課長から今お話ありま

したけれども、もともと回数を増やして、最初か

らやりたいんだと言っている保護者の皆さんが、

こういうふうに声を上げていることで、私以前か

ら文教委員会で、この家庭教師派遣は週１回しか

ないですよね。もっと週２回やるべきではないで

すか、もっと回数増やすべきではないですかとい

うお話をさせていただいて、鈴木教育相談課長は、

そうですねということで、週２回やっていますよ

なんて一切おっしゃっていないんですけれども、

直近の委員会でも。どうしてここでこういう話を

したときにそういう話になるのか、ちょっとつじ

つまが合わないんですけれども、教育長いかがで

しょうか。 

○教育長 すみません、ちょっとその過去の答弁に

関しては、改めて確認させていただきますけれど

も、すみません改めて確認させていただきますが、

契約の中身を確認する限りは、基本的には週１回

だけれども最大上限８回ということになっている

のは、そこは確認しました。間違いないので、そ

の範囲内で、個別の事情に応じて、事業を実施し

ているということであれば、契約書の通りかなと

いうふうには認識しておりますけれども、実際そ

れがどのような形で実際に行われているかは、実

績もちょっと確認させていただきたいと思います。 

○長谷川たかこ委員 これは文教委員会で、しっか

りと御報告いただきたいと思います。というのは、

もともとスクールソーシャルワーカーが自宅に来

て御説明マーカーペンで説明しました。その書面

を拝見させていただいております。それには週１

回のところしかマーカーしていないんですね。週

１回、月４回しか使えませんという話を、私に要

望されたお母様たちは、そう皆さん同じことをお

っしゃっているんですよ。 

  しかもそれは、キズキの委託先のときの話なん

ですが、今現在トライがどうなのか分かりません。

だけれどもキズキの段階で、たくさんやってくだ

さい、これでは定着できないんですよということ

をすごく以前から、何回も何回も畳みかけておっ

しゃっているお母様たちが何人もいる中での同じ

統一した見解なので、足立区としては、こういう
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形で契約していますや、区として、こういう形で

保護者の皆様におっしゃっていますよと言っても、

そこには現実そうではないという事実があるので

すが、それをしっかり調査していただきたいとい

うふうに申し上げておりまして、これを活用した

利用者の皆様、令和４年度は２５名、令和５年度

は５０名で、今回も今５０名の方々が行っている

ということで、すぐにヒアリングなどできると思

います。大至急していただきまして、御報告を文

教委員会でお願いしたいと思いますが、教育長い

かがでしょうか。 

○教育長 改めて確認をさせていただきます。です

ので、ちょっと利用者の方のヒアリングも含めて、

確認をした上で文教委員会に報告させていただき

たいと思います。 

  その契約の際の説明が、担当者によって違って

いる可能性もなくはないので、令和７年度以降で

これからの話になりますけれども、何を説明した

かということは、きちっと重要事項説明のような

形でサインをいただくとか、そういったことはち

ょっと今後のことは考えたいと思います。 

  過去のことは、調べた結果をまた文教委員会で

御報告をしたいと思います。 

○長谷川たかこ委員 教育長、いつまでに御報告い

ただけますでしょうか。 

○教育長 ２年分ですので、すぐにはちょっと難し

いかと思っております。最短で４月の文教委員会

だと思いますが、それ間に合わなければ６月の文

教委員会には報告したいと思います。 

○長谷川たかこ委員 だって、来年度も４，１００

万円もの予算計上ということで、私たち審議しな

くてはいけないんですね。それが適切に過去行わ

れていなかったとしたら、それは、とても重大案

件で、これはいかがなものかと。 

  本当に、もしきちんとされていなかったら、そ

の分返還請求して、その返還請求された部分の金

額を新たな支援事業とかに、私はもう付けたいと

いうそういう思いでもいるんですね。何かとても

一部の方は、月８回まで受けられている方がもし

いたとしたら、すごく不公平感のある支援事業に

なってしまっている。しかも、これが公的機関の

支援事業なわけですから、アンフェアであっては

いけないと思うんですね。区長これを聞いてどう

思われますでしょうか。 

○区長 長谷川委員のおっしゃることごもっともだ

と思います。まず考えなければならないことは、

令和７年度の本事業も執行が滞ってはいけません

ので、原則１回、最大８回という原則はどういう

ときが原則で、８回というのはどういうとき８回

できるのかというようなところに曖昧さがあって

はいけませんので、令和７年度の仕様書について

は、そうした曖昧さが排除できるような形で仕様

書は見直して、令和７年度については、きちっと、

当初から施行していきたいと思います。 

  それについては中身を精査させていただくとい

うことと、過去のこととちょっと切り分けさせて

いただいて、確かに過去に問題があれば、それな

りの区としても対処しなければいけないというこ

ともありますが、それによって令和７年度の家庭

教師派遣事業が速やかに執行できないというと、

また利用者の方にも御迷惑掛けますので、過去の

部分の分析と、また令和７年度の論理的なという

か不公平感のない、公平な執行について切り分け

て対処させていただきます。 

○長谷川たかこ委員 区長の方でしっかり目を光ら

せて対応していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  現在チャレンジ学級と家庭教師派遣の併用はで

きません。チャレンジ学級では、週２回が利用上

限となっています。理由は復学を目指しているか
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らです。 

  区としては学校へ戻ることがゴールとなってい

るようですが、学習に関しては学校へ行っていな

くても通っている子どもたちと同じように学ぶ権

利はあります。学校に復学することをゴールにす

るのではなく、まずは子どもたちの学びの機会の

確保をし、学びの機会を一番の優先順位に上げて

仕組みの構築を再考していただきたいと強く要望

いたします。家庭教師派遣とチャレンジ学級との

併用ができるよう、支援の枠を拡充できないでし

ょうか。見解を伺います。 

○教育相談課長 まずチャレンジ学級につきまして

は、外出できるお子さんを対象としています。家

庭学習支援事業につきましては、外出できないで

ずっと家に閉じ籠もっているお子さんを対象にし

ております。そのように、対象が異なっています

ので、併用はできないような状況になっておりま

す。 

  先ほど長谷川委員の方から、週２回のチャレン

ジ学級上限というお話がありましたが、実際は毎

日通うことも可能です。 

○長谷川たかこ委員 了解しました。支援の枠はい

ろいろメニューがあればあっただけいいと思いま

すので、一つの案として考えていただければと思

います。 

  不登校児童・生徒のための家庭学習支援として、

家庭教師派遣１００名枠が開設されますが、１，

５３２名に対する支援、そして行き渋りを起こし

ている子どもたちも含めた学習低下の子どもたち

に対する支援を早急に構築していかなければなり

ません。 

  昨年６月から不登校の中学生にリアルタイムの

双方向型オンライン授業エディオプちばという支

援事業を千葉県教育委員会が行っています。 

  昨年６月の開始から３か月で４００名以上もの

生徒が登録し、主要５教科の授業に１日平均１０

０名が参加をしているそうです。夏休みには、音

楽や美術、食育などの授業や高校説明会も開催さ

れています。授業を通じてコミュニケーション力

向上も図っており、各種教育支援センターやフリ

ースクールなどに通い、自分の教室で授業を受け

られない中学生を対象に、オンラインでの授業配

信を行っています。要件は３０日以上の欠席、又

は今年度連続して欠席をしており、現在も授業が

受けられていない生徒が対象です。 

  足立区においても、まずは千葉県教育委員会が

始めたリアルタイムの双方向型オンライン授業エ

ディオプちばという支援事業を視察し、文教委員

会で報告をし、よいものであれば区として導入を

視野に入れていただきたいと要望いたします。区

の見解を伺います。 

○教育相談課長 不登校のお子さんに対しまして、

授業をオンラインでというお話ですが、今までチ

ャレンジ学級、あすテップの方でオンライン授業

をやっておりましたが、実際に対面の方が分かり

やすいとか、あとは授業が難しい、放映されてい

る授業が難しいとか、今のところもう１回聞きた

かったんだというお話もあったことから、今年度

をもちましてチャレンジ学級、あすテップのオン

ライン配信事業は廃止するという方向で、文教委

員会で１月に御説明したとおりでございます。 

  なので今後、エディオプちばにつきましては、

どういった事業なのかというのは参考にさせてい

ただきますけれども、こちらの方で導入を視野に

入れてということは、今のところ考えておりませ

ん。 

○長谷川たかこ委員 例えば、小学校低学年におけ

る学習能力が低下している子どもたちへの家庭支

援は、ある意味、親の寄り添い支援がキーだと思

います。勉強がさほど難しくない小学校低学年に
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関しては、一番の教師は親だと私は思っておりま

す。 

  学力向上の取組の一つとして、カリキュラムが

しっかりと組まれた動画配信事業はとても有効で

す。我が家でも、親子で民間塾の動画配信授業を

受けており、子どもたちの学力アップにつながっ

ています。ただし、子どもに任せた受け身の授業

ではなく、小学生であれば、できるだけ親も寄り

添い、一緒に学ぶことで、子どもの学力は着実に

上がります。 

  小学生用に各単元のカリキュラムで動画配信事

業を行うのはいかがでしょうか。例えば、まずは

算数、国語だけでもよいので、民間企業に委託を

し、単元ごとの授業の動画配信を行い、各御家庭

で動画配信授業を受けることができる仕組みを、

是非とも構築していただきたいと思いますが、区

の見解を伺います。 

○教育相談課長 繰り返しの答弁となってしまって

申し訳ありませんが、授業については、なるべく

対面で、できれば個別指導が最も有効的だと考え

ております。足立区版の動画配信事業を作成する

つもりはありませんので。 

  ただ、お子さんたちが学びたいときに学べる環

境というのは整えていかなければいけないと考え

ておりますので、不登校児童・生徒からの要望が

あった場合には、授業をオンラインで受けられる

ように、引き続き学校に要望してまいります。 

○長谷川たかこ委員 足立区版ではなくてもいいん

ですよね。民間でやっている動画配信、学力定着

動画配信があるんですけれども、すごくよくでき

ているんです。各単元ごとに、面白く興味を引き

出すような内容で、そういうものを、子ども１人

だけに受けさせるのでは全く学力定着にはつなが

らないので、そこは親の協力が必要になってくる

んですけれども、親御さんにも一緒になって寄り

添ってもらって、一緒に動画を見てもらう、一緒

になって問題を解きながら採点をしてあげる、そ

ういう一連のことをすることで、子どもの学力は

物すごくアップするんです。 

  そういうのを是非、私は、子どもを４人育てて

いて４人ともそういうふうにやってきて、本当に

学力の定着につながっているので、成功体験があ

るので是非やっていただきたいなと思いますが、

そういう観点からいかがでしょうか。 

○教育指導部長 今、いろいろな御提案をいただき

ました。まずは、学力向上というところよりも、

学習意欲を少しずつ上げていくというところが、

最初にやるべきことかなというふうに思っていま

す。そういう面では、今あるサービスを十分に活

用していただくことを考えたいというふうに思っ

ております。 

○長谷川たかこ委員 教育指導部長もそういうふう

に答弁していただいたので、正に今ある既存のも

のを活用しながら、あと親が、どれだけそれをき

ちんと理解し、把握しながら、子どもと一緒に伴

走できるかというところもキーだと思っています。 

  学力を上げるということだけではなく、私が今

言っているのは、一緒に親も寄り添ってあげると、

子どものやる気にもつながっていくので、是非親

も一緒に伴走して、子どもの成長見守り、学力を

身守るというような、働きかけ促しというのを区

として是非やっていただきたいと思いますがいか

がでしょうか。 

○教育指導部長 それが理想だというふうには思い

ますけれども、なかなか御家庭の事情でそれがか

なわないような御家庭もいるようでございます。 

  保護者の連絡会を始めておりますので、そうい

ったところからも声を聞いてまいりたいと考えて

おります。 

○長谷川たかこ委員 多分親に心の余裕がないと、
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なかなかそこまでできないのかなというのは、私

も親として感じるところなんですけれども、でき

ることをどんどん区として発信をしていけば、多

分そこに共感してくれる、心に響く親御さんたち

はたくさんいらっしゃると思うので、少しずつ浸

透させるような形で、親の伴走を付けた子どもの

学力だったり、見守り、不登校から不登校いかに

見守っていくのかというところの仕組みを是非つ

くっていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

  次に、多様化、複雑化する教育課題への対応と

新たな学びに向けた取組について政策提案をいた

します。 

  全ての子どもたちへのよりよい教育の実現に向

け、学校における働き方改革と、多様化、複雑化

する教育課題への対応と新たな学びに向けた取組

を行うことが喫緊の課題です。 

  発達障がい特性のある子どもに対する支援事業

の拡充について提案をしていきます。 

  現在、通級による指導を受ける児童・生徒数は

増加しており、小・中学校においては全国的には

１５万４，０００人、高等学校については約１，

７００人が受けています。このうち、学習障がい、

注意欠陥多動性障がい、自閉症が６割を占めてい

ます。 

  そして、高等学校における通級による指導につ

いては、平成３０年度より制度化してから７年が

たとうとしています。今後、通級による指導を受

ける児童・生徒数は更に増加すると考えられ、新

たな通級指導室の設置や通級による指導体制の整

備や実施形態の検討も必要となってきます。教員

一人一人が特別支援教育に関する理解を深めて、

特別支援教育を担う教育の育成を図ることが重要

です。 

  足立区では、東京２３区の中でも、いち早く全

校通級となるよう全小・中学校に配置されました。

通級に関しては、原則的に自校通級巡回児童を文

科省として促していますが、他校通級を妨げるも

のではないと見解を示されました。通い慣れた環

境で、児童・生徒が授業を受けることが望ましい

そうですが、同じ学校に通っている友達に知られ

たくない児童も多いため、強制はしていないそう

です。また学校間によって支援に差があり、これ

らの事情で他校に通うことを決断される御家庭も

あるとお聞きしています。 

  足立区においては、公立に通う子どもたちには

全小・中学校に通級が設置されており、公立に通

う全児童・生徒のみが対象です。国立、私立に通

う児童・生徒はその対象外となっています。 

  文科省では、通級に関しては、受入先の学校の

判断で、他校の生徒でも実施可能との見解を示し

ており、国立、私立に通う児童が、公立の通級を

利用することを法令上で禁止しているわけではあ

りません。 

  今回調査をしたところ、公立小・中学校が受け

入れると判断すれば、国立、私立に通う児童が他

校通級を受けることは法令上可能であると、文科

省より御見解をいただきました。国立、私立に籍

を置く子どもたちの中にも、入学後に特性ゆえに

生きづらさを抱えている子どもたちがたくさんい

ます。学校の方では、支援対応が不可で退学にな

る子どもたちが後を絶ちません。 

  文科省の見解によると、特別支援教育就学奨励

費として、他校通級に関わる交通費などに関する

支援を国事業として実施しており、当該事業国立、

私立に通う児童が受けることは可能であると文科

省より回答をいただきました。 

  残りあと３０秒になってしまいましたので、こ

れは最後の週に、また質問提案をさせていただき

たいと思います。どうも本日ありがとうございま



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ３６  

 

した。 

○長沢興祐委員長 次に、都民ファーストから質疑

があります。川村委員。 

○川村みこと委員 こんにちは、川村みことです。

よろしくお願いいたします。 

  まず初めに伺いたいのが、公園についてのお話

です。 

  この写真を御覧いただきたいというふうに思い

ます。これは、東谷中公園の写真でございます。

通称タコ公園として地域の方々に親しまれており

ます。区内各地にタコ公園たくさんありまして、

それは足立区のシンボルの一つでもあると思うん

ですけれども、残念なことに東谷中公園の、この

タコは、もう長いこと黒いままの状態となってお

ります。公園の遊具の点検、塗装の塗り直し等は

どのようなペースで行われているのか教えてくだ

さい。 

○西部道路公園維持課長 遊具の安全点検に関しま

しては、業者に委託をしまして年間１回行ってお

ります。 

  そのほかに日常点検として、委託業者に通常お

おむね１か月に１回程度、全ての公園を回って遊

具を点検しております。ただ、その汚れているこ

とにつきましては、大変申し訳ございません。現

場確認の上、対応していきたいと思います。 

○川村みこと委員 私、事前に伺いましたところ、

点検をして、基本的な塗り直しの基準は、やはり

剥がれていて、それでささくれで子どもたちがけ

がしたりしないかどうかが、塗り直しの基準にな

っているので、この場合は確認をしていても、き

っと対象にはならないだろうというふうに事前に

お伺いをいたしました。 

  公園を管理してくださっている所管の皆さんか

らすると、人にけがが及ばないようにするという

のを第一にやっていただいていて、それは当然の

基準であるかなというふうに思います。日々公園

の安全を守っていただいていることについては、

感謝を申し上げたいと思います。 

  一方で、皆様御存じのとおり、区では「美しい

まち」は「安全なまち」を合い言葉に、ビューテ

ィフル・ウィンドウズなども推進しております。 

  この意義をちょっと改めて確認しておきますと、

アメリカのニューヨーク市で、軽微な犯罪を取り

締まることで凶悪犯罪を抑止し、治安を回復させ

たというものだと思います。これを参考に、美し

いまちを印象づけることで犯罪を抑止しようとい

うふうな区の独自の運動が、ビューティフル・ウ

ィンドウズ運動だということは皆様御存じのとお

りです。 

  これは、各イベントへの周知などから区民の皆

様に浸透しているというふうに思うんですけれど

も、事前に生活環境保全課などにも話をお伺いし

ましたところ、公園の落書きも減りつつあるもの

の、まだ一定数あるということで、これは、どの

ようにして、もっと減らしていくかというときこ

とを考えたときに、やはり暗いイメージがあるか

ら落書きが生じる、落書きがあるから治安が悪い

ように感じると、それが犯罪につながってしまう

のではないかと、正にそれはビューティフル・ウ

ィンドウズの始まりと同じなのではないかなとい

うふうに思ったわけです。 

  長くなりましたが、何が申し上げたいかという

と、公園についても、美しい公園は、安全な公園

ではないんですけれども、公園の遊具の塗装につ

いて、安全がクリアできているか、そうでないか

という、現在の基準だけでなく、ビューティフ

ル・ウィンドウズの視点ですとか、美しい公園か

ら更なる地域の安全、治安向上、それから景観の

観点も、様々な観点から公園の遊具の塗装の基準

をもう１段階アップさせてはどうかと思うのです
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が見解を教えてください。 

○道路公園整備室長 川村委員の今のお話を伺って、

点検等が怠っていたなということで、大変反省を

しております。それだけ汚れていれば、当然のよ

うに塗装ということで、計画的にやっていかなけ

ればいけないところだと思います。 

  更に塗装に関しては、トイレに絵を描くとか、

そういうことも進めておりますので、今回、事例

がありましたので、大至急点検に入って、見直し

の計画を立てていきたいというふうに考えており

ます。 

○川村みこと委員 ありがとうございます。今、道

路公園整備室長、正におっしゃっていただきまし

たけれども、先ほど例に挙げた東谷中公園は、実

はつい先日、トイレの塗装も塗り変わったばかり

なんです。タコの絵が描かれていて、かわいくて、

すごく親しみやすいものになっています。明るい

雰囲気になってよかったなというふうに、私も思

っているんですけれども、タコは黒いままだった

ということで、所管に問い合わせても、これは安

全基準上は大丈夫だからというお話でしたので、

ここで質問させていただいたわけです。 

  今、心強いお言葉いただきましたので、是非お

金も掛かることですので、私も全部が全部汚れた

らすぐ塗り替えというふうには思っておりません。

まちのシンボルにタコ公園もなっているかと思い

ますけれども、このシンボルのような遊具でした

りとか、利用者が多い公園を優先するなど、是非

今後工夫をいただきたいと思っておりますので、

何とぞよろしくお願いいたします。 

  では続いて、足立の花火について伺います。 

  本年の足立の花火は、５月になることと決まり

ました。区民の方の御意見を伺っておりますと、

暑さ対策は重要だからいい判断だという声や、夏

は、各地で花火大会も続きますので、あえて別の

時期に見ることができるのはいいという声など、

好意的な意見が多かったように思っております。

私も、５月開催となる足立の花火をとても楽しみ

にしております。 

  さて質問に入りますが、有料席の方々には、こ

のような使い捨てのライトが配布されているかと

思います。これはどのような経緯で、いつ頃から

配布されたのか改めて確認させてください。 

○観光交流協会事務局長 川村委員が今お見せいた

だいたサイリウムにつきましては、平成２８年に

観客参加型を足立区の花火の特徴とするというこ

とで始まったものでございます。当日、お客さん

に配布したライト、また光るものを持参していた

だいて、携帯電話ですとか、そういったものを花

火打ち上げていただいた花火師さんに感動を伝え

ようということで振っていただいているものでご

ざいます。 

○川村みこと委員 無料席の方には、スマートフォ

ンのライトを、今観光交流協会事務局長おっしゃ

っていただいたように、使っていただくように呼

び掛けていて、無料席との差別化、特別感という

意味では、とてもこれよい取組であるなというふ

うに思っております。 

  一方で、区ではイベントの際にリユース食器を

最近導入するなどしています。各イベントにおい

ても、そのほかにもＳＤＧｓ推進に積極的に取り

組んでいることだと思いますが、このライト残念

ながら使い捨てとなっており、時代に合わないよ

うに、私は感じております。また環境の点では、

もちろんなんですけれども、有料席の方の記念品

という意味で、使い捨てというのは少し寂しく感

じております。この点について区のお考えはいか

がでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 現在使用しているライト

につきましては、コンサート会場のようなライブ
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感、一体感が感じてもらうために採用しておりま

す。またＡＤＡＣＨＩ ＦＩＲＥＷＯＲＫＥと文

字を入れさせていただきまして、お持ち帰りをい

ただきたいという形で、お使いいただいておりま

す。楽しい思い出持ち帰っていただけると考えて

おりますけれども、川村委員おっしゃるとおり、

環境面から見直しも必要かと思います。 

○川村みこと委員 この質問をするにあたって、ど

のようなものがいいかなと、環境の面で考えると

いいかなあというふうに考えておりましたときに、

自宅にあったこのライトが目に入ったわけです。

このライト、実は警視庁によってつくられた犯罪

被害による心の悩み相談、犯罪被害者ホットライ

ンの周知のためのグッズなんですけれども、イベ

ントの際に頂きました。 

  これライトになっていて、これ光るわけなんで

すね。マグネットが入っていて冷蔵庫などにも貼

っておくことができるので、非常時も使えるよう

になっております。そして、もう当然ながら啓発

のメッセージも入っております。一石二鳥なグッ

ズとなっております。ちなみに頂いてから２年ほ

どたつ記憶なんですけれども、現在もライトは切

れておりません。 

  これは一例ではありますけれども、すぐに使い

捨てするものではなく、例えば非常時など別のと

きにも使えて、更に少しおしゃれなデザインにす

ることで、非常時も手に取りやすい冷蔵庫などに

も貼っておいても違和感がなく、かつ記念品にも

なるような持続可能なものに、これ今後変更を御

検討いただきたいと思いますが、改めて確認させ

てください。 

○観光交流協会事務局長 携帯電話ですとか、今現

在使用しているライト、対岸からも大変視認しや

すいということで採用させていただいております

けれども。配られた方にとって、記念品として必

要かどうか、楽しんでいただけるかどうかという

点ですとか、環境への配慮、また費用対効果など

も踏まえて、光るものを配布せずに携帯電話を使

っていただくというようなことも含めて検討して

まいりたいと思います。 

○川村みこと委員 分かりました。是非よろしくお

願いします。 

  さて次の話題に入りたいと思います。 

  東武スカイツリーラインから千代田線へ乗り換

えようと北千住駅の構内を歩いておりましたら、

足立区観光交流協会と書かれている、こちらの奥

の細道の顔はめパネルを見付けました。このパネ

ルの設置の経緯ですとか、いつ頃から置かれてい

るのかなど、確認させてください。 

○観光交流協会事務局長 そちらのパネルにつきま

しては、平成２１年に芭蕉が奥の細道旅立って３

２０年という記念の年がございました。それをき

っかけに、学びピア１階のエントランスに設置さ

れたものと記憶をしております。また、平成２９

年７月に、学びピアに保管されていたパネルを修

繕して、東武鉄道さん御協力の下、駅構内に移設

をしたものでございます。 

○川村みこと委員 ありがとうございます。かなり

歴史があることが分かりました。 

  実は、この質問するにあたって事前に確認させ

ていただいたところ、職員の皆さんが、こんなパ

ネルあったっけ、異動によって入れ替わってしま

って、どうなんだっけということで、皆さんから

も存在が薄れてしまっているようでした。 

  実際、これはどこに置かれているかというと、

こんな感じで駅の端っこに置かれておりまして、

しかもエスカレーターのすぐ脇ですので、なかな

かここで写真を撮ってる人は、今はいないのでは

ないかなというふうに感じで、もったいないなと

思いました。 
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  いよいよ、千住宿４００周年ということになり

ます。せっかくの機会ですので、使えるものは何

でも使って、区のＰＲにつなげていただきたいと

思っております。 

  まずこのパネル、効果的な場所に移設をいただ

きたいというところと、移設したとしても、この

パネル単体で置かれていては、使ってくれる人が

劇的に増えるようには思いませんので、更なる工

夫も必要であると考えています。 

  ４００周年に当たり、いわゆる映えしそうで、

若い世代の方にも撮影していただいて、ＳＮＳ等

で拡散いただけるような魅力的なパネルを横にも

並べて設置して、この奥の細道パネルと共に、活

用していって、千住をもっと広げていくというよ

うなことについてはいかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 パネルにつきましては、

川村委員から御連絡をいただきまして、東武鉄道

さんにも若干の確認をさせていただきました。大

変協力的でございますので、まずは駅構内でより

目立つ場所、そういった場所に移設を検討してま

いりたいと思います。 

  パネルにこだわらず、千住宿４００年、新しい

パネルをということも御発言ございましたけれど

も、千住宿４００年のイベントポスターの掲示で

すとか、そういったところも併せて効果的なＰＲ

方法を検討してまいりたいと思います。 

○川村みこと委員 分かりました。これだけ設置し

ているというのも、またもったいないような気が

しますので、例えば横にラックを設置して、千住

宿４００周年のチラシも一緒に置いてもらうなど、

より効果を高めていただきたいと思っております

ので、この点については、よろしくお願いいたし

ます。 

  続いて、光の祭典について伺いたいと思います。 

  私も何日間か伺いましたが、どの日も多くの方

でにぎわっておりました。特に、今年度から導入

されたバイキングは、子どもたちに大人気で常に

列ができている状態でした。 

  さて友好都市の物が当たる企画というのがあっ

たと思うんですけれども、これかなり早い段階で

終了したように思います。いつ頃終わったか確認

させてください。 

○報道広報課長 川村委員おっしゃっているのが、

１１月の３０日と１２月の１日に実施をした、報

道広報課で使用したＬＩＮＥのクイズラリーかと

思います。景品の終了をもって１日目は大体１７

時ぐらい、２日目は１８時半ぐらいに終了した状

況でございます。 

○川村みこと委員 これ、ライトアップがこれから

というときに終了してしまったというのは残念だ

という声が会場でも聞かれておりました。もう少

し景品を増やすなど様々工夫いただきたいと思う

んですけれども、この点はいかがでしょうか。 

○報道広報課長 景品につきましては、友好都市で

すとか、地域の事業所に、協賛で無料で頂いてい

るもので、現状も、確実５００ずつ準備をしてい

るので、なかなかちょっと増やすのは難しい状況

でございます。 

  ですので、景品終了をもって、他の点灯の時間

を待たず終了することもあるということについて、

まずは事前の周知が足りなかったなというふうに

考えておりますので、今後そういった対応も検討

してまいります。 

○川村みこと委員 分かりました。よろしくお願い

します。 

  そして、昨年の予算特別委員会にて提案させて

いただきました光の祭典でのガチャガチャ企画、

これ復活がかないまして、大変ありがたく感じて

おります。この場をお借りして職員の皆様には感

謝申し上げたいと思います。 



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ４０  

 

  職員の方々から、この企画に参加された方への

インタビューをされていたかと思いますので、そ

の反応を是非教えていただきたいのと、大変行列

ができていて、もう私からちょっと子どもたちも

楽しそうだなというふうに感じましたので、是非

来年度も継続いただきたいと思うんですけれども、

この点いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 ガチャガチャにつきまし

ては、ガチャガチャを目的にきたわけではないん

ですけれども、楽しそうなイベントでガチャガチ

ャができるというところに興味を持って参加しま

したと、それから、毎年来ているんですけれども、

こういった新しい企画やっていただけるのは、す

ごく楽しめたということで、ガチャガチャとプラ

スアルファイベント企画があったことで人気が出

たというふうに分析をしております。 

  毎年新しい企画、考えております。昨年のコン

セプト、子どもが楽しめる区内事業者のお菓子Ｐ

Ｒということで、ガチャガチャを実施をさせてい

ただいておりますけれども、次回以降も子どもが

楽しめる区内事業者のＰＲになるといった、そう

いったコンセプトで新しい企画を考えてまいりま

す。その中で、新企画の一つの選択肢として、ま

たガチャガチャも検討してまいりたいと思います。 

○川村みこと委員 分かりました。是非皆さんも楽

しめる企画を、よろしくお願いしたいと思ってお

ります。 

  さて次の話題に入りたいと思います。 

  現在区では、様々な手続のオンライン化を進め

ていただいており、大変ありがたく感じておりま

す。そんな中で、更にオンライン化を進めていか

なければならないのは、子ども子育ての分野の手

続だと思います。 

  子育て中の方は時間がなくて、かつスマートフ

ォンの操作ができないという人も非常に少ないの

で、やはりオンライン化は効果的であると感じて

おります。 

  今回は、実際に区民の方に声をいただいたもの

について一つを取り上げたいと思います。 

  小・中学校の選択に係る手続についてです。 

  最初に学校を選択する際は、オンラインでの申

請が可能となっております。その後の応募状況の

中間集計後に一度のみ可能となっている変更手続

については、申請期間が１週間と大変短いのにも

かかわらず、申請は窓口のみ、当然開庁時間に行

かなければならず、働く保護者の方々は、結果を

見て急遽休暇を取得するなど対応が必要な状況で

す。この申請は、今年度何件あったかまず教えて

ください。 

○学務課長 令和６年度の希望校の変更の手続です

けれども、小中合わせて１４２の方がいらっしゃ

っています。 

○川村みこと委員 １４２件ということで、１週間

ちょっとしかないのに、かなり多くの方に変更い

ただいているのかなというふうに思います。この

点について、まずはオンライン化できないでしょ

うか、教えてください。 

○学務課長 この希望校変更につきましては、オン

ライン化は検討の余地はあるというふうに考えて

おりますので、今後関係部署とも連携して検討し

てまいりたいと考えております。 

○川村みこと委員 前向きな答弁いただきましたの

で、是非よろしくお願いいたします。 

  また、その後の指定校の変更について、１月下

旬から３月頭の１か月半ほどの間受け付けている

かと思いますが、こちらも現在は窓口のみとなっ

ております。こちらの申請は、昨年度どのぐらい

ありましたでしょうか。 

○学務課長 令和５年の指定校変更につきましては

２２４件ございました。 
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○川村みこと委員 こちらもかなりの件数があると

いうことだと思います。こちらの手続は、学校の

空き状況をその場で確認して、先着順で受付して

いるという点で、先ほどと違って、課題はあるの

だと思いますが、この点についても、今後の保護

者の負担の軽減を検討いただきたいのですがいか

がでしょうか。 

○学務課長 この指定校変更につきましては、凍結

校ですとか、いろいろと動きが激しいものですか

ら、今すぐというわけにはいきませんけれども、

いろいろな方法を検討しながら、ちょっと研究し

てまいりたいと考えております。 

○川村みこと委員 分かりました。是非よろしくお

願いいたします。 

  次に、二十歳の集いについて幾つか伺います。 

  東京武道館前に横長の大きな看板が設置されて

おりましたが、横長でかつ大き過ぎるためなかな

か写真に収まらず、記念写真に苦戦している方々

の様子が見受けられました。また一つしかないの

で看板の前が大変混雑していました。 

  東京武道館へ続く綾瀬駅東口周辺の通路も先日

整備が完了して、全面開放となったかと思います。

来年は、写真が撮りやすい大きさのパネルを幾つ

か分散して設置してはどうかと思いますが、いか

がでしょうか。 

○青少年課長 一生に一度の式典でございますし、

滞留対策考えながら、フォトスポットの設置など、

今年の実行委員からも、そういった御要望があり

ましたので、検討していきたいと考えております。 

○川村みこと委員 分かりました。最近委員会など

でも若者に情報を届けることが難しいというよう

な話がよく出ているかと思います。二十歳の集い、

若い世代の皆さんが写真をたくさん撮ってくれて、

ＳＮＳで拡散してくれる絶好の機会だと思います

から、この看板についても、例えば振り袖と一緒

に撮ってみたくなるおしゃれな看板であったり、

フォトプロップス置いてみたりなど、様々な工夫

をお願いしたいというふうに思っております。 

  また、ワケあり区、足立区。区は、大変力を入

れておりますけれども、こういったところの場で、

ほかの課とタイアップして、例えば看板を置いた

りしないというのはもったいないなというふうに

思っております。他課の取組との連携などについ

てはいかがでしょうか。 

○青少年課長 ポスターの作成に当たっては、シテ

ィプロモーション課などからアドバイスをいただ

くとともに、あと記念誌の方で区が発信したよう

な情報などを他課の情報などを入れさせていただ

いてございます。 

○川村みこと委員 分かりました。このこれですね。

ｍａｇａｚｉｎｅのことだと思います。ｍａｇａ

ｚｉｎｅには、区のお知らせが今おっしゃったよ

うに掲載されているページがあるんですけれども、

今回は選挙、ＬＧＢＴ、デートＤＶ、子宮頸がん

検診、学習支援ボランティアの募集、糖尿病予防、

妊娠出産関係、カルト教団の勧誘であったりとか、

闇バイトの危険性の周知という主に九つのトピッ

クとなっており、区が特に伝えたいことだったん

だろうなというふうに思います。この九つのトピ

ックはどのように選定したのか改めて確認させて

ください。 

○青少年課長 基本的には、二十歳の方にお伝えし

たい情報というところになっているのと、例年同

じ、申し訳ございませんが、似通っているものに

はなってございます。 

  １点変わったのは、この学習支援ボランティア

が、二十歳の子であれば従事できやすいというこ

とで、新たに今年は昨年と違って追加をさせてい

ただきました。 

○川村みこと委員 この点についての、どのぐらい



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ４２  

 

これを通して情報が届いたかという効果の検証な

どについてはいかがでしょうか。 

○青少年課長 申し訳ございませんが、個々の事業

の寄与度というところで、この記念誌での効果測

定はできてはございませんが、この記念誌の配布

は、当日来ていただいた３，３９５人にわたって

おりますので、それ以上の方にお伝えはできてい

るかなということで考えています。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  今回、新たに一つのトピックが入ったというこ

とですけれども、毎回毎回同じもの載せるという

ような流れになってしまっていたらもったいない

と思いますので、是非適宜見直しをお願いしたい

というふうに思います。 

  そして、ほかのページは、大変カラーになって

いて、このラーメンの特集であったりとか、分か

りやすくなっているんですけれども、このページ

だけ、いろいろな意味で行政らしいページになっ

てしまっております。このお知らせもカラーにし

たり、キャッチやイラストを工夫するなど、より

伝わる広報物になるようにお願いしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○青少年課長 見た方が分かりやすいところで重要

だと思いますので、現在実行委員のつくったペー

ジのみのカラーですので、どこをカラーにするか

ということは、引き続き検討したいと考えており

ます。 

○川村みこと委員 分かりました。是非検討をお願

いしたいと思います。 

  続いて、再就職支援の話題に入りたいと思いま

す。 

  ２月１９日に綾瀬で女性再就職支援セミナーと

いうのが行われました。このセミナーは、区が共

催についたものです。私も現地に伺いました。 

  そこで何点か確認させていただきたいと思いま

す。 

  このイベントの概要と、いつ頃から、年何回く

らいのペースで共催についてやってきたのか、確

認させてください。 

○企業経営支援課長 本セミナーは、東京しごとセ

ンターと共催で実施をしておりまして、主に現在

子育て中又は子育てに一区切りが付いた女性で、

再就職を考えている方を対象としております。 

  また、東京しごとセンターとの共催事業としま

しては平成３０年度から実施をしております。 

  共催の頻度ですが、令和４年度までは、コロナ

禍により実施していない時期もありましたが、年

１回の共催で実施しており、その後、令和５年度

は２回、令和６年度は区からの要望により３回に

増やしております。なお、令和７年度も３回の実

施で要望の方しておりますが、本セミナーの実施

を希望する他自治体との都合により２回の開催と

なる予定でございます。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  ちょっと時間もないので事前に伺っていたこと

私が申し上げますと、今回のセミナーは２０名申

込みで１１名参加、託児が申込み１人で利用がゼ

ロ名だったということです。 

  他区で同様のセミナーをやった場合は定員３０

名に対して申込みが４０人あって、２０名に参加

いただいたということで、足立区ではちょっと少

なかったのかなというふうに思っております。 

  女性の再就職支援の講座のそもそもニーズがな

いのか、もっと周知ができたと考えているのか、

今回のテーマが悪かったのか、どのように考えて

いるのか教えていただきたいというところと、女

性に限らず働きたいと思う人が働けるようにサポ

ートしていくということは行政の役割だとして重

要と考えておりますが、今後区としてどのように

再就職支援に力を入れていくか、意気込みをお聞
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かせください。 

○長沢興祐委員長 企業経営支援課長、時間なので

簡明にお願いします。 

○企業経営支援課長 川村委員御指摘のとおり、３

０名に対して参加者１１名ということで、区の周

知がまだまだ不足しているというふうに考えてお

ります。そのため、今後、チラシの配布先など広

げるなど、効果的な周知方法を検討していきたい

と思います。 

  また意気込みというところですけれども、引き

続き、東京しごとセンターとの共催事業を継続す

るとともに、より多くの区内在住の求職者の支援

のため、セミナーだけでなく、各種支援策も含め

てしっかりと周知の方を図ってまいりたいと思い

ます。 

○川村みこと委員 是非よろしくお願いします。あ

りがとうございました。 

○長沢興祐委員長 次に、共産党から質疑がありま

す。はたの委員。 

○はたの昭彦委員 共産党のはたの昭彦です。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  質問の前に、午前中の自民党の吉岡委員の発言

の中で、私が初日に行った質問の途中に、委員長

が款が違うということで止めたのに対して、何で

吉岡委員の時は止めなかったんだということで、

何かあたかも発言を規制する方向で抗議をしたよ

うにというふうに取れるように思えたので、一言

申し上げさせていただきたいと思うんですけれど

も。 

  我が党は、極力やっぱり発言を止めるべきでは

ないという趣旨で申し上げました。確かに、款を

分けるということではルールがありますので、そ

こを幹とした部分で質問を進めるのは当然ですけ

れども、やっぱりより質問を分かりやすくするた

めに、枝葉の部分で多少外れるということは、や

っぱりあると思うので、その辺まで、止めるべき

ではないという趣旨で、発言はなるべく尊重して

ほしいということで、事務局長の方に申し上げま

したので、一言申し上げたいと思います。 

  では、質問に移りたいと思います。 

  今回は、提案された同時補正の運営事業者のエ

ネルギーの高騰支援なんですけれども、以前は、

この制度は、例えばタクシーでは１台当たり８，

０００円と、申請の手間の割には額が小さかった

わけですけれども、今回は、事業所単位となって、

１事業所当たりは最低でも５万円となり、区内に

たくさんある個人のタクシーや、運営事業者にと

っても非常に朗報だと思います。 

  しかし、申請期間が１か月前から各団体や公社

にお知らせをするということですが、周知するに

は、期間は３か月とあまり長くありません。特に、

個人タクシーなどへの周知を是非しっかりやって

漏れが出ないようにしていただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○産業振興課長 個人事業主の方にしっかりと伝わ

るように、周知の方法を工夫させていただきたい

と思っております。 

○はたの昭彦委員 是非よろしくお願いいたします。 

  今定例会で、我が党のぬかが議員の本会議質問

で、物価高騰対策として、何にでも使える支援を、

これを求めたのに対しまして、区は、経営改善に

資する設備投資や店舗改修を補助する小規模事業

者等経営補助金により支援をするとお答えいたし

ました。 

  新年度、小規模事業者等経営改善補助金が拡充

されるということで、この制度は確かによい制度

で、我が党もこれまで求めてきた制度で、よかっ

たと思うんですけれども、実は、区内のある理容

店が、お店の椅子を入れ替えたいと思っていたと。

もう１０年以上も使っていたので、もうそろそろ
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入替えを考えていたそうです。もともとこの方、

お金がないわけではなかったので、自己資金で入

れ替えるつもりでいたんだけれども、せっかく信

金の方からこういう制度があるので、是非どうで

すかということで提案があったので、せっかくだ

から、この制度を使って、理容室の椅子を入れ替

えたと。 

  そのうちは、このときは２分の１補助だったの

で、半分は信用金庫からの融資を受けるというこ

とで、信金も売上げにつながるということで、非

常に力を入れて営業活動を掛けているんですけれ

ども、ただこの制度は、区もこの答弁で言ってい

るように、設備投資や店舗改修を補助する制度で、

経営改善補助金は、物価高騰対策ではないと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

○産業振興課長 経営改善というところで、例えば、

省エネタイプのエアコンに買い換えるですとか…

…。 

○はたの昭彦委員 そのまま答えてください。 

○産業振興課長 すみません、様々な経営改善計画

を図ることで、物価高騰対策のエネルギー対策に

もつながるところがあるということから、我々は

物価高騰対策にも資すると考えてございます。 

○はたの昭彦委員 物価高騰対策で、やっぱり中小

業者に対する、私は支援にならないと思うんです

ね。国も、地方創生臨時交付金の推奨メニューで

は、エネルギー価格高騰の影響を受ける中小企業、

中小企業賃上げ環境の整備などの支援と、物価高

騰対策としての活用が明確に書かれているんです

ね。 

  先日、区内の美容院などに、シャンプーとか整

髪料卸す卸業者の方にお話を聞いてきました。本

当に物価高騰で経営が大変だというお話でした。

だけれども、そのこの美容室、卸業者が卸してい

る美容院は、経営改善補助も消費喚起策も使うこ

とができるんだけれども、この卸事業者は対象外

なんですね。ただ配送には車が必要で、ガソリン

の高騰なんかが営業に大きく影響していると。 

  また以前にも指摘をしましたけれども、建設業

など、車を使わないと成り立たない業者もかなり

多くあると思うんです。区は、先ほど言ったよう

に効率化の推進や生産力の向上で経営改善にと言

うんだけれども、例えば、物価高騰のガソリン価

格が高騰していて、こういった卸業者の方のよう

に、配送に車を欠かせないけれども、人がいるけ

れども、ガソリン価格が高騰して経営が大変だか

らといっても、この経営改善補助金ではガソリン

の購入できませんよね。 

○産業振興課長 ガソリンの購入はできませんが、

ガソリンの価格の低下につながるエコタイヤの購

入は可能かと考えてございます。 

○はたの昭彦委員 それは、何台もその配送の車持

っているとか、運輸事業者ならば、エコタイヤに

変えることで、ガソリンが★★減るということで

なるかもしれないけれども、こういった車１台で

配送してるとか、２台で配送している、やっぱり

こういう卸業者とか、牛乳の配送だとか、そうい

う人は、そのためにタイヤ、使えるタイヤ入れ替

えるかというと、入れ替えるわけではないわけで

すよ。そういう意味では、本当に物価高騰で苦し

んでいる区内の中小事業者の支援ということを考

えれば、この制度では駄目だと思うんですね。 

  区が昨年実施した物価高騰等の影響アンケート、

これによると、期待する支援のトップは、用途を

使わず使える補助金ということだったわけですよ。

物価高騰として区がこれまで行った、介護、保育、

障がい者施設、それと今回の運輸事業者以外の区

内の中小企業者に対して、やはりこのアンケート

で求められている、何にでも使える物価高騰支援

を行うべきではないですか。 
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○産業経済部長 昨年実施しましたアンケートで１

位だったのが、用途を問わず、何にでも使える経

営改善につながる補助金だったというふうに記憶

しております。そういった意図でもって、経営改

善に使える補助金、小規模事業者経営改善補助金

を増額させていただきました。 

  また２番目につきましては、燃料の高騰という

ふうなところがありましたので、燃料価格の変遷

を踏まえまして、今回同時補正で上げさせていた

だいている次第です。 

○はたの昭彦委員 経営関連といっても、今回改善

されて、最大では３分の２は補助ができるように

運輸事業者がなりましたけれども、それでもやっ

ぱり自己資金が必要なんですよ。物価高騰で、や

っぱり売上げが減って、本当に大変な経営をして

いる人に、経営改善ということで、自己資金投入

するのに、借金するなりして、更にお金を掛けて

やれというのはやっぱり違うと思うんです。 

  そういう意味で、非常に区内の中小業者に対し、

思いやり何か寄り添わない、こういう答弁だと思

うんですけれども。少なくとも、今本当に、物価

高騰の中でも、先ほど言ったエネルギーの問題、

ガソリン価格の高騰というのは非常に大きなもの

で、そういう意味では、建設業や今言った配送に

車を使わないと成り立たない事業者に対するエネ

ルギー高騰支援、少なくともこれぐらいやるべき

ではないですか。 

○産業経済部長 今回のこのエネルギー高騰に対す

る支援金でございますけれども、やはり常日頃そ

の必要としているその経費の中で、燃料の占める

割合が高いというふうなところで、運輸事業者と

いうのを対象にさせていただいております。 

  それ以外の事業者につきましては、これまでど

おり、小規模事業者経営改善補助金等での支援、

それから、それ以外の補助金や融資制度において

支援の方をしてまいりたいと考えております。 

○はたの昭彦委員 本当にひどいなと思うんですね。

だから他区は、各事業者、個人問わず、直接支援

をやっている自治体は、やっぱり不公平感がない、

不公平な支援にならないようにということをやっ

ているので、改めて強く実施を求めていきたいと

思います。 

  次にまちづくりについてお聞きします。 

  綾瀬駅東口に建設中のタワーマンションによる

風害への心配の声が以前からありました。先日、

知り合いが、綾瀬駅東高架下にある生花店、お花

屋さんで花を買おうとしたら、シャッターがほと

んど下りていて、少ししか開いていなかったので、

シャッターから顔を突っ込んで営業していないん

ですかと聞いたら、いや営業しているんだけれど

も、風が強くて花が駄目になるのでシャッターを

閉めているということだったんですね。 

  またほか、別の方からは、雨降りのときに、交

通広場でバスを待っていたら、あそこ屋根が一部

ありますけれども、それでも風が強くて、傘を差

していても、ずぶ濡れになってしまったというふ

うな声が言われました。 

  昨年の第４回定例会の文書質問に対して、区は、

風害による周辺環境への影響について、建物周辺

に高木を植樹するなど対策をした計画として、東

京都の認可を得ているから、建設後は状況を注視

しながら必要に応じて事業者へ対応要請するとお

答えになりました。 

  ただ交通広場があるパース図を見ると、高木で

ない樹木がまばらにあるだけ、これ区が、交通広

場のパースで周りにあるのか、この周りにあるの

が、住友不動産が★★予定の樹木なんですけれど

も、とても風害対策としては十分とは思えないん

ですね。 

  住友不動産のホームページを見ると、敷地内の
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住友不動産のホームページにあるこの絵を見ると、

その下に小さく、敷地内樹木等はある程度生育し

た後をイメージして描いたものです。また、葉や

花の色合い、樹形はイメージであり、実際とは異

なりますということで、敷地の周辺にはヤマザク

ラ、イロハモミジをはじめとした木々を中心にと

あるんですけれども、とても、これでは、風害対

策として十分と思えないんですけれども、これで

風防げるんでしょうか。 

○まちづくり課長 はたの委員おっしゃるとおり、

今の風害については認識をしているところでござ

います。最終的に敷地の中に樹木を植えるという

ことを伺っております。それによって全てが解決

されるという形になるかというところも含めて、

今、住友不動産には現状の確認と、それから被害

を受けている方について個別に対応していただき

たいということで、お願いをしているところでご

ざいます。 

○はたの昭彦委員 既に、やっぱりこの生花店さん

のように、営業に被害というか、影響が出ている

ところがあるわけですよ。これ完成待たずに、今

すぐでも対応するべきではないかと思うんですけ

れどもいかがでしょうか。 

○まちづくり課長 住友不動産さんから個別に当た

っていただいて、丁寧に御意見を伺いながら、で

きるところ対応を取っていくという回答をいただ

いてございます。 

○はたの昭彦委員 交通広場に関連して、第４回定

例会の文書質問のときに、綾瀬駅東交通広場のバ

ス停の屋根についてを質問したときに、改善の必

要性の有無について、今後検証していきますとい

うお話だったんですけれども、その後の状況はど

うなんでしょうか。 

○道路整備課長 総合交通の委員会等で、御報告は

させていただいておりますけれども。今現状、バ

スの屋根に対してお客さんが待っている位置が、

少しちょっと工夫が必要でして、工夫すれば、も

う少しバス待っていただけるよう、バス停の屋根

の下で待っていただけるような状況がございます。

それには、ちょっと柵の位置を変更するですとか、

住友不動産の工事が終わった後、歩道が広がるの

で、２列で待っていただくようなペイントをする

とか、そういったことが考えられますが、まずは、

柵の位置を少し変更したいということで御報告し

ておりますので、ちょっとそれは、工事が一応終

わって、国庫補助の検査を受けた後に、ちょっと

対応して、その後、住友不動産の工事が終わって

歩道が広がった後に、２列で待っていただくよう

なペイントをしたいというようなことで、今考え

ております。 

○はたの昭彦委員 先ほど、風害の関連質問でも言

ったんですけれども、非常に風が強くて、今ある

いろいろ改善をしているのだけれども、今ある屋

根の大きさでは不十分だと私は思うんですけれど

も、それについてはいかがでしょうか。 

○道路公園整備室長 はたの委員おっしゃるとおり、

風の強さ、私もあそこの開通式のときに現場にお

りましたけれども、風が強いなという感覚を持っ

ております。 

  バスの並びの最小限度に屋根が、上屋が付いて

おりますので、あそこを囲うとか、そういうこと

も今後は考えていかなければいけないんだろうと

いうふうに思っておりますので、現状でどういう

問題があるか、これから現場を見ながら検討させ

ていただきたいというふうに思っております。 

○はたの昭彦委員 是非お願いします。 

  最後に、交通広場前の横断歩道の交通誘導員の

配置ですけれども、ここも文書質問で質問したと

きに、今後、下校時、通学下校時間の交通誘導員

の配置の必要性については、今後、今年の７月頃
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をめどに判断していくという回答だったのですが、

この辺の進捗状況はどうでしょうか。 

○長沢興祐委員長 最後に、時間ですので簡明にお

願いします。 

○道路整備課長 現在は、７月ではなくて、今年の

年末いっぱいまでは交通誘導員を付けたいと思っ

ています。その後は、住友不動産の工事の後の、

終わった後の交通の状況を見て検討していきたい

というふうに考えています。 

○はたの昭彦委員 ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 続いて、是々非々の会から質疑

があります。へんみ委員。 

○へんみ圭二委員 よろしくお願いします。 

  今の綾瀬の東口のビル風の問題なのですが、私

もヨーカドーとマンションの間の道を通っていた

方が、あまりにも強風がすごくて、よろけて倒れ

そうになったと高齢者の方から言われました。何

とかできないのかという話がありましたので、そ

の辺りについての対策というのは、何か考えられ

ているのかなというところを、お聞きしたいので

すが。 

○まちづくり課長 今現在、建物工事中でございま

すので、全て仮囲いがあったりだとかいう状況が

ある中でというところの状況なので、少し最終的

なところは、植樹を、先ほどの植樹をされたりで

すとか、そういうところを待っていただくという

ところが必要なのかもしれませんけれども、具体

的に、例えばこういうところがというところが、

お困りのところがあれば、お伝えいただければ、

また住友不動産さんの方にも対応をお願いするよ

うな形でお伝えしたいと考えてございます。 

○へんみ圭二委員 ちょっとあまりよく聞こえなか

ったので、もう少し声を大きくしていただければ

なと思うのですが、具体的にということですので、

今、ヨーカドーとマンションの間の道路というお

話をしましたから、その辺りも何か対策ができな

いか、よく打合せをしていただきたいと思います。 

  それと屋根の話もありました。ロータリーに、

以前、本会議質問で、ミストを付けられないかと

いうお話をしましたが、ぬれてしまうからという

ことでミストは付けないという答弁があったかと

思います。ただミストは、ぬれるためのもので、

ぬれてしまうから付けないというのは、ミストが

役割果たせない話であって、是非、これからの猛

暑を考えたらミストを付けていただきたいなと思

うのですが、その点についてはいかがですか。 

○道路整備課長 本会議答弁でそのような答弁だっ

たんですけれども、まずそこの部分に関しまして

は、やはり計画時にいろいろな自治体にもちょっ

とヒアリングしたのですが、ちょっとバス待って

いる人が、とにかくちょっとぬれるのが、またバ

スに乗るためだということと、あと女性だと髪型

が乱れるのがちょっと嫌だというようなことで、

実際付けた後に運用を停止している自治体も結構

あったという確認をさせていただいたので、その

ような判断はしております。 

  ただ本会議答弁の中では、近年の猛暑の状況を

鑑みまして、利用状況を見て、また検討するとし

ておりますので、そのような姿勢で臨みたいと思

っています。 

○へんみ圭二委員 綾瀬駅もロータリー完成しまし

たし、北綾瀬ももうすぐできるということで、そ

の辺りについては、駅前でずっとバスを待ってい

るときに、熱中症で倒れるということがないよう

に対策を進めていただきたいと思います。 

  レシート事業についてお伺いします。 

  レシート事業、初日に款が違うということで、

少しだけ触れましたけれども、まずレシート事業

そもそもが、９００円のレシート、区内店舗の登

録者店舗の９００円レシートを９枚集めて送ると
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２，５００円の商品券がもらえるという事業です。 

  これ来年度の予算が５億７，０００万円の予算

で、５億７，０００万円掛けるけれども、２億５，

０００万円分しか配れない。ですから総予算の半

分も、これ商品券を配れないということですから、

こんなに非効率なことはないんではないかと、今

までさんざん指摘をしてきました。 

  事務費も削減するということで６，０００万円

分の事務費の削減案が出されて、そのことについ

て、加地議員から代表質問したときには、そのま

ま継続するという話だったけれども、すぐに他の

会派にそれは撤回しますという説明して回ってい

るのはおかしいじゃないかということを、初日に

質問しました。 

  そのときには、ちょっと時系列を調べますとい

うことだったので、調べていただいて、実際の時

系列としましては、加地議員が代表質問をしたそ

の日の夕方に、弁護士にオンライン相談をして、

やはりいろいろな問題があるということが分かっ

たから、次の日の午前中、区としては、制度設計

を変更すると決定をしたと。そして、午後に自民

党の杉本議員からの質問を受けて、その日のうち

に自公に制度変更の説明に行ったということなの

ですが、もちろん、加地議員の当日ではなかった

です。翌日に、他の会派に説明に行ってというこ

となんですが、我々としては真剣に本会議質問つ

くっています。それで我々には何も説明がないま

ま、変更になるらしいよという話を聞いたときに、

そうなんだと、それで、我々としてはやっぱり納

得いくわけがないじゃないですか。そこはしっか

りと説明をしていただかないと、何のために質問

しているんだろうと思いますし、その点について

どのようにお考えなんですか。 

○産業経済部長 へんみ委員の御指摘ごもっともだ

と思います。代表質問でされた質問、そういった

御指摘を受けた上で、やり方の変更というふうな

ところを説明するときには、やはり一番最初に質

問された会派に行くべきだったというふうに、今

は考えております。それと同時に様々な会派の方

にお話をしに行く、それが筋だったと思います。

大変申し訳ございませんでした。 

○へんみ圭二委員 これそもそもなんですけれども、

加地議員の答弁のその日に弁護士相談をして制度

を変更することにしたということなのですが、答

弁は、そんな簡単につくっているものなのかなと

思うんです。質問通告を１週間前にしているわけ

ですから、それを受けて様々な検討をする中で、

弁護士相談をしていれば、もう答弁の時点で制度

変更しなければいけないということも決まるじゃ

ないですか。適当に答弁を作っているのかなとい

うふうに感じてしまいますが、その点については

いかがお考えですか。 

○産業経済部長 その点もごもっともだと思ってお

ります。質問通告いただいたときに答弁の方は作

成をさせていただきました。そのときには、弁護

士相談はなかった。ただいろいろと答弁検討会な

どを経まして、やはりこれは事業の遂行していく

に当たって、本当にこれでいいのかというのをし

っかりと確認すべきではないかというふうな結論

に至りまして、弁護士相談させていただいた。た

だ、その判断が非常に遅かったというのは、これ

はもう事実でございます。この点についても、申

し訳ございませんでした。 

○へんみ圭二委員 もっと言えばですけれども、こ

のレシート事業を構築する段階で、様々な専門家

の意見を聞いていれば、この事業内容が二転三転

するということはなかったんではないかと思いま

す。 

  先日の本会議質問でも、この経済施策、いろい

ろと構築していく中で、専門家の意見を聞くべき
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ではないかと申し上げたのは、正にこういったと

ころでして、区の皆さんも真剣に考えられてはい

ると思うのですが、やはり様々な知見を生かして、

本当にこの区内経済の活性化につながるものをつ

くっていくべきだというふうに思いますから、是

非これからは様々な事業を行う前に、行う際には、

様々な専門家の意見を生かしていっていただきた

いと思います。 

  それで本会議質問で、レシート事業の事業者に

対する仕様書に、本人が支払ったレシートなのか

を審査すると書いてあるが、どのように審査する

んですかとお聞きをしたら、完璧に確認をする方

法はないという答弁でした。 

  ですから、できないことが仕様書に書かれてい

てそれでいいんですかと再質問したところ、申請

書に添付されてきたレシートが、本人の支払した

レシートであると解釈をして審査を進めていくと

いう再答弁があったんです。 

  先日、総務委員会でも、この議論が取り上げら

れていまして、他の会派の議員からも、確定申告

とかほかの補助金、それから政務活動費などもレ

シートを活用しているけれども、レシートに名前

書いていないし、レシートで商品券事業だけがス

キームとしておかしいわけではないですよねとい

う、区の皆さんからしたらありがたいである質問

がありました。 

  その答弁としては、おっしゃるとおりです。お

答えしているんですが、こちらとしては、仕様書

に書いてある内容を聞いているわけです。別に

我々が本人確認をレシート絶対しないのおかしい

じゃないかと言ったのではなくて、仕様書に書い

てある内容を確認したまでなんですけれども、で

はなぜ仕様書に、本人が支払うレシートであるか

を審査項目に入れたのでしょうか。 

○産業振興課長 仕様書は、ちょっとまだ全て完璧

に書かれていなかったところ申し訳ございません。 

  今後の運用の中で、審査項目として、本人が申

請してくる申請台紙若しくは封筒の方に自分で購

入した商品のレシート若しくは領収書であります

というところに、文言を入れてチェックをしてい

ただくような、そんな仕組みを入れたいと思って

ございます。それを基に、今回受託された事業者

が審査できるような、そういったことで、今後調

整していきたいと考えてございます。 

○へんみ圭二委員 仕様書が不完全な仕様書という

のは、そもそもおかしいのではないかなと思いま

す。やはりこの本人確認が必要だと思うからこそ、

この仕様書の中に、それを入れているわけですけ

れども、例えば以前からこれも指摘をしています

が、レシートの転売対策、これについて仕様書に

全く書かれていないのですが、これは例えば注意

喚起するだけで転売が起きないと思いますか。 

○産業振興課長 区民の方向けに、従来よりの転売

等は駄目ですよというお話は注意喚起してござい

まして、法的な対処をするということで、今回更

に強い注意喚起をしたいと考えてございます。 

○へんみ圭二委員 転売がもし起きた場合は、どの

ように対処されるのでしょうか。 

○産業振興課長 転売が明らかで、そういったもの

が、聞き取りが明らかに証明できるのであれば、

こちらとしても何らかの法的な措置を取らざるを

得ないと思います。 

○へんみ圭二委員 その転売で買ったレシートなの

かどうかというのは、もう区としては確認しよう

がないですよね。 

○副区長 これについても弁護士さんの方に確認を

いたしました。そのレシートが、その人本人が購

入したのかどうかということは、はっきりと確認

はできないだろう。ただし、お店でスタンプを押

すということと、送られてきたものが、区の方で
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ある委託事業者の方でチェックをするという、二

重のチェック。それと、しっかりとこれ偽装では

ないですよねということを確認することによって、

１００％ではありませんけれども防ぐ対策を取る、

そういうことで実施をしてはどうかということの

アドバイスをいただいております。 

○へんみ圭二委員 ホームページで、この第４回レ

シートｄｅ商品券事業を５月２７日から実施しま

すと書いてあります。予算はまだ成立していない

んですけれども、大体こういうときというのは、

予算成立後ということが記載されているはずなん

ですが、ここには全く書かれていないですし、そ

れについては、書いてもらえばいいですが、あと

は転売対策についても、全く書かれていないです

よね。 

  不正については対処しますというようなことが

書いてあるのですが、不正が発覚した場合には、

申請を無効とし商品券のプレゼントはありません

と書いてあるだけですから、具体的に、この不正

の内容もこういうことはしないでくださいという

ことを、もう少し書かないと、その対策としては、

いかがなものかなと思います。 

  これ第３回の際は、購入した品物というのは、

レシートで全てチェック、第３回もしていたんで

すか。 

○産業振興課長 すみません、２点ほどちょっと御

回答させてください。 

  まず１点目ですが、レシート事業につきまして

は、令和６年度債務負担行為で予算付けをしてご

ざいまして予算については成立済でございます。 

  また、今後の注意喚起でございますが、今まだ

登録事業者ですとか、区民の方が関心が高くとい

うところで、まず開始年月日をお知らせするとい

う第一弾でございまして、詳細につきましては、

今後また改めて、詳しい内容を掲載していく予定

でございます。 

○へんみ圭二委員 予算のあらましに、来年度の主

要な事業として、レシート事業は５億７，０００

万円ということで入っていますから、その辺りも、

予算のあらましに書いてあるのがおかしいのでは

ないかという話になってしまうのではないですか。 

  いいです。それでは、第３回も、そのレシート

の中身、購入した中身全部チェックされていたん

ですよね。 

○産業振興課長 全ての申請書をデータで読み込ん

でございまして中身はチェックしてございます。 

○へんみ圭二委員 領収書も可能にしていて、ただ

し書でチェックをしていたということだと思うの

ですが、それでよろしいですか。 

○産業振興課長 へんみ委員おっしゃるとおりです。 

○長沢興祐委員長 産業振興課長、もう一度お願い

します。 

○産業振興課長 へんみ委員おっしゃるとおりです。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

  今日、これ買物してきたんです。コンビニで買

物をして領収書をもらいました。領収書で、スタ

ンプが押してあればオーケーということですから、

ここにスタンプが押してあれば９００円以上であ

ればいいということになると思うのですが、ここ

に名前にへんみで、ただし書に文具等としてとし

ました。このボールペンとコーヒーを買ったんで

すけれども、このただし書に文具等としてという

ことで書いてもらいましたが、これ切手も一緒に

買っているんですよね。この場合、９００円以上

のレシートで文具等としてときた場合に、どのよ

うにこれ中身をチェックされるんですか。 

○産業振興課長 すみません、今ちょっとよく見え

なかったんですけれども、それは切手というもの

は出てこなくて、文具等としか書いていただいて

いないということですか。 
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○へんみ圭二委員 領収書は大体そうではないです

か。 

○産業振興課長 先ほど副区長も御説明したとおり、

スタンプ登録店でスタンプを押していただくとい

うことで、買ったものは、そこで一旦審査してい

ただいているという前提でチェックをしてござい

ます。 

○へんみ圭二委員 そうすると、たばこだとか、切

手だとか、薬だとか、そういったものを買った場

合には領収書を発行しないでくださいねというこ

とを登録店に全て言って、それが完璧にできてい

るということでよろしいですか。 

○産業振興課長 購入できない品物につきましては、

登録店の方にお知らせしておりますので、それで

やっていただいているというふうに考えてござい

ます。 

○へんみ圭二委員 そうすると、ただ、今まで品物

は全部レシートでチェックをしているというお話

をされていたのですが、例えばこれ第３回のレシ

ートのメルカリで転売されていたものです。この

メルカリで転売されていたものなんですが、これ

交換申請用レシートというスタンプが既に印刷さ

れた状態のものが配られているんですね。 

  そうすると、これあるスーパーなのですが、こ

れ中身のチェックは、区の方では全くできないん

ですよ。何を購入してこのレシートが出されてい

るのか、それもお店の方に、たばことか切手は駄

目だよと言っているから、それでチェックをして

いるという考え方になるわけですか。 

○産業経済部長 今、へんみ委員にお示ししていた

だいたものがちょっとよく分からない。内容とし

てよく分からないので、それについては、我々の

方でもちょっと確認させていただいて、調べたい

と思います。 

○へんみ圭二委員 当店は、足立区第３回レシート

ｄｅ商品券事業の登録店です。１会計９００円以

上の会計時にスタンプ押印の代わりに、本レシー

トを１枚発行していますということで、これで申

請をオーケーに第３回ではされていたようなんで

すね。もうこういう点からしても、制度設計自体

がどうなっているのかなと思います。 

  大分時間が過ぎてしまいましたけれども、多く

の議員から、こういうレシート事業は好評だし、

高齢者の皆さんが喜んでいるから是非やってほし

いというこういう話があります。それは喜ばれる

と思います。お金を配るんですから。私も、区民

の皆さんに喜ばれることというのは、どんどんや

っていただきたいと思いますが、ただ、やはり５

億７，０００万円の予算で２億５，０００万円し

か配れない。こういう多額のお金が掛かっている

ことを知ってしまいましたし、中身を見ても、綻

びが多く見えるので、この点については、やはり

私としてはしっかりと指摘をしなくてはいけない

なというふうに思いますし、性善説でやっていて

失敗したのがあだち３０（サンマル）商品券事業

ですから、性善説だけではなくて、本当にミスな

く、不正なく、この税金が効率的に使われるよう

に考えていただきたいのですが、いかがですか。 

○副区長 いろいろなところの制度設計、改めて区

の方でも専門家を入れて、内容の精査をさせてい

ただきたいと思います。それをもって、議会の方

にお諮りして、この事業を継続するのか、どうす

るのかというの判断させていただきと思います。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

  次に行きます。 

  学びピアの７階、旧レストランさくらがありま

した。あそこの活用方法というのは、どういうふ

うになったのでしょうか。 

○福祉部長 レストランの後に、千住本町包括支援

センター千住本町が入る予定です。裏の会議室の
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ところに、ひきこもり支援の事業所が入る予定で

す。 

○へんみ圭二委員 先ほど岡田委員から、観光交流

協会、もっと自主財源の確保を努力すべきではな

いかという内容の質疑がありました。私も正にそ

のとおりだと思います。 

  例えば、足立の花火、来年度の予算が３億８，

０００万円ですが、今年度は２億７，０００万円

でしたから１億円以上増えています。更に言えば、

３年前の足立の花火の予算が１億８，０００万円

でしたから、３年間で２億円も増えている。倍以

上に増えている。 

  ここは、やはり先ほど事前にお聞きすると、人

件費が掛かったりだとか、様々な資材の高騰で、

仕方がないという部分あるのかもしれませんが、

もっとお金が掛かるのであれば、自主財源の確保

の努力、もっともっとすべきではないかなと思う

んです。 

  先ほど、学びピアのところをお聞きしましたが、

あのレストランさくらの場所は、花火大会のとき

には絶好のロケーションなります。花火大会のと

きにはあの場所の活用はどのようにお考えですか。 

○観光交流協会事務局長 学びピア７階、さくらだ

ったときには、友好自治体の方たちを御招待いた

しまして親睦会で花火を御見学いただくというこ

とで活用させていただいておりました。今レスト

ランがなくなったということで、そういった活用

はないですので、今年度については、今のところ

７階の活用については、検討しておりません。 

○へんみ圭二委員 あそこにはトイレもありますし、

見るには本当に最高の場所ですから、例えば、ア

ルコールを飲み放題にして、区内のお店とコラボ

をしていろいろなメニューを食べられるようにし

て、通訳も置いて外国人の方にも来ていただける

ような、そういう有料席にすれば、結構高い金額

に設定しても買ってくれる方はいっぱいいるので

はないかなと思います。ですから、そういった財

源の確保策、もっともっと努力をしていただきた

いと思うのですが、学びピアの活用については、

そこについても検討いただけますか。 

○観光交流協会事務局長 花火については、入場券

も大変人気のものになってございますので、そう

いった有料席も含めて検討してまいりたいと思い

ます。 

○へんみ圭二委員 花火大会は、５月３１日になっ

て、しょうぶまつりが次の週２週連続で大きなイ

ベントがありますから、観光交流協会の皆さん本

当に大変だろうなと思いますが、しょうぶまつり

については、来年度は１，０００万円予算を増や

して、外部にある程度委託をした上で実施すると

いうことなんですが、規模縮小することなく実施

できるのでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 しょうぶまつりにつきま

しては、へんみ委員おっしゃるとおり、観光交流

協会の人員の関係で、今回、運営を委託をしてま

いります。 

  規模につきましては、逆に交通広場広がってい

るところもございますので、食広場の拡充等々を

今考えているところでございますので、お客様喜

んでいただけるような形で実施をしてまいりたい

と思います。 

○へんみ圭二委員 しょうぶまつりの際に、実は綾

瀬のおはやしの人たちも発表していまして、先日、

ある、おはやしの代表の方とお話をしたときに、

何か少しおはやしの発表のところが縮小されると

いうか、あまりお金を掛けられないみたいな話を

されてしまったんだということだったのですが、

やはりそこについては、なかなか発表の場がない

という中でやっていますから、従来どおりに実施

できるようにしていただきたいなと思うのですが、
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いかがですか。 

○観光交流協会事務局長 まだ企画中でございます

けれども、既におはやしの団体さんにもお申込み

いただいているというふうに確認をしております

ので、スタンプラリーも含めて、あそこの動線の

にぎやかさも含めてしっかりやってまいりたいと。 

○へんみ圭二委員 テントを出したり、いろいろと

しつらえをしていただいてやっていましたから、

そういう形で是非やっていただきたいと思います。 

  おはやしの子どもたちの発表会、是非区として

やってもらえませんかというお話を以前からして

いたのですが、それがなかなか実現できない、難

しいという状況などもあったのかと思います。で、

区の方に言っても、なかなか進まないのであれば

ということで、実は自分たちでもう発表会を企画

して、区にお願いするだけではなくて、自分たち

からまず始めてみようということでやってみまし

た。 

  それをやる際にも、ぐるぐるが成功していると

いうふうに皆さんからお聞きするのですが、ただ

地域の中では、やはりあそこの施設なんだかよく

分からないという声が多いですから、ぐるぐるも

周知できればいいなという思いがありまして、お

はやしの発表会、ぐるぐるで実施をさせていただ

いて、恐らくぐるぐるで、今までこんなに人が来

たことないのではないかなというぐらい、六、七

十名の方に見に来ていただきました。 

  こうしたことをやってみて思ったのは、やはり

自分たちからまず動いてみるのが大事だなと思い

ましたから、来年度は、綾瀬のおはやしを、もっ

と三つの団体あるのですが、三つの団体でまとま

って、みんなで発表会をやって綾瀬を盛り上げて

いこうということで、今、少し動き出しています。

こうした動きに対して、是非区としてバックアッ

プしていただきたいと思います。 

  例えば、ぐるぐるを使用したときには、会場使

用料を区として後援していただけたりだとか、あ

とは、宣伝にもう少し力を入れていただくとか、

自分たちからまず動き出して頑張っていこうとい

うふうにしていますから、是非そういった、自主

的な活動に対する支援策というものを、区として

考えていただきたいと思うのですが、いかがです

か。 

○地域文化課長 来年度、郷土博物館４月２６日に

リニューアルオープンをいたします。その際に、

これまで行っていた伝統芸能鑑賞会、そういった

ことを再開する形になります。そういったところ

で発表の場を設けていくということと、へんみ委

員おっしゃるように、伝統芸能保存会の方々と連

携して、そういった後援をしていければなという

ふうに思っております。 

○へんみ圭二委員 区の方にやってくれ、やってく

れとお願いするだけではなくて、自分たちでも、

やれることは一生懸命やって、伝統芸能を守って

いきたいと思いますから、是非いろいろな面で御

支援をいただきたいと思います。 

  以上です。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 この際、審査の都合により暫時

休憩いたします。再開は午後２時５０分といたし

ます。 

午後２時３１分休憩 

午後２時５１分再開 

○長沢興祐委員長 休憩前に引き続き、委員会を再

開いたします。 

  公明党から質疑があります。たがた委員。 

○たがた直昭委員 公明党のたがたでございます。

よろしくお願いしたいと思います。 

  初めに、学校保健の調査から入らせていただき

たいと思います。 

  先日、読売新聞より２月中旬、文部科学省の調
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査において、視力１．０未満の児童・生徒の割合

が過去最多となるなど、子どもの視力の低下が更

に進んでいることが分かり報道されていました。 

  文科省が、幼稚園児から高校生までの児童や生

徒を対象に行った、今年度の学校保健統計により

ますと、裸眼の視力が１．０未満の割合は、小学

生で３６．８４％、中学生で６０．６１％、高校

生で７１．０６％と、同じ条件で比較できる期間

としては、いずれも過去最多となりました。 

  まずは、区の児童・生徒についてはいかがでし

ょうか。 

○学務課長 足立区も視力１．０未満のお子さんは、

４０年前に比べると増えている、同じ傾向だと思

いますが、この５年間の中では横ばいの傾向にご

ざいます。 

○たがた直昭委員 当然、要因としては、スマホや

タブレット端末の利用者が増えるなど、近いもの

を見る時間が長くなっていることが挙げられてい

ます。この子どもの視力に関して、区としては、

何か指導方法については何か行っておりますか。 

○学務課長 今年度から始めましたあだちっ子健康

教室という保健師と栄養士が学校を回るものをや

っていまして、その中で、外遊びが目にもいいと

いうようなことを、クイズを交えて、これからや

っていくということで、引き続き４年生以上のお

子さんにやっていこうと思っております。 

○たがた直昭委員 是非お願いしたいと同時に、私

も、視力、昔という言い方おかしいんですけれど

も、悪かったんですね。今１年に１回眼科に通っ

て、定期健診ではないんですけれども、行かして

いただいているんですけれども。なぜか年を取る

に連れて、非常に遠くがどんどんどんどん見える

ようになってきたんですね。その裏を返せば、逆

に、老眼がどんどんどんどん進んでいるというこ

とで、非常にいいんだか、悪いんだかあれなんで

すけれども、とにかく非常に今つらい思いをして

いるんですけれども、小学生のときから、学生の

ときから、きちんとその辺を対処していただきた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  また一方では、虫歯について、文科省は小学生

と高校生は４割を下回り、幼稚園児や中学生では

３割以下と過去最も少ない数字となっているそう

です。足立区において虫歯についての児童・生徒

についてはいかがですか。 

○学務課長 虫歯につきましては、小学校も中学校

も減少傾向にございまして令和５年ですと、小学

校で３割程度、中学校も大体３割弱ぐらいという

ような形になっております。 

○たがた直昭委員 そういう割には非常によいと思

いますけれども、この読売新聞の専門家によりま

すと、学校などでの歯磨きの指導などの効果、ま

た、８０歳になっても２０本以上自分の歯を保と

うという８０２０運動などが影響している要因が

挙げられているそうです。 

  児童・生徒についての虫歯の予防の取組につい

ては、区としてはいかがでしょうか。 

○学務課長 学校での歯磨きについては、コロナ禍

で大分減少してしまったというようなことござい

ますけれども、８がつく日はかむカムデーという

ことで、いろいろな取組を学校の方でもやってく

ださっていまして、かむカムデーの取組やってい

る学校においては、虫歯がないお子さんの割合が

高い傾向にもありましたので、引き続きよい取組

を横展開していきたいと考えております。 

○たがた直昭委員 そういう部分では、だんだんだ

んだん減少しているということでありますので、

しっかりやっていただきたいと思います。 

  また私事ですけれども、私も１年に二、三回は

歯医者行っておりますけれども、今は非常に、若
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干虫歯１本あるんですけれども、非常にいい歯を

していますということで褒められておりますけれ

ども、歯については、年々年を重ねるにつれて、

やはり改めて大切さを非常に感じるということで

ありますので、これまた、児童、小学生、中学生

ぐらいのときから、またしっかりと取り組んでい

ただきたいと思います。 

  ちょっと歯とは別に異なるんですけれども、先

日、２月に芸術鑑賞体験ということで、劇団四季

による美女と野獣の事業を視察してまいりました。

これ私が行った日にちは、２月の１３日で、足立

区内の小学校が約１６校、約１，２００名が参加

をされて、一緒に見させていただきましたけれど

も。 

  そのときに途中２０分間の休憩が入ったんです

ね。一斉に１，２００名の生徒が、大体２０分間

の休憩でトイレ行った、我々もトイレ行かせてい

ただいて、当然、男子トイレ長く続いていたんで

すけれども、最後の方に行っていたんですけれど

も、非常に感心したのが、トイレの中も並んでる

んですね。何で並んでるのかなと思ったら、トイ

レの後に手を洗うときに石けんで並んでいるんで

すよ。みんなこうやって洗うのに、これが普通は

水を出してシュッシュといくと思ったんですけれ

ども、やはりしっかり先ほどの手洗い、うがいで

すか、もあったんですけれども、そのぐらい各学

校一生懸命やっているなというのを、非常に改め

て取り組んだ姿勢を伺いました。その点はいかが

ですか。 

○学務課長 人がたくさん集まる場所ということで、

学校の先生たちも、声掛けをしてくださっている

というふうに感じます。引き続き、手洗い、うが

いなどの感染症対策、啓発してまいりたいと思い

ます。 

○たがた直昭委員 よろしくお願いします。 

  もう１点、今回の文科省の学校保健統計では、

発育の発育状態の調査も行っており、肥満度が２

０％以上の児童・生徒の割合が低い年齢で増えて

いることが分かったそうであります。区内におけ

る肥満度について、区の児童・生徒についてはい

かがでしょうか。 

○学務課長 肥満度につきましては、２０％以上の

児童の割合は、小学校も中学校も大体５年間横ば

いにあります。大体小学生で１割程度、中学生で

１２％前後を推移しているような形になっており

ます。 

○たがた直昭委員 肥満については、当然運動量や

食事、体質など様々な要因が挙げられると思いま

す。いずれにしても視力であれ、虫歯であれ、肥

満であれ、様々な統計結果が数字で出ている中で、

当然学力とともに、児童・生徒への日常生活、発

育における指導も非常に大事だと思いますが、改

めて最後見解お願いします。 

○学務課長 肥満も視力低下も大体小学校４年生ぐ

らいから増えてくるというような傾向もございま

すので、あだちっ子歯科健診は４年生、６年生を

対象にしていますから、そこでしっかりと啓発を

してまいりたいと思います。 

○たがた直昭委員 是非よろしくお願いします。 

  続きまして、Ｈｏｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌの運用に

ついてということでお尋ねをさせていただきたい

と思います。 

  現在、区内の小・中学校では、保護者に対し、

学校のお知らせや区からの情報については、Ｈｏ

ｍｅ＆Ｓｃｈｏｏｌというアプリを使ってスマホ

等に配信運用していると思いますが、その点につ

いてはいかがでしょうか。 

○教育政策課長 各学校から、また区からのお知ら

せということでアプリを活用させていただいてお

ります。 
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○たがた直昭委員 区からの情報の配信については、

各所管の都合に応じて配信をしていると伺ってい

ますが、その点はいかがでしょうか。 

○教育政策課長 そのとおりでございます。 

○たがた直昭委員 小学校の保護者より、御意見、

御要望の中で、学校や区より配信されてくる情報

は、場合によっては学校や教育と直接関わりの薄

いイベント内容もあり、それが受信リストに残る

ため、学校から知らせたいもの、学校だよりなど

埋没してしまうなどの声を多々聞きますが、その

点についての声についてはいかがでしょうか。 

○教育政策課長 特に保護者の方から、直接又は間

接に、そのような声は多くいただいております。 

○たがた直昭委員 各部、課がそれぞれの都合で情

報を配信しているため、保護者の受信ボックスに

次々に配信内容がたまっていき、学校からのお知

らせと、あいまって情報高の状態であるそうです。 

  アプリの機能上、割り振り機能もなく、学校か

らのお知らせと、各所管の配信が同じボックスの

受信となるため、保護者が必要な情報を選択しに

くい状態となっているそうです。 

  私もこの１月に、この点を教育委員会へ改善の

要望いたしました。そのときはそのような御意見

はしっかりと伺っており、改善又は運用ルーツに

ついて検討してみるとのことでしたが、その後に

ついては改善についていかがでしょうか。 

○教育政策課長 アプリの機能改善は、なかなか難

しいということで事業者からお声をいただいてお

ります。運用ルールといたしまして、４月から、

このように改善改めます。 

  ２点あるのですが、１点目といたしましては、

区からのお知らせは一元管理します。毎月★★で、

学校ＩＣＴ推進課で情報を集約した上で、毎月１

０日あたりに一括で発信するということで、発信

の回数を減らします。 

  また、学校側の情報の見せ方として、機能とし

て、一般の情報と重要なお知らせという２本ある

んですけれども、学校からのお知らせを重要なお

知らせ、区からは重要なお知らせとしないという

扱いにすることで、保護者の方は重要なお知らせ

の未読だけを確認すれば、効率的に管理できる。

そのように改める予定でございます。 

○たがた直昭委員 ありがとうございます。あまり

にも情報量が多く、ついつい見逃すケースもあり

ますが、運用ルールを改善することにより、いか

に見逃すことなく利用できることが必要不可欠だ

と思いますので、これからも保護者に対しての対

応を、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に移らせていただきます。 

  自転車保険、区民交通傷害保険についてお伺い

をさせていただきます。 

  東京都の条例では、自転車での利用中の事故に

より他人にけがをさせてしまった場合など、損害

を賠償できる保険への加入が義務化となりました。

区としても区民へ、区民交通傷害保険として御加

入を勧めていますが、現状についてはいかがです

か。 

○交通対策課長 今、区民交通傷害保険、足立区の

令和６年度の加入者は１万１，８４５名になって

おります。 

○たがた直昭委員 分かりました。ホームページを

拝見させていただきますと、区民交通傷害保険、

年間１，５００円で、自転車損害賠償１億円程度

などとうたっており、保険加入期間は４月１日か

ら１年間、申込み期間は、今年度は先月の２月３

日から今月３月３１日となっています。 

  昨年の道路交通法の改正により、自転車も飲酒

運転での対象扱いとなるため、飲酒による自転車

の利用者も減少すると思われますが、その点につ

いてはいかがでしょうか。 
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○交通対策課長 たがた委員のおっしゃるとおり、

規制が厳しくなれば、それだけ飲酒運転の違反と

かも少なくなると思います。 

○たがた直昭委員 何かもう１回ちょっと言っても

らえない。よく聞こえない。 

○長沢興祐委員長 交通対策課長、もう一度、声を

大きく答弁お願いします。 

○交通対策課長 すみません。罰則が厳しくなれば、

それだけルールとかマナー違反の利用者が少なく

なると思います。 

○都市建設部長 たがた委員御指摘のとおりでござ

います。今年度からは、赤切符、悪質なものにつ

いては赤切符になりますし、将来的にはいわゆる

青切符の制度も導入が予定されております。 

  そういう中では、今からも当然交通マナー、交

通ルールの啓発が必要でございますが、当然罰則

が厳しくなれば、当然のことながら事故等も減る

ことは想定されております。 

○たがた直昭委員 分かりました。ありがとうござ

います。 

  傷害保険の加入者について、どの年代の層が多

く見られますか。またその辺の理由は分かります

か。 

○交通対策課長 大体高齢者の方が多いですね。理

由としましては、この保険は、車の保険だとか、

ほかの生命保険とか、傷害保険等に付帯している

ことがありますので、そういうものに入っていな

い方は、単独でこういった交通傷害保険に入る方

が多いということで、高齢者が入るという傾向が

あると思います。 

○たがた直昭委員 確認ですが、申込みの手続方法

はどのように行っていますか。 

○交通対策課長 申込み方法につきましては、各金

融機関の窓口で申し込む又はウェブでも申込みが

できます。 

○たがた直昭委員 分かりました。 

  ２月に入って８０代の男性より相談があると連

絡をいただきまして、私もその方に訪問させてい

ただきました。内容は、毎年区の自転車傷害保険

に加入しているのですが、今年は、妻、奥さんが

入院しているので、代わりに代筆をしてほしいと、

そういう御相談でした。 

  つまり申込書に氏名、住所、電話と生年月日だ

け書けばいいということなんですけれども、ちょ

っと手続をいただいたのが、まず３点セット交通

傷害の加入をお勧めしますということで紙が１枚

中に入っていたんですね。それなりにそうかとい

うことで、ここから七つのコースを選んでくださ

いということで、例えばＸＪコースだったら１，

５００円、ＡＺだったら２，２００円、ＢＺだっ

たら３，０００円といろいろ、こういうふうに書

いてあります。 

  もう１個書いてあるのが令和７年度の御案内、

リーフレットということで、こういうのも入って

いるそうです。入っていました。これを見ると、

相変わらずもうごちゃごちゃ小さ過ぎて、これは

もう私も眼鏡掛けてもまともに見えないという、

これはもうよくありがちな書類かと思います。 

  要は最後、代筆してほしいというのはどれかと

いいますと、加入申込書はこれなんですね。これ

をめくっていくと、皆さん見えないと思うのです

が、この二、三センチの枠に名前と住所と生年月

日を書いてくださいと、これは、さすがに私も眼

鏡していてもやっぱり見えない。まして先ほど高

齢者の方が非常に多かったということであります

ので、ましてこのさっき言ったコース、ＡＪとか

ＸＪとか書いてあるんですけれども、ここに丸を

しなさいと言っても、これ０．５のフリクション

では無理ですよこれ。０．３８ぐらい使わないと。

かといって、高齢者だから、ある程度震えてしま
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うと、もう隣行ってしまいますからね。 

  これは是非、加入者が高齢者が多いのであれば、

保険会社と連携しながら、せめてここまでいかな

くても、それなりの大きさでやはり対応していた

だきたいと、これが私の御要望ですが、いかがで

すか。 

○交通対策課長 たがた委員のおっしゃるとおりで、

確かに小さい枠ですので、今後引き受けている保

険会社がいますので、そちらの方にこの辺を要望

してまいります。 

○たがた直昭委員 交通対策担当部長いかがでしょ

うか。 

○交通対策担当部長 ２３区の中１６区で一緒にや

っている制度ではあるんですけれども、たがた委

員おっしゃっていただいたように、高齢者の方、

私も別口なんですけれども、足タクの登録会なん

かで書いていただくと、高齢者の方やっぱり震え

てなかなか書けないという方が本当にいらっしゃ

るので、同じだというふうに思います。 

  是非少し大きくして、書きやすくできるように

協議してまいります。 

○たがた直昭委員 是非、本当に利用者が多ければ

多いほど、この辺も気を使っていただいて、ちょ

っと今後考慮していていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ちょっと時間があれだな。ちょっと日暮

里・舎人ライナーについて、ちょっとここは大事

だと思います。ちょっと確認をさせていただきた

いと思います。 

  日暮里・舎人ライナーは、２０２０年度より混

雑率が全国でも最も高い１７１％の路線となり、

利用者から常に混雑緩和を求める声が上がってい

ます。 

  東京都は、この最も高い混雑率の数字について

どのような認識見解を示していますか。 

○交通対策課長 混んでいるということは、東京都

も認識しておりまして、何とか混雑率の解消、そ

れと日中の利用率の上昇、利用促進そういうこと

を考えております。 

  様々なハード面の対策は結構しているんですけ

れども、またハード面は、結構これ以上は難しい

というような見解で、今後ソフト面等考えていき

たいという認識をしております。 

○たがた直昭委員 混雑解消対策については、車両

の改善などを含め、区からも我が党からも東京都

へ様々な形で要望を重ねてまいりました。 

  区は、昨年１２月に、朝のラッシュ時間帯にお

いて、足立小台駅など４か所の駅で混雑調査を行

ったと言っておりますが、まず長澤交通対策担当

部長、実際乗車されていかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 一番混む時間に、私、見沼代

から乗せていただいたんですけれども、やはりそ

うですね、コロナ前の一番混んでいた時期にほぼ

近いのかなということで、相当厳しい状況かなと

思っております。 

○たがた直昭委員 工藤副区長いかがですか。 

○副区長 私も、三、四駅で実態を調査したんです

が、江北駅よりはもっと都心の方に行くと、１台

ぐらいは乗り切らないような形で、次の車両を待

つ方が数人いらっしゃるような状況を確認してい

て、かなりやっぱり混雑しているという状況は認

識しております。 

○たがた直昭委員 利用者よりよく聞くことは、ラ

ッシュ時においては、始発の見沼代親水公園駅よ

り、舎人駅、舎人公園、谷在家、西新井大師西駅

で、既にほぼ満員で、特に環七から南、つまり江

北、高野から乗るのは大変との声をよく聞きます

が、このような声についての認識は聞いておりま

すか。 

○交通対策課長 高野、江北駅から南側につきまし
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ては、混んでいるという認識を聞いています。あ

とホームでは乗れない方が何人かいらっしゃるの

も認識しております。 

○たがた直昭委員 我が党は、この混雑対策におい

て、１７年前ですか、できて、様々シートの改善

とか車両の改善ダイヤの改正等々も行ってきまし

たけれども、要望を行ってきましたけれども、今

回混雑対策の一つとして、ロングシートの新型車

両の導入を要望し、現在２０編成中１６編成が更

新完了し運行していると聞いています。残りは４

編成であり、早期のロングシート化を要望すると

していますが、仮に１編成をロングシート化する

と、どの程度人数として増えると考えればよろし

いでしょうか。 

○交通対策課長 すみません、ちょっとその辺の資

料持ってありませんので、分かりません。すみま

せん。 

○交通対策担当部長 ちょっと正確な数字ではない

かもしれないですけれども、１編成で１０人程度

です。１０人程度増える。 

［「１００名」と発言する者あり］ 

○長沢興祐委員長 今の答弁でよろしいですか。 

○交通対策担当部長 １００名増えるということで

はなくて、１０名とかその程度の増です。 

○たがた直昭委員 一つ、５個あったうちの１台で

ということで、分かりました。 

  いずれにしても、当初できたときは、もう対面

式だったと。それが少しずつロングシートになっ

て、また車両の改善ということでありますけれど

も、区として１月に東京都交通局長宛てに混雑対

策についての要望書を提出しました。その中で、

バスを活用した混雑緩和の社会実験の実施を文言

に入れております。 

  今後、都と連携しながら、対策の効果を検証し

ながら、混雑緩和策を継続的に実施しながら社会

実験を行うと思いますが、現在では、どのような

イメージを抱いておりますか。 

○交通対策課長 今、都の方にバスを活用した実験

ということで、この対策について、今、要望して

いまして、東京都の方からの回答としましては、

令和７年度中に対応していきたいという回答を得

ています。 

○都市建設部長 すみません、補足させていただき

ます。 

  特に混雑、先ほどたがた委員御指摘のとおり、

やはり江北、高野そちらのところについて、何と

かバスを、時間帯混雑時に数本バスを出して、そ

ちらにシフトする方向で、何とか進めたいと思い

ます。★★については、今これから東京都と調整

してまいりますが、また分かり次第、議会には御

報告させていただきたいと思います。 

○たがた直昭委員 分かりました。 

  現在、バスについては、見沼代親水公園から日

暮里行きが７時台が１本、８時台が１本で、また

これとは別に、加賀方面から日暮里行きが６時台

１本、７時台１本、８時台１本と北側から２路線

が出ているということであります。 

  これちょっと聞いた話なんですけれども、うち

の議員、議員ではない大竹議員の娘さんが、たま

に時間あるとき、日暮里・舎人ライナーの混雑を

避けて、少し余裕を見て、加賀方面からのバスを

利用するときがあるそうです。娘さんは７時１０

分のバスに乗って座って行けて、４０分程度で日

暮里駅に着くそうです。また若干混んでいても４

０分、５０分ぐらい、１０分ぐらい遅れるそうで

す。 

  仮にバスではなくて、日暮里・舎人ライナーの

利用しても、家から駅まで行って駅まで乗り換え

て日暮里・舎人ライナーに乗って、日暮里駅まで

行くと、バスと１０分弱ぐらいしか変わらないん
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ですね。 

  ただ、これ当然、御承知のとおりバスは、道路

状況によって混雑が予想できず、また本数も少な

く、バスの時間に合わせて自宅を出なくてはなら

ないなどの声もよく聞いております。 

  これは、もう当然様々メリット、デメリットは

ありますが、今の現実的なことを考えると、先ほ

どバスを活用した混雑緩和の社会実験については、

先ほどの都市建設部長の答弁があったとおり、混

雑率の高い環七より南側以降、江北駅あたりから

バスを出すことにより、北側から見沼代と谷在家

方面から２路線も加わり、本数もそれなりに増え、

それなりの需要もあると思いますが、これについ

て改めていかがでしょうか。 

○副区長 私、実際に車に乗って、時間計ってみま

した。江北駅から日暮里までは、日暮里・舎人ラ

イナーで１４分なんですね。バスは、おおむね３

０分ぐらい、２回とも３０分ぐらいで行きました。 

  交通局に聞いても、通常バスは３０分ほどで、

江北駅から日暮里まで着くということですので、

特別な混んでいない限りは。ですから、歩く★★

考えると、そんなに不便ではないかなと。そうし

ますと、日暮里・舎人ライナーの定期を持ってい

る人が、もしそのバスに乗れるということであれ

ば、需要はそれなりにあるのではないかなという

ふうに感じています。 

○たがた直昭委員 分かりました。そこで、今ちょ

っと副区長も言ったんですけれども、朝の通勤通

学で日暮里・舎人ライナーを利用しているほとん

どの人は、３か月なり６か月の定期を購入してい

ると思うんですね。このような方々に対しても、

例えば、今日は時間が少し余裕があるから、また

今日体調が悪いので座っていきたいなといった場

合は、当然バスを利用していただく可能性が高く

なります。 

  ただこれ以前、うちの太田議員も質問したと言

っていたんですけれども、日暮里・舎人ライナー

と日暮里行きのバスは、同じ東京都交通局として

運営されているので、定期を買えば当然あれなん

ですけれども、この上と下の共通で使用できる定

期や回数券があれば、もうこれはもうどちらでも

乗れるという一番いい施策だと。一番よい緩和策

だと思いますが、これについていかがですか。 

○区長 これまでも議会から同じような御提案いた

だいておりますので、実際に局長にこのことを申

し上げたときに、そのこともお伝えをいたしまし

た。もちろん確約いただいているわけではありま

せんけれども、モデル事業の一つのスキームとし

て、是非御検討いただきたいという要望は強く伝

えてまいりました。また各会派の都議の議員方を

通じて東京都にもお願いしていくように、努めて

まいります。 

○たがた直昭委員 ありがとうございます。もう一

番今できる最高の最善策の緩和策は、これがもう

両方とも使えるというのが一番いいのではないか

なと思いますので、いろいろな財源とか、いろい

ろありますけれども、是非要望し続けていただき

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  あと２分ありますので、平日の通勤通学時間帯

の混雑解消の課題もありますが、もう一つの課題

として、平日昼間の利用率の向上を図ることが挙

げられます。 

  以前、我が党の代表質問でもありましたけれど

も、令和５年１０月に、東京都交通局の経営に関

する有識者会議が行われ、出席者から通勤時間帯

以外で需要を増やす施策を本気で考えるべきなど

と厳しい意見を出た中、東京都は、沿線でのイベ

ント等を開催し、昼間や土日の利用を促進するな

ど、大勢の集客が期待できる施設の誘致などに取
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り組むとの考えを示しました。 

  ちょっと副区長に聞きますけれども、これがす

ぐできる、できないは別として、まだ東京都は、

このような施策の考えについて、確かなる取組の

姿勢を今も見せていますか。 

○副区長 あまり具体的にこういうことをやりたい

というお話はまだいただいていませんけれども、

舎人公園の千本桜まつりのときに、光のムーブメ

ントということで、青いネモフィラを植えたり、

そういうことは行っております。 

○たがた直昭委員 分かりました。是非お願いした

いと思います。 

  あと３０秒しかありませんので、最後に１点。 

  舎人公園について、今若い世代から一番要望の

多いスケートボードやＢＭＸといったアーバンス

ポーツの施設を整備してほしいとの声がたくさん

寄せられます。なかなか地域内の公園を整備する

のは難しいと思いますが、舎人公園などは、広く

て可能性も高いように思います。利用促進の一環

として、若者層の更なる来園促進に向け都に強く

働きかけてみてはいかがですか。 

○事業調整担当課長 舎人公園にアーバンスポーツ

の施設の設置については、以前、都市建設部長名

で東京都の方にも要望しておりますけれども、い

まだ検討中というのが東京都からの回答でござい

ます。 

  ただ東京都は、都立公園は散策や運動、レクリ

エーション等の様々な用途がありますので、一定

のルールのもとでスケートボードの利用などが複

数あることから、当面、区部では、駒沢公園と多

摩地区の武蔵野公園１か所ずつというようなこと

で、今説明がありましたので、スケートボードの

設置には、まだまだ検討には時間が掛かるという

ふうに認識しております。 

○たがた直昭委員 分かりました。ありがとうござ

います。 

○交通対策担当部長 申し訳ございません。先ほど

数字だけでございます。１０名程度と申し上げた

んですけれども、正確には１７人の増でございま

した。 

○長沢興祐委員長 続いて、自民党から質疑があり

ます。工藤委員。 

○工藤てつや委員 皆さんこんにちは。自民党の工

藤でございます。残りの４０分、鹿浜幹事長と２

人で対応させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  私の方から、まず千住宿改築４００周年記念事

業について、幾つか伺いたいと思います。 

  予算のあらましでいいますと３８ページと３９

ページになります。 

  まずこの千住宿改築４００周年記念事業であり

ますけれども、おとといですか、市川委員の方か

らも質問がありましたけれども、この事業の目的

と記念事業に係る総予算については、おおむねど

のぐらい掛かるのか、まず伺いたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 こちらの事業目的は大き

く三つございます。 

  一つ目は、これまで足立区を訪れたことのない

方たちにも来訪してもらうことで、足立区を知っ

てもらいイメージアップを図る。二つ目は何度も

足立区に来てもらうことで地域経済の発展を図る

……。 

○長沢興祐委員長 観光交流協会事務局長、予算幾

らですかという質問なので。 

○観光交流協会事務局長 目的と総予算。 

○長沢興祐委員長 総予算と事業目的。 

○観光交流協会事務局長 すみません、事業目的の

方の、三つ目は、様々な関係者の方々がつながる

ことで千住のまち盛り上げていくことで、４００
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年記念事業終了後も、まちのにぎわいを継続して

いくこと、この３点でございます。 

  次、記念事業の総予算につきましては、各部の

取組、今取りまとめ始めたところでございますの

で、現在のところ把握は難しいですが、あらまし

に掲載された事業につきましては約１億１，００

０万円余となってございます。 

○工藤てつや委員 現時点では、今、観光交流協会

事務局長がおっしゃっていた１億１，０００万円

ということでありますけれども、これからも恐ら

く予算的には増えていくのかなというふうに思っ

ております。かなりこれ予算を掛けての記念事業

でありますので、是非とも、効果的なイベントを

実施していただきたいと思いますし、特にこの千

住のまち、私もそうですし、自民党である渡辺委

員もそうですし、地元議員でありますので、この

イベントはとにかく、心を一つに盛り上げていた

だきたいなという思いがございます。 

  予算のあらましの３８ページの下の部分をちょ

っと見ていただきたいのですが、こちらについて

は、産業環境委員会の中で、企画運営に携わる３，

５００万円について、私もちょっとこれ少し短期

間の中で高過ぎるのではないのかなということで、

御指摘をさせていただいたんですけれども。 

  このイベントをどのように、この予算を掛けて

実施をしていくつもりなのか。どういった効果が、

この３，５００万円掛けて望めるのか。この費用

対効果について伺いたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○観光交流協会事務局長 こちらの企画につきまし

ては、現在プロポーザルを実施しているところで

すけれども、企画の提案内容につきましては、千

住を知る、味わう、遊ぶの３要素を取り込んだ、

昼、夜それぞれの地域資源を生かすこと、また千

住地域の個店５０社以上との連携で、最後に文化

など、ほかにはない千住ならではの特徴を生かし

た提案をしていただくということで、今プロポー

ザルを実施をしております。 

  更に区内外への事業のＰＲ、また企画の効果検

証についても事業者からの提案をいただく予定で

す。区外からの新たな来街者、千住のまちに体感

いただいて、地域経済の活性化及び区のイメージ

アップを図って、千住４００の来訪者先と、千住

４００年以降も来訪先として選ばれるエリアにな

っていることで、持続可能なまちのにぎわいを創

出して、費用に見合った効果を上げていきたいと

考えております。 

○工藤てつや委員 詳しくありがとうございます。

是非費用に見合った効果的な取組を進めていただ

きたいと思います。 

  ちなみにプロポーザルで決定した事業者とは、

どういった連携をしていく方向性なのか、区の考

え方をきちんと反映できるような状況になってい

るのか伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 事業者とは、提案いただ

いた企画をベースに、シティプロモーション課で

すとか、郷土博物館と連携して区の考え方を反映

した効果的な事業企画にするとともに、千住の歴

史紹介、寺社の古いたたずまいの個性のある建物

など、情報提供してまいりたいと考えております。 

○工藤てつや委員 分かりました。 

  それから３９ページの下の部分、こちらにまち

づくりトラスト、町会・自治会への助成等の既存

事業に加え、商店街イベント補助金に１，６００

万円、それから４００周年記念の補助金で１，２

５０万円との記載がございます。こちらについて

は、もうこれ来月からスタートするようなタイミ

ングなんですけれども、まだ予算成立しておりま

せんけれども、区民の皆様ですとか、町会・自治

会、商店街の皆さんには、あらかじめにこういっ
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たことがありますよということで周知はされてい

るのでしょうか。 

○産業振興課長 商店街につきましては、こちらの

方で早めに提案をして、大体できそうな団体から

名のりが上がっている状況でございます。 

○地域調整課長 町会・自治会には、この千住宿４

００年について、★★を呼んで講演会を行ってお

りまして、その中でもイベントの方にやるときに

は、是非活用していただきたいということで補助

金のことも御案内しております。 

○工藤てつや委員 分かりました。ただこれ産業環

境委員会の中でも、私ちょっと指摘をさせていた

だいたんですけれども、やはり企画するのには、

準備ですとか、調整に恐らく時間も要すると思い

ます。もう少し区としてこの事業を実施するので

あれば、もうちょっと初動を早くして、準備の時

間を設けさせていただけるような、そういった御

配慮がちょっと必要だったのではないかなと思う

のですが、この部分についてはいかがでしょうか。 

○産業経済部長 企画という時間が掛かるというと

ころで御指摘ございました。誠にそのとおりでご

ざいます。もうちょっと早めに周知の方をさせて

いただければよかったかなというのが第一点とし

てあります。 

  あと、千住宿４００周年の事業につきましては、

令和７年度中ずっと行うというふうなところもあ

りますので、そういったところで、ちょっと時間

を掛けて、年度の後半になりますけれども、そこ

で盛り上げていただくようなイベントをやってい

ただくというふうなことも、工藤委員の方から皆

さんの方にお知らせいただければというふうに思

います。 

○工藤てつや委員 これから、本当にスピード感を

持って周知広報、調整に努めていただきたいとい

うふうに思います。 

  それから、今回の千住宿の４００周年記念事業

ですけれども、産業経済部、シティプロ、それか

ら観光交流協会等々、それぞれ事業のすみ分けを

しているかと思うんですけれども、ちょっと見た

感じ、どういうような役割分担になっているかと

いうのは分かりにくい状況があるんですけれども、

この分担については、どのような状況になってい

るのか、お聞かせいただきたいのですが、いかが

でしょうか。 

○観光交流協会事務局長 産業政経済部では、主に

千住地域の商店街を中心とした街の装飾や商店街

のイベントの御支援で、シティプロモーション課

につきましては区内外へのＰＲ、観光交流協会に

つきましては千住地域のイベント実施、また特設

ホームページ等の方作成を行ってまいります。 

○区長 全所管が参加をしたＰＴの会議を定期的に

持っておりまして、今申し上げたような、どこど

こは何々、どこどこの何々というと縦割りになっ

てしまいますので、基本的にやるべきことの分担

はございますけれども、そこに例えば部と部が重

なって、また事業と事業を重ねてというような総

合調整は、シティプロモーションが中心となりま

して、つまり政策経営部が要の役割を果たすこと

によって、縦割りの弊害流れない、成果の上がる

１年にしていきたいということで、今臨んでおり

ます。 

○工藤てつや委員 区長ありがとうございます。是

非、横連携を密に、このプロジェクトチームを中

心に、横断的に、このイベントをつくり上げてい

ただきたいというふうに思っております。 

  それから、千住のちょっとエリアデザイン計画

の視点で、今進めているまちづくりですとか、再

開発ですとか、こういったものをＰＲするその絶

好の機会なのかなというふうに思っているのです

が、都市建設部として何か考えていることがあれ
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ば、教えていただきたいのですがいかがでしょう

か。 

○都市建設部長 ４００年の節目のときに、千住地

区様々な開発があろうかと思います。事業者にま

だ目立って動いているところではないのですが、

是非事業者にもその辺が、今年は千住宿４００年

だということをＰＲ、周知することも重要だと思

いますし、あと都市建設部長、私答弁させていた

だきますが、都市建設部の中でも、やはり様々な

事業を行っておりますので、千住宿４００年につ

いては、部挙げてＰＲに取り組んでいきたいと考

えております。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。絶好の

千載一遇のチャンスだと思いますので、千住のエ

リアデザイン計画をＰＲできるような取組を進め

ていただければなと思います。 

  それから、区外の方々にももちろん来ていただ

きたいと思うのですが、インバウンド的な視点で

外国人の方々にも何かお越しいただけたらいいの

かなと思うんですけれども、このあたりについて

何か考えていることがあれば、教えていただきた

いのですが、いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 今回、千住宿改築４００

年の特設サイト作成をしているところでございま

すけれども、こちらについては、多言語に翻訳で

きる機能を搭載をいたします。また、観光交流協

会もインスタ活用して、ハッシュタグ英語のハッ

シュタグを付けた情報発信等々してまいりたいと

考えております。 

○工藤てつや委員 是非インバウンドの部分も、お

願いしたいと思います。 

  それから、午前中に、我が党の岡田委員の方か

ら、観光大使の話もあったかと思います。北千住

出身の著名な方をシンボリックに起用するという

ことも、本当にいいのかなと思っています。 

  例えば、千住でいうと、俳優の波瑠さんとかで

すかね。そのほかちょっと思い当たらないんです

けれども、そういった話題性のある、ちょっと思

い出せないですよ、誰かいますか、誰かね。なか

なか千住はいらっしゃらない感じなんですけれど

も。そういった話題性のある方を、ワンポイント

で起用するというようなことも重要なのかなと思

うのですが、この点についていかがですかね。 

○観光交流局会事務局長 話題性のある著名人の起

用につきましては、ＰＲ効果ですとか、集客率で

すとか、一定の効果は見込めると思います。ただ、

著名人の方の御意向もありますし、特に有名な著

名人の方だと費用も高額になるということから、

費用対効果の面も併せて検討してまいりたいと思

います。 

○工藤てつや委員 是非前向きに御検討いただきた

いと思います。 

  御承知のとおり、千住宿の改築４００周年記念

事業は、本当に一過性のイベントで終わらせては

本当にならないと思います。予算のあらましにも

記載がありますけれども、やはりこの千住のまち

に何度も訪れていただくような記憶に残る、心に

残るイベントを実施していただきたいと思います

が、このイベントへの意気込みも含めて、担当部

の意見を伺いたいと思いますが、見解を伺いたい

と思いますがいかがでしょうか。 

○産業経済部長 千住宿４００年ということで、こ

れはもう１００年に１回しか来ないイベントでご

ざいます。そして、千住というまちが、足立区の

中で、一押しのまちで、全国的に注目されるとい

うことで、効果的に千住の魅力をＰＲして来街者

を巻き込むような、そんなイベントを庁内で協力

してやっていきたいと思います。 

○工藤てつや委員 是非お願いいたします。 

  次にお話変わります。 
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  プチテラスの環境配慮型の整備事業について伺

いたいと思います。 

  区では現在、千住の西地区、それから西新井西

口周辺地区の密集事業を進めておりますけれども、

今後に、整備が予定されるプチテラス計画につい

て幾つか伺いたいと思います。 

  まず、プチテラスの整備に当たっては、地域の

方々の様々な意見や要望をどのように集約をして、

設計に反映をしているのか。また今、半径１５０

ｍ以内のお住まいの方々から、アンケートの調査

を実施しているようなんですけれども、実際にそ

ういった声が反映されたプチテラスになっている

のかどうか、現状について伺いたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○建築防災課長 プチテラスの整備に当たりまして

は、プチテラスの予定地から半径１５０ｍ以内に

住む方や協議会会員の方へアンケートを行ってい

るところでございます。 

  プチテラスの名前や整備に反映しており、また

いただいた意見につきましては、可能なものは設

計に反映して整備を行っているところです。今ま

で反映できたものとしては、植栽の樹種、種類で

すね。それとか舗装などを含めた色合いなどがあ

るところでございます。 

○工藤てつや委員 今、御発言等で様々地域の声も

反映されているのかなというふうに思いますけれ

ども、そこで改めて現状のプチテラスの計画につ

いて伺いたいと思います。 

  現在の整備数、それから今後の計画については

どうなっているのか。今後の方向性について伺い

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○建築防災課長 千住西地区では、今までプチテラ

ス３か所、西新井駅西口周辺地区では、公園を含

めて６か所の整備を行いました。 

  今後ですが、今後計画しているところとしまし

ては、千住西地区では３か所、西新井駅西口周辺

地区では２か所の整備を予定しているところでご

ざいます。 

○工藤てつや委員 分かりました。 

  もうできているプチテラスを★★いたしますと、

現在のプチテラスについては、何となく殺風景で、

本当に小型の公園がぽつんとあるようなイメージ

が強くて、もう少しあらゆる面で機能性のある公

園、プチテラスの公園を造っていただきたいなと

いうふうに思うんですけれども。 

  そこで、昨年の私の一般質問の中で、カーボン

ニュートラル実現への取組を加速させていく意味

合いで、環境配慮型のプチテラスの要望させてい

ただきました。その際には、前向きに検討してい

きますというような、区の方針が答弁の中で示さ

れたんですけれども、その後何か動きがあれば教

えていただきたいんですけれども、いかがでしょ

うか。 

○建築防災課長 プチテラスに太陽光などを利用し

た照明の設置に向けて、維持管理部門を含めた関

係各課と調整を行いました。その中では、前向き

に検討していくことを各課で確認しているところ

でございます。 

○工藤てつや委員 是非前向きに検討していただき

たいと思うんですけれども、例えば太陽光発電で

すとか蓄電池、こういったものを用いて園内を照

らすこともよろしいかと思いますし、例えばスマ

ートフォンなどの充電設備、こういったものを備

えることで、災害時の電力確保にもつながるので

はないかと考えます。 

  こういった視点で、是非環境配慮型、また災害

時にも対応できるといった機能性のあるプチテラ

スの整備を全面的にこれから前向きに進めていた

だきたいと思うのですが、見解を伺いたいと思い

ますいかがでしょうか。 
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○パークイノベーション推進課長 工藤委員御提案

のとおり、環境に配慮した施設の整備というのは

重要なことと考えております。まずは、先ほどの

答弁ありましたように、千住西地区に整備予定の

プチテラスで、太陽光を利用しました照明の設置

に向け、令和７年度に設計、令和８年度に工事を

行う予定であります。それ以降の整備につきまし

ては、設置した太陽光のいわゆる受電の効率とか、

そういったものとかも検証しながら、その後の対

応について、設置については検討してまいりたい

と思っております。 

○道路公園整備室長 環境配慮型というところもご

ざいますが、どうしても電源が取れないというと

ころもございます。そういうところに太陽光を用

いて街路灯をつけるとか、公園灯をつけると。 

  更には、今、綾瀬の東口駅前広場では、あそこ

にある街路灯については、スマホの充電ができる

というものも付けています。そういうものも、今

後進めていきたいというふうに考えておりますの

で、今後計画を立てて、そういうのを進めてまい

りたいというふうに考えております。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。道路公

園整備室長のおっしゃるとおりで、課題も多くあ

ると思いますし、例えばその稼働状況ですとか、

それから費用対効果等々、そういったものもあろ

うかと思います。是非、これらを検証した上で、

前向きに、環境配慮型のプチテラス、是非、計画

前に進めていただければと思います。 

  時間になりましたので、交代をしたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○長沢興祐委員長 鹿浜委員。 

○鹿浜昭委員 改めまして皆さんこんにちは。本日、

最終となります。最後の２０分を担当させていた

だきます。落ち葉アーティストの自民党の鹿浜で

ございます。よろしくお願いいたします。落ち葉

アート展がもし実現できれば、是非参加させてい

ただきたいとも思っております。なかなか時間の

配分も難しい中、私もちょっとのんびり屋なんで

すけれども、スピード感を持って残り２０分進め

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  初めに、エネルギー価格高騰対策支援金につい

てですが、昨年１２月の３日に燃料費高騰を受け

て、運輸業界の方々と、私たち自民党から区長に

要望書を提出しました。 

  今回、同時補正で、燃料価格高騰の影響を大き

く受けている区内の事業者に対し、２億９００万

円支援金を行うということを聞き及んでおります

が、予算化に至った経緯についてお伺いします。 

○産業振興課長 １月に入りまして、国の補助金が

段階的に縮小されたことで、１０円以上ガソリン

の単価が上がり、運輸事業者の方の対応が必要で

あろうと考えていた状況でございます。 

○鹿浜昭委員 今回、年間の売上高に応じた支援金

にしていくということで、前回１台当たりという

ことだったかと思うんですけれども、なぜこのよ

うになったのか伺います。 

○産業振興課長 エネルギーの高騰価格への対応で

すが、東京都の方も令和７年度の予算の方で、令

和６年度の後半と、そして令和７年度も対応して

いる状況になっております。 

  こちらのスキームが、足立区が以前行っていた

１台幾らということで補助金を交付してございま

して、同じ方法では、足立区も東京都も両方併給

ができないというふうに情報いただきました。そ

ういったことから今回、事業所の売上高に応じた、

この方法であれば東京都の補助金と併給できると

いうことで、新しい方法で提案をさせていただき

ました。 

○鹿浜昭委員 そういう形で進めていっていくとい
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うことでございますが、今回、その事業者ごとの

売上げということで、最低５万円だったですかね。

ということで、今、赤帽の運輸業者さんも、前回

は８，０００円ということだったのかもしれない

けれども、今回は最低５万円ということになった

なと思うんですけれども。そうするとこの２億９

００万円の予算が、前回は半年間という予算の中

でやっていて、今回、年間を通してということな

ので、ちょっとその予算がこの金額で間に合うの

か、補正の補正になってしまうのかなというふう

に思うんですけれども、その辺は大丈夫なのでし

ょうか。 

○産業振興課長 前回の交付の実績と、それから個

人事業主のあたりが、あまり申請がない状況でご

ざいました。逆に言えばそのあたりを厚く見て、

今回見積もってございます。 

○鹿浜昭委員 大丈夫なのね。 

○産業振興課長 現段階で大丈夫だと思っておりま

す。 

○鹿浜昭委員 よろしくお願いしたいと思います。 

  ガソリン価格、皆さんも御存じのように、５年

前は１ℓ １２０円。今回、今１８０円ぐらいと１．

５倍ぐらいになって輸送費、なかなか転嫁できな

いというふうにも伺っておりますし、公社ニュー

ストキメキ３月号でも、運輸業とサービス業とも

に低調ということで、来期は、運輸業は２７ポイ

ント減、マイナス４１になってしまうというよう

なことも書かれておりますので、できるだけ早く、

よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、日暮里・舎人ライナー埼玉延伸構想につ

いて伺います。 

  先ほど、たがた委員からも日暮里・舎人ライナ

ーの本当に混雑が大変だということで、２０２０

年以降４年連続１位になっているということでご

ざいまして、日本中でも注目されているのかなと

いうふうに思いますし、何とかいろいろと緩和策、

今まで考えて、東京都もやってきたかと思います。 

  さっき車両のロングシート化の話、またラッシ

ュ時３分２０秒間隔で運行しているとか、いろい

ろやってこられたかと思いますが、それでも、今

だに１７０％の混雑率ということで、恐らくいろ

いろな区も苦肉の策で、今、江北駅からシャトル

バスを検討しているというような話もありました

が、恐らく交通渋滞等も考えるとなかなか、そん

なに多くは期待できないのかなというふうには思

うところでございます。 

  それで、私はちょっと埼玉延伸構想ということ

で、ここにおります後輩の市川委員からはね。 

［「議会では先輩でしょう」と呼ぶ者あり］ 

○鹿浜昭委員 高校の後輩なの。であります市川委

員から、再度、何度となく反対表明している埼玉

延伸に、私はちょっと活路があるのではないかな

というふうに思っております。 

  現在、大野埼玉県知事が公約で掲げていて、日

暮里・舎人ライナー、現在でもあと数マイルプロ

ジェクトというのを掲げていて、５路線の中の一

つとして、現在も取り組まれています。 

  当時の大山都市建設部長も反対の立場を取るべ

きと考え、既に埼玉県の担当部局へ反対の意向を

伝えておりますとしておりますし、私も、そうい

った意味では同意見ではあります。 

  ただ混雑緩和は、今後も当然進めていかなけれ

ばならないと思っております。既に東京都、先ほ

ども答弁ありましたけれども、ハード面ではもう

金額的にも無理なのかなというような回答も交通

対策課長からありましたし、細かい対策をしてい

ってもなかなか混雑緩和にまでは至らないのかな

というふうに思います。 

  ということで、ちょっと考えさせていただいた

のは、将来を見据えて、ある程度バーター交渉と
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いうか、こんな言葉を使っていいのかどうかあれ

なんですけれども、そういうことをしてもいいの

かなというふうにも思っております。 

  ただ、例えばその交渉の中で、路線の延長に関

しては了承をさせてもらいますが、その代わり５

両編成を７両編成にしてもらいたいというような

交渉をすれば、今後の混雑緩和大きく期待が持て

るのではないかと思うんですけれども、その辺に

対していかがでしょうか。 

○交通対策課長 ５両編成を７両編成ということで

延ばすわけですね。 

○鹿浜昭委員 それは、すぐにはできないんだから。 

○交通対策課長 なかなかハード面では大変厳しい

と思うんですけれども、促進協議会とか、東京都

との交通局さんと打合せする会がありますので、

そういう話もどうかということで議題にのせてみ

たいと思います。話してみたいと思います。 

○交通対策担当部長 今５両ですけれども、確かに

７両になることで、混雑の解消には非常に有効か

というふうには考えます。また向こう北側に伸び

ることについては、その点についてまた考えなけ

ればいけない部分もあろうかと思うんですけれど

も、昼間の利用者も増えるのかなとは思います。 

○鹿浜昭委員 ですから、東京都の予算と埼玉県の

予算と出し合って、お互い足立区も当然絡み合い

ながら、そういう交渉を進めていっていただきた

いなと思うんですけれども、いかがでしょうかと

質問したんです。 

○交通対策課長 東京都と埼玉県の方にもちょっと

負担してもらうということ認識しましたので、交

通局の方にも、その辺促進会がありますので、話

をしてみたいと思います。 

○鹿浜昭委員 是非よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  それとＰａｙＰａｙ商品券事業についてなんで

すけれども、先ほど、吉岡委員からも質問があり

ましたから、私はそんなに触れるつもりはないん

ですけれども、基本的に、この事業自体が消費喚

起策として実施されているわけですから、区民の

皆さんが一番使って喜ばれるべきというふうに思

っておりますので、是非私からも、年末に使える

ように要望させていただきます。 

  次に、足立区ドローンパイロットチームＡ．Ｆ．

Ｓについて伺います。 

  先月、板橋区議会自民党の有志が、８人がこの

足立区のドローンパイロットチームＡ．Ｆ．Ｓの

視察に来て、私も大変興味あったので一緒に講義

というか、内容を聞かせていただきました。 

  現在、操縦士が１１名ということで、相当、無

人航空機操縦士の一等の資格、これ結構大変らし

くて、民間でこの資格を持っていれば年間で５０

０万円ぐらいの報酬があるような、そんなに相当

難しい資格を６名持っていて、また二等も４名取

得しているということで、相当レベルが高いとい

うことでございます。 

  で、保有機が今、耐水性高性能カメラ搭載の大

型機種が１基、中型機種３基、小型機種１基合計

５基ということで、大型機は約２００万円ぐらい

するそうで、４Ｋの動画撮影ができて、静止画は

８Ｋということで、大変なもので２００倍のズー

ム機能がついていて、庁舎上空から、区内のほぼ

全域の状況を確認することができるという大変な

ものでございます。 

  いろいろなイベント等も撮影されているかと思

うんですけれども、先日も埼玉県の八潮市の陥没

事故で、このドローンを使って人の入れない下水

道管に入って、そこで運転席を発見したというよ

うな効果もあったということで、本当にいろいろ

な意味で、このドローンの使い勝手がいいのかな

というふうに思います。 
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  で、中型機のうち２機がもうバッテリーが製造

終了して、旧型機のため緊急対応ができないとい

うふうに聞いております。交換予定あるのか、ま

たドローンの耐用年数というのはどのくらいなの

か伺います。 

○都市建設課長 当初、平成３１年と令和２年の初

期型の２機が、当時金額３０万円程度でございま

すけれども、ちょっとバッテリーの方の部品がな

くなったということで、長距離の飛ばすことはち

ょっと難しいということで、今現在利用は、練習

用にさせていただいております。 

  実際の耐用年数については、大体おおむね１基

当たり５年程度というところでメーカーの方から

確認を取っておるところでございます。 

○鹿浜昭委員 いやいや交換の予定はないの。 

○都市建設課長 失礼しました。今のところは、こ

の５基で、メインは３基というところで運用して

いて、交換の予定というところはございません。 

○鹿浜昭委員 いろいろな意味で、もうちょっとこ

う周知していただいて、区民の皆さんも相当興味

があることかと思います。 

  例えば、イベントとして、親子でドローン大会

とか、そんなことをほかの市ではやられていると

いうことで、大変人気がある行事だそうです。是

非足立区もそのようなことを進めていっていただ

いて、もっともっとこう周知して、いろいろな形

で、まだ利用価値が十分あるのかなというふうに

思いますし、是非そういう形で広げていっていた

だければ、恐らく区長も今度またプラス５台買っ

てあげましょうということになるかも分かりませ

んし、是非よろしくお願いしたいなというふうに

も思います。 

  次に、鹿浜西小学校跡地、スーパーベルクスの

鹿西テラス新築工事について伺います。 

  先月の２月の１５日土曜日に、地鎮祭の式典が、

町会・自治会長集めた５０人ぐらいで開催され、

天気にも恵まれて、工事の着工始まりました。今

までには、ちょっと時間掛かったかもしれません

が、これから順調に開店までいってくれるかなと

いうふうに期待しておるところでございます。 

  昨年１０月に跡地北側、南側の道路工事、跡地

周辺の規制緩和状況についての説明会がありまし

た。 

  そこでちょっとお伺いしますが、今工事中です

が、南側道路の拡幅工事の概要はどうか、また順

調に工事が進んでいるのか伺います。 

○道路整備課長 南側工事の概要ですけれども、も

ともと６ｍの歩道のない道路に３．５ｍの歩道を

設置し９．５ｍにするという内容です。また順調

かというところに関しましては、順調に進んでい

まして、今年の５月、６月頃には終わって、商業

施設の開業には十分間に合う見込みでございます。 

○鹿浜昭委員 隣には、鹿浜愛育幼稚園があったり、

幼稚園児が通行するところですし、あれだけ拡幅

すると、すごく幼稚園にとってもありがたいとい

うようなお話も入っているかと思いますので、順

調に進めていっていただきたいと思います。 

  それと北側道路の整備の件なんですけれども、

地域要望があったかと思うんですけれども、一方

通行の解除、スクールゾーン規制の見直しは順調

に進んでいるのか伺います。 

○道路整備課長 今おっしゃられた二つとも、西新

井警察署の所管になるのですが、協議が完了して

いますので、地域要望は両方とも実現する見込み

でございます。 

○鹿浜昭委員 ちょっと聞こえなかったんですけれ

ども。 

○道路整備課長 二つとも、西新井警察署と協議が

完了しておりますので、実現する見込みでござい

ます。 
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○鹿浜昭委員 見込みなんだね。まだね。分かりま

した。 

  それとスクールゾーンの規制なんですけれども、

旧鹿浜西小学校ということで、もう学校が既に閉

校してから２年たっているということで、２年た

っていても、いまだにスクールゾーンが存続して

いて、それも古い時間帯、今の足立区中のスクー

ルゾーンの時間帯よりも、もっと３０分長いよう

な、そんなような設定がいまだにあるんですけれ

ども、やはりちょっと学校がないのにスクールゾ

ーンがあるというのは、ちょっと私不自然にすご

く思ってですね。これは、今の予定ではなくなら

ないような話なんですけれども、是非全部なくす

必要があると思うんですけれども、いかがでしょ

うか。 

○道路整備課長 今回の西小の跡地については、今、

鹿浜委員御発言のとおりですけれども、商業施設

出店に伴いまして、学校とも協議しました。ただ

学校の方も、やはり現在２０名程度通学路として

使っているということで、完全になくすというの

はなかなか難しいということを言われまして、今

のような、３０分短くするようなことで、地域と

も調整をして、実現する見込みというような状況

です。 

  ただ、学校がなくなって規制だけ残り続けてい

るというのは、鹿浜委員御発言のとおりだと思い

ますので、今後はまた、状況を見ながら、適切な

対応というのは求められてくるかというようなこ

とは考えております。 

○道路公園整備室長 スクールゾーンに関しては、

警察の方で交通規制として掛けております。です

ので、鹿浜委員おっしゃるとおり、学校がなくな

った時点で、これを解除すべきという行動に出な

いと、そのまま交通規制を継続してしまうという

ところです。区役所の悪いとこでもあると思いま

すが縦割りで、その連携がうまく今まで取れてい

なかったという状況でございますので、必要のな

いスクールゾーンについては、交通規制を外して

いただくよう警察とやり取りをするというのが、

今後、そういうやり方をしていかなければいけな

いなというふうに考えています。 

○区長 今の道路公園整備室長の答弁、ちょっと誤

解を招く発言だったと思います。その道路公園整

備室長の前の道路整備課長の答弁で、学校はなく

なっていますけれども、他の学校に通う子どもた

ちが、まだスクールゾーンとして活用している現

状の中で、撤廃は、完全撤廃はいかがなものかと

いう学校側の要望があったわけです。ということ

でこれから、これ子どもたちが、永遠にそこを通

学路として使うのかどうかという確認をこれから

しなければいけませんけれども、今の道路公園整

備室長の発言聞きますと、撤廃すべきだというよ

うなことを道路公園整備室長が発言しましたので、

現在の中では、学校との調整の中で、当面、存続

いたしますけれども、今後どうするかということ

については、継続して学校と調整してまいります。 

○鹿浜昭委員 今、区長からも答弁いただきました

が、やはりこの学校の統廃合、これからも学校統

合進むかと思います。やはりない学校の通学路を、

今の新しい学校に対してつくっているということ

になれば、ほかの地域もその範囲で考えれば、め

ちゃくちゃ広くなってしまうのね。そうすると、

足立区中全部スクールゾーンつくれという話にな

ってしまいます。 

  区長には、大変恐縮なんですけれども、学校長

が望むのは確かにそれは安全面を考えれば絶対や

ってくれという話は、それは理解できますが、そ

うするとほかの地区は、ほかの近隣地区はどうな

るのと、そこだけ手厚くスクールゾーンつくって

いるのということになると、ちょっと逆に、何と
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いうか不公平というか、そんなような私はちょっ

と感じを受けますので、是非これから学校統合が

進むところは、そこまできちっとスクールゾーン

をなくすところまで、今後進めていっていただき

たいな、そんな思いでございますので、要望させ

ていただきたいと思います。 

  残り５５秒、次に不登校支援について伺います。 

  先ほど、ちょっと長谷川委員から基準の緩和に

ついて質問がありました。答弁で、来年度から６

０日以上にするような、というようなことが言わ

れたかと思うんですけれども、文科省の定義では、

年間３０日以上欠席した児童・生徒は不登校とさ

れています。 

  私は、ちょっとこんなことをやっても、なかな

か解決につながらないと思うんですけれども、い

かがでしょうか。 

○長沢興祐委員長 教育相談課長、時間ですので簡

明に願います。 

○教育相談課長 家庭学習支援事業につきましては、

先ほども答弁させていただいたとおり、長期化し

ているお子さんを対象にしておりますので、まず

は１２０日を６０日に緩和して様子を見たいと考

えております。 

○鹿浜昭委員 終わったので、またにします。あり

がとうございました。 

○長沢興祐委員長 本日の審査はこの程度にとどめ

散会いたします。 

  なお、次回の委員会は、明７日午前１０時より

開会いたしますので、定刻までに御参集願います。 

午後４時０２分閉会 


